
瀬戸市の教育 
 

平成２４年度 

 

 

 

瀬戸市教育委員会 

７月２２日（日）「キミチャレ２０１２」

の説明会が開催されました。 

公募により選ばれた参加者約５０名と保

護者、サポータが参加し、この夏の挑戦

に向けてスタートが切られました。 

 

 

８月２０日（月）「キミチャレ２０１２」

の中間報告会が開催されました。 

中間報告会では、キミチャレの目的をよ

り理解してもらうため、保護者の方々を

対象としたワークショップも行いまし

た。 



 

                   は   じ   め   に 

 

 震災、若者の社会不適応、少子高齢化問題など、子どもたちを取り巻く環境は、確実に多難な

方向へと進もうとしています。しかしその反面、日本人のもつ人間性のすばらしさを、再発見す

る場面を数多く目にしています。 

 将来を生き抜き、社会を背負っていくことができる、さらに、その子が大人になったとき、立

派に子育てができる、そんな大人に育てるために、教育のあり方を見つめ直す大切な時期を迎え

ているのではないかと考えます。 

 

  瀬戸市は、「瀬戸市教育アクションプラン」で掲げられた、教育の基本理念 

 

    ・すべての子どもたちが「瀬戸で学んでよかった」 

    ・すべての親たちが「我が子を瀬戸で育ててよかった」 

    ・すべての市民が「瀬戸で生きてよかった」 

 

  を礎として、様々な教育活動を展開しております。そして、今後も継承していきます。 

 

  また、これまで文部科学省が提唱している、「生きる力」に加え、瀬戸市として「生き抜く力」

を定義し、めざすべき教育の方向性を追求しています。 

 

  「生き抜く力」とは、 

    ・夢や希望をもち、その実現に向けて限りない努力をすること 

    ・失敗や挫折があっても簡単にくじけたり逃げたりしない心の強さを持つこと 

  ・まわりの人への思いやりをもち、互いに支え合うことができること 

 

 特に、平成２４年度は、「いじめ・不登校ゼロをめざして」、というテーマを設定していじめ

・不登校の実態を根本的に見直す取り組みを強化しました。 

 一人ひとりを認め合い、支えあうことができる人間関係づくりを、周りの大人が常に念頭に置

いて、子どもたちに関わることが大前提であります。 

 「学校が大好き」「親が大好き」「先生が大好き」「友達が大好き」そして、「自分が大好き」

と心から思える子、「自分はかけがえのない存在なんだ」と実感できる子であってほしい。そん

な学校生活、家庭生活、地域での暮らしを実現していきたいと願っています。 

 

  瀬戸の教育は、これからも人の出会いを大切にしながら、市民のみなさんと共に歩みたいと思

っています。 

  ここに、平成２４年度の瀬戸市の教育概要をとりまとめました。本市の教育行政をご理解いた

だくために役立てていただければ幸いです。 

 

  平成２４年９月 

                                         瀬戸市教育委員会 

                                           教育長 深 見 和 博 
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１  

１ 瀬戸市の沿革 

  瀬戸市は、濃尾平野の東、尾張丘陵の一角にあって、中部経済圏の中心地である名古屋市の北東 

約 20kmに位置し、周囲を標高 150ｍ～300ｍの山々に囲まれ気候も温暖で、丘陵地帯には、瀬戸層群

と呼ばれる新第三紀鮮新世の地層があり、やきものの原料となる良質の陶土やガラスの原料となる珪

砂を豊富に有しています。また、北部や東部の山間地帯には、松などの樹林が広がり、かつては、こ

うした恵まれた自然が、瀬戸の窯業の発展に大きな支えとなってきました。このような自然や時代の

移り変わりを背景に、窯業に携わってきた人々のたゆまぬ努力のおかげで、せとものはやきものの代

名詞として日本のみならず、世界の人々に知られるようになりました。明治 11 年(1878)に郡区町村

編成法､同 22 年(1889)に町村制が公布されると、近代的な自治体である瀬戸村となり、次いで明治

25 年(1892)には瀬戸町になりました。さらに大正 14 年(1925)には赤津村及び旭村の一部を合併し、

4年後の昭和４年には愛知県で 5番目の市として「瀬戸市」が誕生しました。その後も昭和 26年(1951)

には水野村を合併、同 30年(1955)には幡山村、同 34年(1959)には品野町を合併し、市域は現在 111.61

ｋ㎡、人口は 13 万人を超えるまでに発展しました。瀬戸市では、市の目指す将来像を「自立し、助

け合って、市民が力を発揮している社会」と定め、これまで長い間培われてきた歴史や伝統、文化を

活かし、市民・地域産業・行政が一体となったまちづくりを進めています。 

 

(1) 市 制 施 行    昭和４年１０月１日       

(2) 市役所所在地   瀬戸市追分町６４番地の１ 

東経１３７度 ５分 ３秒 

北緯 ３５度１３分２４秒 

(3) 面 積   １１１．６１ｋ㎡ 

東西１２．８ｋｍ 

南北１３．６ｋｍ 

(4) 人    口（平成２４年８月１日現在） 

男  ６５，２２８人 

女  ６７，４６８人 

計 １３２，６９６人 

(5) 世 帯 数   ５３，２２５世帯 

 

            

          市の花  ツバキ                      市の木 クロガネモチ 

 



教育委員会
  委員長　 刑部 祐介

教育部

 委　員 　深見 和博
（教育長）

施設係

平成２４年４月１日現在

学事係

学校給食係

小学校（20校）

学校教育課

学校給食センター

指導係
（適応指導教室）

図書館・視聴覚ライブラリー

中学校（ 8校）

特別支援学校（ 1校）

学校給食会

２ 教育委員会組織機構図

 教育長
 深見　和博

教育委員会事務局

教育総務課 庶務係

企画係

  委員長職務代理者 
         中島 道代 

 委 員  鈴木 眞史   

 委 員   水野 教雄 

 委 員  上川 和子 

 委 員  加藤 雅人 
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３　教育委員会職員数
平成24年４月１日現在
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学校教育課 4(1) 1 (1) 1 4 18
( )は課長補佐・専門員が兼務
ただし、技師欄（ )は係長職

小学校（２０校） 7 19 26

中学校（８校） 6 6

特別支援学校（１校） 1 1 2

図書館  2 1 4

視聴覚ライブラリー  (2) (1) 0 ( )は図書館の職員が兼務

1 6 5 2 12 20 3 60

学校給食会 1 1
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４  事務の補助執行 
 
(1) 市長が教育委員会の職員に補助執行させる事務 
 
① 私立学校（私立幼稚園を除く。）、私立の専門学校及び私立の各種学校に関すること。 

② 教育委員会の所掌する事業に係る国庫支出金及び県支出金等の申請に関すること。 

③ 瀬戸市予算及び決算規則（昭和４０年瀬戸市規則第１７号）、瀬戸市公有財産事務取扱規則

(昭和４２年瀬戸市規則第２１号）、瀬戸市自動車等管理規程（昭和４０年瀬戸市訓令第２号）

に規定する各課等の長の処理すべき事務に関すること。 
④ 瀬戸市会計規則（昭和２９年瀬戸市規則第４号）に規定する各課等の長及び物品取扱主任等
の処理すべき事務に関すること。 
⑤ 瀬戸市契約規則（昭和４０年瀬戸市規則第１８号）に規定する契約担当者の処理すべき事務
に関すること。 
 
 

(2) 教育委員会が市長部局の交流活力部の職員に補助執行させる事務 
 
① 青少年教育、成人教育、その他社会教育に関すること。 

② スポーツに関すること。 
③ 文化財の保護に関すること。 
④ 公民館の事業に関すること。 

⑤ 前各号に係る教育財産の管理に関すること。 
 
(3) 教育委員会が市長部局の市民課及び支所に属する職員に補助執行させる事務 
 
① 住民の異動に伴う就学通知書、入学通知書、学齢児童生徒市外転出通知書及び学齢児童生徒 

  市内異動通知書の交付に関すること。（ただし、通学区域外入学に係るものを除く。） 
 

３



氏　　名 在　職　期　間
在　職
年月数

　氏　　名 在　職　期　間
在　職
年月数

(公)松 原 明 道 昭和27年11月～昭和31年９月 ３年１１月 　　塚 田 佳 男 昭和54年10月～昭和58年９月 ４年

(公)早 川 富次郎 昭和27年11月～昭和31年９月 ３年１１月 　　加 藤 隆 夫 昭和55年10月～昭和59年９月 ４年

(公)藤 井 吉 久 昭和27年11月～昭和31年９月 ３年１１月 　　増 岡 錦 也 昭和56年10月～昭和60年９月 ４年

(公)稲 垣 信 夫 昭和27年11月～昭和31年９月 ３年１１月 　　後 藤 公 彦 昭和57年10月～昭和61年９月 ４年

　　加 藤 三 郎 昭和27年11月～昭和28年９月 　　１１月 　　加 藤 伸 也 昭和58年10月～昭和62年９月 ４年

　　伊 藤 陶 彦 昭和28年 ６月～昭和29年6月 １年 　　山 内 鉱 平 昭和59年10月～昭和63年９月 ４年

　　加 藤 通之助 昭和29年 ６月～昭和30年６月 １年 　　磯 村 範 良 昭和60年10月～平成 元年９月 ４年

　　伊 藤 義 雄 昭和30年 ２月～昭和31年９月 １年 ８月 　　加 藤 悦 郎 昭和61年10月～平成 2年９月 ４年

　　村 上 力 男 昭和30年 ６月～昭和31年６月 １年 　　竹 田 竜 弥 昭和62年10月～平成 3年９月 ４年

　　矢 野 千代太 昭和31年 ６月～昭和31年９月    　４月 　　鈴 木 逸 夫 昭和63年10月～平成 4年９月 ４年

　　松 原　 恒 昭和31年10月～昭和33年９月 ２年 　　林 　春 治 平成 元年10月～平成 5年９月 ４年

　　加 藤 昇 次 昭和31年10月～昭和34年９月 ３年 　　山 城 浩 平 平成 ２年10月～平成 ６年９月 ４年

　　加 藤 秋 子 昭和31年10月～昭和35年９月 ４年 　　大 竹 保 枝 平成 ３年10月～平成 ７年９月 ４年

　　加 古 徳 次 昭和31年10月～昭和36年９月 ５年 　　余 語 彦 次 平成 ４年10月～平成 8年９月 ４年

　　加 藤 元 資 昭和33年10月～昭和37年９月 ４年 　　松 原 　肇 平成 ５年10月～平成 ９年９月 ４年

　　小 野 廉 二 昭和34年10月～昭和38年９月 ４年 　　小 野 義 弘 平成 ６年10月～平成10年９月 ４年

　　篠 瀬 　実 昭和35年10月～昭和39年９月 ４年 　　勝 谷 哲 次 平成 ７年10月～平成11年９月 ４年

　　荒 川 安 吉 昭和36年10月～昭和40年９月 ４年 　　鈴 木 政 成 平成 ８年10月～平成12年９月 ４年

　柴田 善右エ門 昭和37年10月～昭和41年９月 ４年 　　加 藤 唐三郎 平成 ９年10月～平成13年９月 ４年

　　加 藤 敏 子 昭和38年10月～昭和42年９月 ４年 　　梅 村 和 子 平成10年10月～平成14年９月 ４年

　　加 藤 政 良 昭和39年10月～昭和43年９月 ４年 　　野 田 正 治 平成11年10月～平成15年９月＊ ４年

　　加 藤 作 助 昭和40年10月～昭和44年９月 ４年 　　大 竹 良 太 平成12年10月～平成16年９月 ４年

　　大 橋 惣 二 昭和41年10月～昭和45年９月 ４年     加 藤 定 江 平成13年10月～平成17年９月 ４年

　　後 藤 八 郎 昭和42年10月～昭和46年９月 ４年     加 藤 令 吉 平成14年10月～平成18年９月 ４年

　　水 野 正 司 昭和43年10月～昭和47年９月 ４年     伊 藤 保 德 平成15年10月～平成19年９月 ４年

　　加 藤 正 夫 昭和44年10月～昭和45年4月 　　７月 　　松 本 哲 也 平成16年10月～平成20年９月 ４年

　　水 野 悦 郎 昭和45年 ５月～昭和48年９月 ３年 ５月 　　松 本 高 典 平成17年10月～平成21年９月 ４年

　　江 尻 守 鉅 昭和45年10月～昭和49年９月 ４年 　　加 藤 惠 子 平成18年10月～平成22年９月 ４年

    川 本 三 明 昭和46年10月～昭和50年９月 ４年 　　加 藤 陽 一 平成19年10月～平成23年９月 ４年

　　加 藤 光 哉 昭和47年10月～昭和51年９月 ４年 (再)  野 田 正 治
平成20年10月～平成23年９月
＊平成11年10月～平成15年9月

３年
　  ＊４年

　　加 藤 　晃 昭和48年10月～昭和52年９月 ４年     中 島 道 代 平成20年10月～ ３年１０月

　　加 藤 　釥 昭和49年10月～昭和53年９月 ４年     刑 部 祐 介 平成20年10月～ ３年１０月

　　加 藤 俊 明 昭和50年10月～昭和54年９月 ４年     鈴 木 眞 史 平成21年10月～ ２年１０月

　　荒 井 　洋 昭和51年10月～昭和55年９月 ４年     上 川 和 子 平成22年10月～ １年１０月

　　加 藤 英 彦 昭和52年10月～昭和56年９月 ４年     水 野 教 雄 平成23年10月～ 　　１０月

　　伊 藤 純一郎 昭和53年10月～昭和57年９月 ４年 加 藤 雅 人 平成23年10月～ 　　１０月

５　歴代教育委員（教育長を除く）　　　　　　　　　　　　　　
平成24年8月１日現在
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６　歴代教育長　　　　　 　　　 　　　　         　　　

氏　　　名 在　　　職　　　期　　　間

　　　　山 　田　 　栄（代理） 　　　昭和 27 年 11 月 ～ 昭和 27 年 12 月 2 月

　　　　伊　 藤 　一 　雄 　　　昭和 28 年　1 月 ～ 昭和 32 年　5 月 4 年 5 月

　　　　相　 原 　邦 　雄 　　　昭和 32 年　6 月 ～ 昭和 43 年　9 月 11 年 4 月

　　　　松 　浦　 正　 雄 　　　昭和 43 年 10 月 ～ 昭和 52 年　3 月 8 年 6 月

　　　　加 　藤　 朋 　也 　　　昭和 52 年　4 月 ～ 昭和 55 年　3 月 3 年 0 月

　　　　加　 藤 　春　 夫 　　　昭和 55 年　4 月 ～ 平成　2 年　3 月 10 年 0 月

　　　　加 　藤 　浩 　松 　　　平成　2 年　4 月 ～ 平成 11 年　3 月 9 年 0 月

　　　　大　 澤 　義 　洋 　　　平成 11 年　4 月 ～ 平成 24 年　3 月 13 年 0 月

　　　　深　 見　 和　 博 　　　平成 24 年　4 月 ～ 4 月

在　職　年　月　数

平成24年8月１日現在

＜深 見 和 博  教育長＞ 
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７　教育財政

(1)平成２４年度一般会計予算

（単位：千円）

金額 割合

１ 市税 １ 議会費 356,520 1.1%

２ 地方譲与税 ２ 総務費 4,674,462 14.5%

３ 利子割交付金 ３ 民生費 13,759,800 42.6%

４ 配当割交付金 ４ 衛生費 3,264,288 10.1%

５ 株式等譲渡所得割交付金 ５ 労働費 10,042 0.0%

６ 地方消費税交付金 ６ 農林水産業費 102,637 0.3%

７ ゴルフ場利用税交付金 ７ 商工費 813,414 2.5%

８ 自動車取得税交付金 ８ 土木費 2,935,432 9.1%

９ 地方特例交付金 ９ 消防費 1,446,176 4.5%

10 地方交付税 10 教育費 2,467,675 7.6%

11 交通安全対策特別交付金 11 災害復旧費 8 0.0%

12 分担金及び負担金 12 公債費 2,419,546 7.5%

13 使用料及び手数料 13 予備費 50,000 0.2%

14 国庫支出金

15 県支出金

16 財産収入

17 寄附金

18 繰入金

19 繰越金

20 諸収入

21 市債

32,300,000 100.0%

(2)一般会計と教育費の推移

（単位：百万円）

19 20 23 24

30,600 30,450 32,750 32,300

3,094 3,008 2,813 2,467

10.1% 9.9% 8.6% 7.6%（B)/(A) 11.0% 8.8%

一般会計総額（A) 30,810 32,340

教育費（B) 3,374 2,859

合　計 32,300,000 100.0% 合　計

年　　度 21 22

1 0.0%

737,007 2.3%

1,635,600 5.1%

477,997 1.5%

1 0.0%

6,663 0.0%

533,337 1.7%

3,798,337 11.8%

2,452,088 7.6%

2,866,000 8.9%

20,000 0.1%

440,857 1.4%

43,000 0.1%

163,000 0.5%

99,000 0.3%

44,000 0.1%

14,000 0.0%

1,225,000 3.8%

17,359,112 53.7%

323,000 1.0%

62,000 0.2%

歳　　  入 歳  　　出

款 金額 割合 款
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(3)教育予算（歳出）の内訳

前年比

１ 　 教育総務費 384,240 396,363 △ 12,123 96.9%

１ 　教育委員会費 2,909 2,900 9 100.3%

２ 　事務局費 156,217 151,203 5,014 103.3%

３ 　教育指導費 225,114 242,260 △ 17,146 92.9%

２ 　 小学校費 545,999 870,289 △ 324,290 62.7%

１ 　学校管理費 440,610 451,376 △ 10,766 97.6%

２ 　教育振興費 42,883 39,886 2,997 107.5%

３ 　学校建設費 62,506 379,027 △ 316,521 16.5%

３ 　 中学校費 549,538 570,350 △ 20,812 96.4%

１ 　学校管理費 223,384 233,642 △ 10,258 95.6%

２ 　教育振興費 42,387 42,514 △ 127 99.7%

３ 　学校建設費 283,767 294,194 △ 10,427 96.5%

4 　 特別支援学校費 29,580 18,045 11,535 ―

１ 特別支援学校費 29,580 18,045 11,535 ―

5 　 社会教育費 194,721 198,584 △ 3,863 98.1%

１ 　社会教育総務費 1,361 1,293 68 105.3%

２ 　地区公民館費 61,706 66,148 △ 4,442 93.3%

３ 　図書館費 130,395 129,878 517 100.4%

４ 　視聴覚費 1,259 1,265 △ 6 99.5%

6 　 保健体育費 763,597 759,488 4,109 100.5%

１ 　保健総務費 96,302 96,970 △ 668 99.3%

２ 　体育総務費 20,993 26,929 △ 5,936 78.0%

３ 　体育施設費 145,029 141,232 3,797 102.7%

４ 　学校給食総務費 51,083 51,190 △ 107 99.8%

５ 　学校給食センター 141,924 133,993 7,931 105.9%

６ 　学校給食単独校費 282,908 283,179 △ 271 99.9%

７ 　野外活動センター費 25,358 25,995 △ 637 97.5%

2,467,675 2,813,119 △ 345,444 87.7%

24年度

（単位：千円）

比較増減

合　　　計

項　　　　目 23年度

７
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８ 瀬戸市教育アクションプラン 

 

瀬戸市教育委員会では、瀬戸市の教育の四半世紀先の未来を見通し、行政や市民、また互いに協

力して取り組むべきことを示した「瀬戸市教育アクションプラン」を策定しました。 

この計画を策定するにあたっては、基本理念を示し、これからの瀬戸の教育のあり方について「瀬

戸の教育を創造する市民会議」に諮問し、「瀬戸市の教育ビジョンについて」答申を受けました。 

そして、この答申を具現化するため、アンケートやインターネットでご意見を頂き、また市民と

の討議を重ね、その行動計画として、「子どもの教育分野」と「市民の学習・活動支援分野」につ

いて、具体的な施策に反映いたしました。 

 

（１）基本理念 
 

瀬戸市のすべての子どもたちが「瀬戸で学んでよかった」 

    すべての親たちが「我が子を瀬戸で育ててよかった」 

    すべての市民が「瀬戸で生きてよかった」 
 

 

（２） 計画の経緯と位置付け 

 

① 計画の策定経緯 －市民とともに議論を深め、策定－ 

計画を策定するにあたっては、諮問機関である「瀬戸の教育を創造する市民会議」からの答

申、市民との討議の結果を受け、計画に反映しました。 

○ 瀬戸の教育を創造する市民会議（平成１３年１０月～平成１５年３月） 

市民、教育関係者、学識経験者等で構成する諮問機関として設置し、瀬戸市の教育のあり

方について議論し、「瀬戸市の教育ビジョンについて」を答申 

○ 瀬戸市の教育についてのアンケート調査（平成１４年７月実施） 

一般市民、子ども（小学６年生・中学３年生）、教職員を対象に、アンケート調査を実施 

○ 瀬戸の教育を創造する教育懇談会（平成１４年１２月～平成１５年１月） 

市内２会場で、市民から教育行政全般に関する意見・要望を把握 

○ 瀬戸の教育創造をすすめる会（平成１６年２月～７月） 

市全体を対象に２会場、各中学校区の８会場、計１０会場で、教育行政全般に関して市民

と意見交換 

○ 瀬戸市社会教育委員会（平成１６年１２月） 

瀬戸市の教育ビジョンを受け、教育アクションプランの策定に対する具体的な提言を実施 

○ 総合計画の教育委員会分野市民委員会（平成１７年２月～３月） 

公募市民、各種団体代表、市職員が、第５次総合計画をふまえて、教育行政の施策のあり

方を意見交換 
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② 計画の位置付け －四半世紀先を見通した行動計画－ 

この計画は、瀬戸市の教育の四半世紀先の未来を見通し、行政が取り組むべきこと、市民

にお願いすべきこと、互いに協力して取り組むべきことを示した瀬戸市教育委員会の「アク

ションプラン」です。 

事業は平成１８年度を初年度とし、平成２０年度までの３年間に先行的に取り組むこと、

２１年度から２３年度、２４年度から２７年度、その後中長期的に取り組むべきことの４期

に分けて掲載しています。 

また、社会や制度の変化に柔軟に対応するため、各期ごとに進捗状況や施策の効果をふま

え、見直しをしていくこととしています。 

計画策定から４年目にあたる平成２１年度には、第１期施策の進捗状況や効果をふまえ、

第２期事業目標の見直しを行いました。 

なお、平成１８年３月に策定された「第５次瀬戸市総合計画」、平成２２年４月に策定され

た「瀬戸市食育推進計画」、平成２３年３月に策定された「あたらしい環境基本計画（第２次

環境基本計画）」など関連計画との整合性にも留意します。 

 

 

（３）施策 ― 子どもの教育分野（学校教育分野） ― 

 

○目指す子どもの姿 

 

明日の教育創造のために 

＊＊＊ 豊かな人間性と自ら学ぶ力のある子が育っている ＊＊＊ 

          

（体育）健康な体に育っている 

  いのちを尊び、心や体を鍛え、たくましく生きる力を養う 

（徳育）豊かな人間性と社会性を備えている 

    礼節を重んじ、自らを律し、他とともに心豊かな生活を築く態度を養う 

（知育）自ら学ぶ意欲が旺盛で、確かな基礎学力を身につけている 

    自ら学び、深く考え、主体的に行動する力を養う 

 

 

○ 市民との協働による推進 －市民と役割分担－ 

 

■行政・学校 

・基礎基本を大切にし、個を伸ばす教育活動 

・心と体の健康と安全の確保 

・家庭・学校・地域ぐるみの子育て活動の支援 

・学校の経営の充実 

・学習環境・施設の充実 

■市民 

○家庭 

・子どもが安らぎ、満足して過ごす家庭づくり 

・基本的な生活習慣の定着、しつけの実施 

・子どもの成長に応じた自立支援 

○地域住民・各種団体・企業等 

・様々な自然・文化・社会の体験の場づくり 

・家庭の子育て支援、学校の教育活動への協力 
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○瀬戸にふさわしい教育を推進するための取り組み 

［１］ 地域ぐるみの子育て 

    ○地域で輝いている人 ○地域に見守られる学校 ○地域との共同利用 

［２］ 豊かな体験活動と交流 

    ○やきもの ○国際理解・福祉 ○外で遊ぼう ○食育 ○モアスクール 

［３］ 社会を担う市民の育成 

     ○福祉教育 ○自らの生き方を追求する子どもの育成 

［４］ 環境を重視したまちづくり 

     ○環境教育 ○環境を考慮した施設整備 

［５］ 学校経営の充実 

      ○指導方法の改善 ○開かれた教育委員会・学校 

 

① 学 習 指 導の 推 進          ※：平成２３年度点検・評価の対象とする主要事業 

主 な 施 策 事 業 名 

1.確かな学力の定着 (1)基礎学力の定着 ※ 

(2)自ら学び自ら考える力の育成 

(3)確かな学力についての検証・指導方法の改善 

2.瀬戸らしさを生かした特色あ

る教育づくりの推進 

(4)未来創造事業 ※ 

(5)環境教育 

(6)やきもの文化を教材とした学習 

3.これからの社会で活躍する子

どもの育成 

(7)国際理解教育 ※ 

(8)情報分析能力の育成 

(9)福祉教育 

4.自らの生き方を追求する子ど

もの育成 

(10)地域で輝いている人の招聘 ※ 

(11)経済活動体験 

(12)生き方をはぐくむ生徒指導 

  

② きめ細やかな教育の推進 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 個別指導体制の充実 (13)少人数指導の推進 

2. 特別支援教育の充実 (14)特別支援体制の整備 

(15)専門機関など幅広いネットワークの育成と確立 

(16)養護学校の設立 ※ 

3. いじめ・不登校・暴力行為等

への対応 

(17)いじめ防止対策の徹底 

(18)適応指導教室 

4. 外国人児童生徒の教育 (19)保護者とのコミュニケーションの向上 

(20)児童生徒への日本語教室の充実 

 

③ 心と体の健康と安全の確保 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 心の教育の充実 (21)道徳教育 

(22)心の居場所づくり推進活動の充実 

2. 健康の維持・向上 (23)規則正しい生活習慣の定着 

(24)性教育 

(25)外で遊ぼうキャンペーン 

 



   

11 

主 な 施 策 事 業 名 

3. 楽しい学校給食 (26)食育の推進 ※ 

(27)選ぶことができる給食 

4. 安全の確保 (28)防犯訓練・防災訓練 

(29)危険箇所の点検・整備 

(30)通学路の整備 

(31)地域に見守られる学校づくり ※ 

 

④ 家庭・学校・地域ぐるみの子育て活動の支援 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 開かれた教育委員会・学校づ

くり 

(32)教育懇談会 ※ 

(33)学校別地区懇談会 

(34)情報公開の推進 

(35)学校公開 

2. 家庭教育・幼児教育の充実 (36)子育て支援拠点化の促進 ※ 

(37)家庭教育の推進 ※ 

(38)家庭教育の支援者育成 

3. 青少年の健全育成 (39)少年センターと連携した地域における健全育成複合団

体の組織化 

(40)モアスクール ※ 

(41)総合型地域スポーツクラブ 

(42)学校サポーター ※ 

 

⑤ 学 校 経 営の 充 実 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 学校の経営体制の充実 (43)校長の裁量権の拡大 

(44)学校評議員 

(45)学校評価 ※ 

2. 教職員の適正な配置と評価 (46)教員の業務の効率化 

(47)教職員の人員の増加 

(48)人事考課制度の充実 

(49)教職員のフリー・エージェント制 

3. 教育の研究・研修機能の充実 (50)教育実践総合研究・開発支援センター 

(51)ティーチャーズ・アカデミー 

(52)教職員インターンシップ制度 

4. 子育て・教育機関の連携強化 (53)保育園・幼稚園・小学校の連携 

(54)小中一貫・連携教育 ※ 

 

⑥ 学習環境・施設の充実 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 安心・安全な教育環境づくり (55)学校施設の耐震性等の向上 ※ 

(56)学校施設の計画的な改築・改修 ※ 

(57)衛生的な調理施設と効率的な運営による学校給食の推   

進 ※ 

(58)民間活力の導入 
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主 な 施 策 事 業 名 

2. 誰もが充実した教育を受ける

環境づくり 

(59)隣接学校選択制 ※ 

(60)小学校の適正規模・適正配置 

(61)バリアフリーの推進 

3. 社会の変化に即した学校設備

整備と有効活用 

(62)情報システムの導入・機器の定期的な更新 

(63)学校図書館と市立図書館の連携 ※ 

(64)環境を考慮した学校施設の整備と運営 

(65)地域との共同利用を想定した施設づくり 

 

 

（４）施策 ― 市民の学習・活動支援分野（生涯学習分野） ― 

 

 

生涯学習社会とは 

必要なときや、学びたいと思ったときに、学ぶ場が豊富にあり、その中で自分に合ったも

のを選んで、助言を受けたり、様々な人と協力して学ぶことができ、その成果を活用したり、

評価されたり、様々な人に伝えたりすることができる社会です。 

 

目指すこと 

市民が瀬戸の「どこか」で「何か」に、主体的に「参加」する、そして「創る」「行動す

る」に変革していくことを支えることが、生涯学習行政の目的です。そして、瀬戸で生きる

市民がともに学び合いながら、「瀬戸で生きてよかった」と実感し、共有するまちを目指し

ます。 

 

 

○市民との協働による推進 －市民と役割分担－ 

■行政 

・身近な学習環境の充実 

・専門的な学習・研究活動の支援 

・男女共同参画社会、青少年の健全育成の推進 

・市民活動の支援 

・公共施設の機能充実・利活用 

■市民・各種団体 

○市民 

・主体的・積極的な生涯学習の実施 

・助け合い、社会参加・社会貢献の実践 

○各種団体 

・市民の学習・活動の機会を提供 

・学習・活動で、学び合い、助け合いを促進 

・学習・活動の地域への公開、成果を地域に還

元 

 

 

① 身近な学習環境の充実        ※平成２３年度点検・評価の対象とする主要事業 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 学習環境の充実 (66)オープンキャンパス（学びキャンパス） ※ 

(67)講座・学習機会の充実 

(68)講座等の情報のとりまとめ・情報提供 

2. スポーツ環境の充実 (69)総合型地域スポーツクラブ設立の支援 ※ 

(70)スポーツ教室の充実 
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② 専門的な学習・研究活動の支援 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 大学や研究機関等との連携 (71)大学コンソーシアムせととの連携 

(96)大学との連携 ＊第２期からの新規事業 

2. 文化財の研究・保全 (72)文化財の指定・保存 

(73)幅広い文化財の記録・継承支援 

(74)文化財の普及・啓発 

 

③ 男女共同参画社会の実現 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 男女共同参画社会に向けた取

り組みの推進 

(75)トライアングルプランの推進 

(76)政策・方針決定への男女共同参画 

(77)市管理職への女性登用の促進 

 

④ 市 民 活 動の 支 援 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 指導者やボランティアの登

録・育成 

(78)生涯学習市民講師リストの充実・活用 

(79)スポーツ指導員バンクの設立 

(80)リーダーへのサポート体制の充実 

(81)生涯学習パスポート 

 

⑤ 公共施設の機能充実・利活用 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 公民館 (82)市民活動拠点機能の向上 

(83)地域の情報拠点機能の向上 

2. マルチメディア伝承工芸館 (84)染付研修所の運営 

(85)名品展など啓発事業の実施 

3. 図書館 (86)図書館ネットワークの充実 ※ 

(87)図書館サポーター等の育成 ※ 

(88)中央図書館の整備 

4. 体育施設 (89)学校の体育施設の活用・機能強化 

(90)スポーツ施設の計画的更新・改修 

5. 各種施設の利活用等 (91)市民参画による事業の「企画－運営－評価－改善」※ 

(92)公共施設の高度情報化 

(93)モアスクールの実施 

 

⑥ 子どもの健全育成 

主 な 施 策 事 業 名 

1. 家庭・地域における健全育成

の推進 

(94)家庭教育の推進 

(95)少年センターと連携した地域における健全育成複合団

体の組織化 ※ 

 



   

14 

９ 瀬戸市教育アクションプラン推進会議 

 
平成１８年６月に「瀬戸市教育アクションプラン推進会議」を発足しました。これは、「瀬戸市

教育アクションプラン」の進捗状況の把握と各施策の進行管理を行うことにより、的確な教育行

政を推進することを目的としています。 

参画委員については、市民、行政、そしてお互いに協力して取り組むために、これまで計画の

策定に携わってこられた方々や、市民との対話が一層促進されるよう下記の方々に委嘱していま

す。 

                              【平成２４年７月１日現在】 

委嘱委員 氏   名         職              名  

会  長 木村 光伸 名古屋学院大学リハビリテーション学部長 

元瀬戸の教育を創造する市民会議会長 

副 会 長 矢野 桂子 水南公民館長 

委  員 鵜飼 弘富 元第５次瀬戸市総合計画教育委員会分野別市民委員会委員 

  〃 福岡  明 元校長会会長、愛知県尾張教育事務所特別支援教育指導員 

  〃 松浦夫磯子 せとっ子未来会議委員 

  〃 梶田太美子 瀬戸市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会母親代表 

  〃 西原  勇 瀬戸市立幡山東小学校校長 

  〃 臼井 一夫 瀬戸市立光陵中学校教頭 

  〃 渡辺 康雄 瀬戸市立本山中学校教務主任 

  〃 刑部 祐介 教育委員会委員長 

  〃 深見 和博 教育委員会教育長 

 
オブザーバー 氏   名         職              名  

  〃 丹羽  博 瀬戸市教育委員会事務局教育部長 

  〃 加藤 岩雄 瀬戸市交流活力部次長兼交流学び課長 

   〃 河本規志子 瀬戸市健康福祉部こども家庭課長 

 

第５次瀬戸市総合計画において、瀬戸市の将来像を「自立し、助け合って、市民が力を発揮 

している社会」と定め、これまで行政が担ってきた役割を転換し、新たに市民の力を引き出す努

力をしていくこととしていますが、同推進会議が、「家庭・地域」や「ボランティア・ＮＰＯ」、

「学校・行政」が、子どもの教育や生涯学習活動に対し、それぞれが連携し力を発揮できるよう

コーディネートしていきます。 

 

平成２３年度は同推進会議を３回開催し、市関連計画の動向、本市の教育を取り巻く環境や同

プランの進捗状況を把握しながら、年間を通じて子どもたちの「生き抜く力について」活発な意

見交換をしました。 

 

(1) 第１６回(７/２２開催)の主な議題 

・瀬戸市教育委員会の自己点検・評価報告書案について 

・「生き抜く力」～子どもに夢を持たせるために～について 

(2) 第１７回(１０/２８開催)の主な議題 

・「生き抜く力」～負けない心を育てるために～について 

(3) 第１８回(２/１６開催)の主な議題 

・瀬戸市教育アクションプランの見直しについて 

・「生き抜く力」～思いやりの心を持つために～について



 

 

Ⅱ 学 校 教 育 
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１ 瀬戸の学校教育でめざすもの 

(1) 基本方針 

  瀬戸市の教育アクションプランの具現化に向けて、学校が地域と連携しながら主体的・創造的に特

色を生かした教育を進めることで、児童生徒が生涯にわたり、人間としての成長と発達を続けていく

基盤となる力を養うとともに、自分の住む町や社会の活性化と発展をめざす人づくりを目標とする。 

 学校教育では、すべての子どもたちが「瀬戸で学んでよかった。」すべての親たちが「我が子を瀬

戸で育ててよかった。」と実感できる教育の実現を基本理念とする。各学校が目標実現のために、児

童生徒のすぐれた個性を伸ばし、地域に根ざした特色ある学校づくりを進める中で、新たな瀬戸の教

育の創造と展開を図る。 

  

(2) 「瀬戸市教育アクションプラン」でめざす児童生徒像・教師像 

  ① めざす児童生徒像  豊かな人間性と自ら学ぶ力のある子 

      ・いのちを尊び、心や体を鍛え、たくましく生きる力を養う。 

    （健康なからだに育っている） 

   ・礼節を重んじ、自らを律し、他とともに心豊かな生活を築く態度を養う。 

    （豊かな人間性と社会性を備えている） 

   ・自ら学び、深く考え、主体的に行動する力を養う。 

    （自ら学ぶ意欲が旺盛で、確かな基礎学力を身につけている） 

  ② めざす教師像 

   ・教育愛と情熱をもって、使命を全うする教師 

   ・常に研修に努め、教育への見識を高め、社会的視野を広げるなど研鑽に努める教師 

   ・一人一人の個性を生かす、思いやりの心をもった教師 

   ・各々の立場や責任を理解し合い、協調し合う教師 

   ・社会の変化に対応できる教師 

 

(3) 「生き抜く力」の育成 

  ① 「生き抜く力」の内容 

   ・夢や希望をもち、その実現に向けて限りない努力をすること 

   ・失敗や挫折があっても簡単にくじけたり逃げたりしない心の強さをもつこと 

   ・まわりの人への思いやりをもち、互いに支え合うことができること 

  ② 「生きる力」の内容 

   ・知識や技能に加え、学ぶ意欲や、自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力 

   ・自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性 

   ・たくましく生きるための健康や体力 

 

(4) 学習指導要領の理念の実現 

  ① 学習指導要領の基本方針 

   ・教育基本法改正等で明確となった教育の理念を踏まえ「生きる力」（確かな学力・豊かな 心・

健やかな体）を育成すること 

   ・知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視すること 

   ・道徳教育や体育などの充実により、豊かな心や健やかな体を育成すること 

  ②  「確かな学力」の内容 

    ・学ぼうとする力…関心・意欲・態度 

    ・学ぶための力…基礎的・基本的な知識・技能の習得 
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    ・学ぶ力…課題発見・解決能力、思考力・判断力・表現力等 

 

(5) いじめ・不登校の克服 

  ① いじめ問題への対応 

   ・早期発見と早期対応 

     児童生徒の発する小さなサインを見逃さないこと、児童生徒理解及び信頼関係の構築 

   ・組織的な指導体制の構築 

     指導方針の共通理解と役割分担による迅速な対応、保護者との信頼関係構築 

     関係機関との連携・協力 

   ・開発的・予防的指導の充実  

     いじめを絶対に許さないという教員の意識と学校・学級づくり 

        児童生徒同士の心の結びつきを深め社会性を育む教育活動推進 

        人権感覚の育成 社会の一員・形成者としての資質の育成 

  ② 不登校への対応 

   ・組織的な指導体制の構築 

         児童生徒に対する共通理解・情報共有に基づいた柔軟な指導・援助体制の構築 

         児童生徒・保護者との信頼関係構築、関係機関との連携・相互協力及び補完 

        学校種を越えた連携と情報の共有、小中の学校間移行・学年移行の円滑化 

      ・開発的・予防的指導の充実 

         すべての児童生徒にとって楽しく居心地のいい学校づくり 

         社会的自立に向け児童生徒が自らの進路を主体的に形成していくための支援 

 

(6) 子どもの創造性を伸ばし、未来を切り拓く力を育む力の育成【未来創造事業】 

      各学校が子どもの実態や地域の特色を生かし、創意工夫して主体的・創造的な教育活動を展開 

し子どもたち一人一人に未来を切り拓く「生きる力」「生き抜く力」を育む。 

   ・環境教育 ・国際理解教育 ・キャリア教育 ・食育 ・福祉教育  

      ・自然体験 ・地域学習等 

 

(7) 保護者・地域への発信、市民・関係団体との連携【まるっとせとっ子フェスタ】 

  ① ねらい 

   ・子どもたちの教育活動の成果を広く公開し、学校教育に対する保護者・市民の関心を高める。 

  ② 内容 

    ・関係団体とともに、子どもたちの夢や希望を育むイベントを共催する。 

   ・特別支援教育展・科学展・書写展・図工美術展、技術家庭科展など各種作品展 

   ・音楽会・英語スピーチコンテストなどの発表会        

   ・教育市民フォーラムの開催 

   ・関係団体による各種イベント       

   ・各学校における特色ある教育活動の発表・展示等 

 

(8) 特別支援教育の充実  

  ① 特別支援学校（瀬戸養護学校） 

    肢体に不自由のある児童生徒のための特別支援学校として、地域に根ざした教育を行うとと

もに、特別支援教育における地域のセンター的役割を担う。 

  ② 特別支援学級 

 障害のある児童生徒一人一人に応じたきめ細かな教育を行う。院内学級は、病弱･身体虚弱

学級として效範小学校に設置する。 
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  ③ 通級による指導 

 通常の学級に在籍する心身に軽度の障害がある児童生徒に対し、各教科等の指導は通常の

学級で行いつつ、障害に応じた特別の指導を特別の場で週１～８時間程度行う。 

  ④ 通常の学級 

 ユニバーサルデザインの学級経営や授業づくり、支援員・学校サポーターの活用等により、特

別な支援を必要とする児童生徒に対し、学校全体で適切な指導・必要な支援を行う。 

  ⑤ 特別支援教育コーディネーター 

 関係者との連絡調整、学級担任への支援、保護者に対する相談活動など総合的な支援の調

整役を担い、全校で取り組む体制づくりを進める。 

  ⑥ 校内就学指導委員 

 適正な就学先を検討するために、校内就学指導委員会を開催する。また、市の就学指導委員

会のための資料作成、保護者に対する就学相談を行う。 

  ⑦ 個別のプロフィール表・個別の指導計画の作成と有効活用 

 

２ 「生き抜く力」を育む教育 

(1) 教育課程の編成 

児童生徒に「生きる力」「生き抜く力」を育むことを目指し、創意工夫を生かした特色ある学校づ

くりを展開していくために、学習指導要領、地域・学校の実態、児童生徒の心身の発達段階と特

性、今日的な教育課題を考慮しながら、学校や教員の創意工夫による特色ある教育課程を編成

する。 

 

(2) 「生き抜く力」を育む教育活動の推進 

  ① 特色ある学校づくり 

   ・児童生徒や地域の実態を生かした特色ある行事、教育活動等の工夫 

   ・家庭や地域との連携強化などを通した開かれた学校づくりの推進 

   ・未来への夢や希望、あこがれや感動する心を育む学校づくりの推進 

  ② 愛情あふれる学級づくり 

   ・一人一人の存在を認め合い、互いに高め合うことのできる学級 

   ・集団に所属する喜びや楽しさを味わわせることのできる学級 

   ・安心して自己を生かすことができ、一人一人の個性や能力を発揮できる学級 

  ③ 充実した授業づくり 

   ・充実した言語活動が行われる授業 

   ・体験的な学習や課題解決学習等、自主的・自発的な学習が展開される授業 

   ・学ぶことの楽しさや達成することの喜びを味わわせ、学習意欲の向上を促す授業 

   ・学習内容を確実に身につけさせる授業 

   ・指導過程や成果についての評価、及び指導の改善が継続的に行われる授業 

   ・見通しを立てたり振り返ったりする学習活動を重視した授業 

   ・個に応じた指導の充実した授業 

  ④ 豊かな心をもち、たくましく生きる人づくり 

   ・自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力 

     の育成 

   ・学校教育全体を通して推進する充実した道徳教育 

   ・子どもたちの創意・工夫が発揮された特別活動の実施 

   ・いじめや差別・偏見の解消に向けた人権教育推進、これまでの取組の根本的な見直し 

   ・一人一人の生き方を大切にしたキャリア教育・進路指導の充実 
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・自己の内面を見つめたり、様々な悩みや心の揺れ・葛藤と向き合い、未来に夢や希望を抱い

てよりよく生きようとする実践的な力の育成 

   ・健康の増進と体力の向上、安全を主体的に心がける自己管理能力の育成 

   ・食に関する正しい知識と望ましい食習慣など、健康な生活習慣の形成 

  ⑤ 社会の変化に対応する教育 

   ア 今日的な教育課題への対応 

    ・持続可能な社会をつくるための担い手として必要な資質・能力の育成 

    ・国際的な視野に立って、主体的に行動するために必要とされる資質・能力の育成 

    ・自己の生き方・自らの将来について考える機会の充実 

    ・情報モラル・情報リテラシー等を身に付けさせる情報教育の充実 

    ・安全教育・防災教育の充実 

    ・障害のある児童生徒の指導の充実 

    ・外国人児童生徒の指導の充実 

   イ 生徒指導 

    ・ 「心の居場所」と「絆づくり」の場としての学級・学校 

    ・いじめ・不登校・暴力行為等の予防、早期発見・早期解消 

    ・教育相談活動の定期的・計画的実施、スクールカウンセラーとの連携 

    ・校内の指導体制の確立、家庭・地域・関係諸機関や小中間の連携強化 

    ・児童虐待防止・情報モラル教育の充実等今日的な課題への対応 

   ウ キャリア教育（進路指導） 

    〇一人一人の生き方指導・勤労観・職業観の育成 

    ・キャリア教育（進路指導）体制の確立に向けた校内組織の整備 

    ・よりよい進路選択のためのガイダンス機能の充実 

    ・職場体験や勤労・奉仕体験、上級学校体験入学等の啓発的な体験活動の充実 

   エ 健康教育 

    ・組織的・効果的に指導を進めるための指導計画・指導体制・組織等の整備・充実 

    ・健康意識・安全意識・食に対する意識や認識を深める指導の充実 

    ・学校保健の充実   

      心身の健康の保持増進  心身の問題の早期発見  命の大切さの指導 

    ・学校安全の推進   

      生活安全・交通安全・災害安全等、安全教育の推進  家庭・地域・関係機関との連携 

    ・食に関する指導の充実   

      全校体制による食育推進  望ましい食習慣の形成  家庭・地域との連携 

 

(3) 学習指導と評価 

・児童生徒のよさや変容を積極的にとらえ、一人一人の可能性を最大限に伸ばそうとする評価 

観をもって学習指導にのぞむ。 

  ・指導の過程や成果を評価し、評価したことを指導の改善に生かす。 

  ・評価方法を工夫・改善する。 

    目標に準拠した評価規準を設定し、事前に指導の手だてを構想しておく。 

    客観的な評価のために、チェックリスト・行動観察記録・写真等、様々な資料を活用する。 

    児童生徒の相互評価・自己評価の場面・方法を工夫するとともに、自己評価能力を高める。 

 

３ 教職員の研修 

(1) 方針 
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  ・教育に携わる者として、自らの専門性確立のために、謙虚な態度でたゆまなく研修に努める。教 

員は、『教員自らの生きる力』を高める。 

  ・校内現職教育の充実に努め、本年度の学校教育目標の達成をめざして、研修活動を推進する。 

  ・文部科学省・愛知県教育委員会・愛日地方教育事務協議会・市教育委員会並びに各種教育研 

究団体の研修機会を活用する。 

 

(2) 教職経験に応じた研修と「教員自らの生きる力」の取得・発揮 

   教員としての力量向上を図り、その専門性を確立していくためには、教職経験を重ねたり、様々な

研修を受講したりする中で、その経験や職責、学校において担うべき役割に応じた資質能力を身に

つけていく必要がある。あわせて、自己の教育課題を見出すとともに、その解決に向けてたゆまなく

研究・研修に努めていかねばならない。こうした過程は、『教員自らの生きる力』を取得し発揮する取

組である。児童生徒・保護者・地域から信頼される教員であるために、常に自己研鑽に努めていか

ねばならない。 

 

(3) 初任者研修 

新規採用教員に対して、教員としての自覚を高め、実践的な指導力を養うとともに、幅広い見識

を会得させ、教員として必要な資質の向上と研修意欲の喚起を図る。指導教員を中心として学校全

体であらゆる機会を通じて取り組み、研修の充実を図る。 

 

(4) ２年目教員研修 

採用２年目の教員に対して、初任者研修を通して身につけた教員としての資質・実践的指導力を

高め、実践的な指導力を養う。また、教育課題の見出し方・教育研究の進め方について研修し、自

らの教育課題に基づいた実践を課題レポートにまとめる。 

 

(5) 少経験者研修（３・４年目研修） 

採用３年目・４年目の教員に対して、「授業づくり」「道徳」「特別活動」「生徒指導」等に関する研 

修を行い、実践的な指導力を養う。」・平成 25 年度「特別活動」・平成 26 年度「生徒指導」 

 

(6) 教職経験者研修 

  ① ５年経験者研修 

   ・総合教育センターで専門研修の指定講座を受講する。 

   ・「ｅラーニング研修」を年間５教材受講する。   

   ・校内研修の充実を図る。 

   ・平成 23 年度以降の採用者及び転任者は、校内研修課題を教育論文にまとめ提出する。 

  ② 10 年経験者研修 

   ・総合教育センターで６日間の研修を受講する。 

   ・地区で５日間の研修を受講する。（社会体験研修：３日、異校種体験：２日） 

   ・校内研修・特定課題研究等、校内研修計画の充実を図る。         

   ・平成 23 年度以降の採用者及び転任者は、校内研修や課題を教育論文にまとめ提出する。 

 

(7) 教育研究 

  ① 教育研究論文の募集 

   ・全教職員を対象に、個人及び共同での教育実践を踏まえた教育研究論文を募集する。 

   ・研究内容を１万字程度にまとめ、市教委へ提出する。 

   ・研究概要は、本市「研究収録」に掲載する。学校及び研究機関に配布し、発表の機会とする。 
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  ② 指定研修員 

   ・研究心旺盛かつ指導力に優れた者で、今日的教育課題を研究課題としている教員を対象に 

募集する。    

      ・候補者の推薦は、本人の願書に校長推薦書を添えて、市教委へ提出する。 

   ・研究内容をＡ４版 10ページ程度にまとめ、市教委へ提出する。 

   ・研究成果は、本市の「研究集録」に掲載する。学校等に配布し、発表の機会とする。 

  ③ 愛知県総合教育センター「教育研究リーダー養成研修」研修員の派遣 

   ・教育研究においてミドルリーダーの役割を担う教員を派遣する。 

   ・志願者は、総合教育センターの応募様式に従い、校長の推薦により市教委へ申し出る。 

   ・市教委は、応募者の中から過去の研究実績や研究課題・研究状況等を考慮し、選考する。 

 

(8) スクールセミナー 

  ① ねらい 

   学校の教育活動の充実のために、各校が取り組んでいる「未来創造事業」の推進や教員の授 

業力・指導力向上に向けて、学校や教職員が自主的で主体的な運営を行う現職教育を推進す 

る。 

  ② 内容 

   ・児童生徒の学力向上に向けた取組  ・「未来創造事業」に関した取組 

   ・教員の授業力・指導力向上に関連した取組 

 

(9) 精神衛生推進事業 

  各学校に在籍するいじめ・不登校など様々な問題をもつ児童生徒やＡＤＨＤ・ＬＤ・高機能自閉症

など発達障害のある児童生徒への理解や指導方法、エンカウンターやソーシャルスキルトレーニング

などの技法等について研修するために、豊かな見識と経験をもつ講師を各学校で招へいする。 

 

(10) セト・ティーチャーズ・アカデミー   

教育アクションプランの具現化に向けて、教職員の資質向上を図るとともに、瀬戸の教育を創造し

ていく機会とする。子どもたち一人一人の学びや成長を、確かに支えていく教育活動を推進していく

ための研修を深める。全教職員を対象とし、午前に全体会、午後に分科会を開催する。 

 

(11) 各種研修会 

    教職員の力量向上のため、各種研修会を実施する。 

   ・学校経営セミナー  ・小学校外国語活動講習会   ・教育情報化研修会 

   ・カウンセリング研修会（カウンセリング講座）等 

 

(12) 各組織による研究推進・研修会開催 

  ① 研究推進校の委嘱 

   事業名 委嘱先 年度 

県 金銭教育 長根小学校 24・25 

県 夢をはぐくむ あいち・モノづくり体験事業 祖母懐小学校 24 

  ② 研究の委託 

   ア 社会科副読本「せと」／「瀬戸」編集委員会 

    ・社会科副読本「せと」･「瀬戸」の改訂に向け、資料の収集と編纂等を行う。 

   イ 教育情報化推進委員会 

    ・学校教育の情報化推進に向け、コンピュータを活用した授業の指導方法及び校務用コン 
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     ピュータの活用についての研究を進める。 

   ウ 性教育推進委員会 

    ・性教育の推進を図る。指導用資料「明日へのあゆみ」の改訂を行う。 

   エ 特別支援教育推進委員会 

    ・特別な支援を必要とする児童生徒の実態把握・支援のあり方、効果的 な校内支援体制   

        作りについての研究を進める。 

   オ 食育推進委員会 

    ・食育を推進していくためのカリキュラムづくりや指導方法などの研究を進める。 

  ③ 各職務・担当者等研修会…職責の究明・効果的な研究推進・力量の向上 

    ・校長研修会              ・教頭研修会      

    ・教務主任研修会             ・校務主任研修会      

    ・保健主事研修会              ・養護教諭研修会 

    ・学校事務職員研修会             ・学校経営研修会         

    ・栄養教諭・学校栄養職員研修会      ・特別支援学級担任研修会     

    ・特別支援教育コーディネーター研修会 

  ④ 各種委員会・連絡協議会等 

   ア 現職教育委員会           

    ・現職教育全般に関する企画・運営 

   イ 就学指導委員会          

    ・適正就学にむけての判定や指導の実施 

   ウ 瀬戸の学び創造委員会      

    ・「確かな学力」の向上にむけての検討・提言 

   エ 瀬戸地区生徒指導連絡協議会   

    ・小中高校の生徒指導担当者による各校等の情報交換及び問題 事例に対する協議 

   オ 瀬戸市交通安全指導連絡協議会    

    ・小中高校の交通安全担当者による各校等の情報交換及び問題事例に対する協議 

   カ いじめ・不登校対策推進協議会    

    ・いじめや不登校の改善に向けての研修会及び保護者会の企画・運営 

 

４ 教育諸条件の整備 

  教育活動を支え推進させるための基盤となる教育諸条件の整備・充実を図り、学校運営を円滑か 

つ効率的に運営する。 

 ・児童生徒が、健康で安全な学校生活を送ることのできる環境づくり 

 ・児童生徒の学ぼうとする意欲や豊かな心、健やかな体を育む環境づくり 

 ・学校事務を効率的に集中管理・処理できる環境整備の推進 

 ・瀬戸市個人情報保護条例及び情報公開条例を踏まえた文書管理事務の推進 



５　学校の状況

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 男 女

1 陶　原 96 110 96 100 102 99 299 304 603 (2) 21 (2)

2 深　川 11 14 10 9 9 17 38 32 70 (2) 8 (2)

3 祖母懐 25 21 15 25 23 23 66 66 132 (2) 7 (1)

4 道　泉 45 27 42 35 33 46 122 106 228 (2) 10 (1)

5 效　範 81 107 96 102 106 100 309 283 592 (5) 21 (2)

6 東　明 13 16 17 23 18 23 47 63 110 6

7 古瀬戸 14 20 21 24 20 23 59 63 122 (1) 7 (1)

8 水　野 66 58 56 51 62 59 175 177 352 (6) 14 (2)

9 水　南 69 89 98 83 99 103 291 250 541 (5) 19 (2)

10 幡山東 73 75 69 72 63 62 215 199 414 (2) 16 (2)

11 幡山西 100 99 102 105 130 103 325 314 639 (14) 22 (3)

12 下品野 81 72 72 68 79 75 235 212 447 (6) 15 (2)

13 品野台 7 16 10 15 17 18 41 42 83 (2) 7 (1)

14 掛　川 6 3 4 8 3 4 16 12 28 4

15 長　根 77 81 91 85 78 60 247 225 472 (8) 18 (2)

16 原　山 48 38 47 47 55 55 135 155 290 (3) 14 (2)

17 東　山 159 157 152 150 166 131 457 458 915 (13) 30 (3)

18 萩　山 23 25 32 29 32 24 82 83 165 (9) 8 (2)

19 八　幡 49 49 62 73 65 71 197 172 369 (2) 13 (1)

20 西　陵 118 95 115 122 103 112 333 332 665 (2) 21 (1)

1,161 1,172 1,207 1,226 1,263 1,208 3,689 3,548 7,237 (86) 281 (32)

1 水無瀬 186 189 175 307 243 550 (23) 19 (4)

2 祖　東 73 71 56 110 90 200 7

3 南　山 340 321 311 511 461 972 (6) 28 (2)

4 本　山 60 49 47 77 79 156 6

5 幡　山 175 215 203 329 264 593 17

6 品　野 90 83 92 140 125 265 (2) 10 (1)

7 光　陵 119 104 123 192 154 346 11

8 水　野 192 165 156 252 261 513 (1) 16 (1)

1,235 1,197 1,163 1,918 1,677 3,595 (32) 114 (8)

小学部 7 8 6 2 4 3 18 12 30 11

中学部 2 3 5 7 3 10 4

高等部 5 1 6 2

30 16 46 17

( )特別支援学級分再掲

中
　
　
学
　
　
校

児  童  ・ 生  徒  数

6

瀬
戸
養
護

計

資料：学校基本調査

学校名№

計

計

    (1)　学年別児童・生徒数 （平成24年5月1日現在）

小
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
校

計 学級数

 22



 

 23 

(2) 児童・生徒数等の推移 

  ① 小学校                            （各年 5月 1日現在） 

年 度 １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

学 校 数 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 

学 級 数 
257 

(15) 

261 

(15) 

265 

(19) 

266 

(20) 

264 

(21) 

269 

(23) 

272 

(24) 

275 

(28) 

279 

(30) 

281 

(32) 

教員数 

男 174 169 172 162 169 171 170 176 182 189 

女 210 224 227 244 246 255 250 266 270 281 

計 384 393 399 406 415 426 420 442 452 470 

児童数 

男 3,972 3,984 3,986 4,015 3,946 3,986 3,895 3,846 3,736 3,689 

女 3,619 3,626 3,587 3,591 3,543 3,558 3,584 3,606 3,632 3,548 

計 
7,591 

(45) 

7,610

(48) 

7,573

(55) 

7,606

(62) 

7,489

(68) 

7,544 

(71) 

7,479 

(68) 

7,452 

(68) 

7,368 

(80) 

7,237 

(86) 

 

  ② 中学校 

年 度 １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

学 校 数 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

学 級 数 
110 

(7) 

106 

(7) 

108 

(8) 

106 

(7) 

111 

(8) 

111 

(9) 

119 

(11) 

113 

(10) 

117 

(10) 

114 

(8) 

教員数 

男 145 143 143 150 160 153 157 147 148 143 

女 86 86 95 84 87 105 112 105 102 103 

計 231 229 238 234 257 258 269 252 250 246 

生徒数 

男 1,874 1,795 1,806 1,853 1,903 1,893 1,954 1,914 1,961 1,918 

女 1,793 1,731 1,728 1,659 1,720 1,715 1,698 1,652 1,636 1,677 

計 
3,667 

(27) 

3,526 

(27) 

3,534 

(27) 

3,512 

(34) 

3,623 

(33) 

3,613 

(35) 

3,652 

(45) 

3,566 

(46) 

3,597 

(42) 

3,595 

(32) 

 

③ 養護学校 

年 度 １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

学 級 数 ― ― ― ― ― ― ― 12 15 17 

教員数 

男 ― ― ― ― ― ― ― 17 17 18 

女 ― ― ― ― ― ― ― 17 17 23 

計 ― ― ― ― ― ― ― 34 34 41 

生徒数 

男 ― ― ― ― ― ― ― 17 22 30 

女 ― ― ― ― ― ― ― 10 14 16 

計 ― ― ― ― ― ― ― 27 36 46 

※（ ）特別支援学級分再掲、教員数は兼務者を含む           資料：学校基本調査 
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(3) 教育事務委託児童生徒数                 （平成 23年度実績） 

 春 日 井 市 多 治 見 市 合 計 

小 学 校 ４ ０ ４ 

中 学 校 ６ ５ １１ 

 

(4) 学校別教員数 

Ｎｏ． 学校名 

県費負担職員 市費負担職員 

校 長 名 教員数 
事務 栄養士 用務員 調理員 栄養士 

男 女 計 

小

学

校 

１ 陶 原 12 21 33 1 1 2 0 0 前 田  芳 穂 

２ 深 川 8 6 14 2 0 1 0 1 上 田  敏 彦 

３ 祖母懐 5 7 12 1 0 1 2 0 高 垣 俊 治 

４ 道 泉 6 13 19 1 0 1 3 0 河 路 洋 毅 

５ 效 範 10 20 30 1 1 2 0 0 加 藤 寛 司 

６ 東 明 5 9 14 1 0 1 2 0 永 草  弘 康 

７ 古瀬戸 5 8 13 1 0 1 2 0 宮 下  滋 

８ 水 野 12 12 24 1 0 1 4 0 岩 間  譲 司 

９ 水 南 13 18 31 1 1 2 6 0 石 原  邦 彦 

10 幡山東 11 16 27 1 1 1 0 0 西 原  勇 

11 幡山西 14 24 38 1 1 2 0 0 諸 岡 洋 志 

12 下品野 12 13 25 1 0 1 4 0 片 田  晃 司 

13 品野台 4 9 13 1 1 1 0 0 早 川  元 彦 

14 掛 川 4 4 8 1 0 1 0 0 右 高  恭 子 

15 長 根 13 16 29 2 0 1 0 1 大 塚  尚 人 

16 原 山 10 17 27 1 1 1 0 0 山 田  芳 人 

17 東 山 15 24 39 3 1 2 0 0 山 内 順 一 

18 萩 山 8 10 18 1 0 1 2 0 杵 渕  家 

19 八 幡 8 15 23 1 0 1 5 0 浅 井  光 雄 

20 西 陵 14 19 33 2 1 2 0 0 長 江  保 広 

計 189 281 470 25 9 26 30 2  

中

学

校 

１ 水無瀬 21 17 38 2 0 1 0 0 浅 井  大 司 

２ 祖 東 10 9 19 1 0 1 0 0 牛 田  和 彦 

３ 南 山 30 22 52 2 1 2 0 0 杉 江  義 則 

４ 本 山 12 4 16 1 0 1 0 0 水 野 明 敏 

５ 幡 山 18 15 33 1 0 2 0 0 早 川  寿 

６ 品 野 15 11 26 1 0 1 0 0 八 槙 直 幸 

７ 光 陵 17 10 27 1 0 1 0 0 水 野  富 士 夫 

８ 水 野 20 15 35 1 1 1 0 0 谷 口  亨 

計 143 103 246 10 2 10 0 0  

瀬 戸 養 護 18 23 41 3 1 １ 4 0 佐 藤  隆 

※教員数は兼務者を含む(資料：学校基本調査)             ＊用務員・調理員は臨時職員を含む 
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 (5) 中学校卒業者（平成２２年度）の卒業後の状況  

 男 女 計 割合（％） 

卒 業 者 総 数 699 534 1,233 100.0 

全 

日 

制 

国 立  11 3   14   1.1 

公 立 451 376  827  67.1 

私 立 147 102 249  20.2 

県    外  6 1 7   0.6 

定時制  8 11  19   1.5 

通信制 33 19  52   4.2 

各種

専修

学校 

高 等 専 修   0 1   1   0.1 

各 種  0 0   0   0.0 

職業訓練校  1 0   1   0.1 

特別支援学校高等部 15 7  22   1.8 

就職（除・定時制） 16 2  18   1.5 

そ の 他 11 12  23   1.9 

（特別支援学級卒業者を含む公立中学および特別支援学校のみ） 

 ○ 高等学校進学率 

卒 業 年 度  １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

卒業者総数  1,185 1,192 1,257 1,170 1,233 

進 学 者 1,100 1,114 1,181 1,147 1,169 

進学率（％）  92.8  93.5  94.0  98.0  94.8 

※進学者数には、高等学校卒業資格の取得ができる各種専修学校への進学者数も含みます。 

      

 ○ 全日制課程高等学校地区別進学状況 

公 私 立 別 公立高校 私立高校 

卒 業 年 度 ２２ ２３ ２２ ２３ 

地 区 別 瀬戸市内 他地区 瀬戸市内 他地区 瀬戸市内 他地区 瀬戸市内 他地区 

進 学 者 463 322 485 357 25 249 28 227 

進学率（％） 39.6 27.5 39.3 29.0 2.1 21.3 2.3 18.4 

※〔瀬戸市内中学校卒業者（公立中学校のみ）の地区別進学状況を示したもの〕 
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1 陶　原 21 21 1 1 1 1 1 1 4 1

2 深　川 8 8 1 1 1 1 2 1 1 1

3 祖母懐 7 7 1 1 1 1 1 1 1 3

4 道　泉 10 10 1 1 1 1 1 1 2 3 1

5 效　範 21 21 1 1 1 1 1 1 4 1

6 東　明 6 6 1 1 1 1 1 1 1 1

7 古瀬戸 7 7 1 1 1 1 1 2 1

8 水　野 14 14 1 1 1 1 1 1 3

9 水　南 19 19 1 1 1 1 1 1 1 6

10 幡山東 16 16 1 1 1 1 1 2 2

11 幡山西 22 22 1 1 1 1 1 1 1 2

12 下品野 15 15 1 1 1 1 2 2 4 2

13 品野台 7 7 1 1 1 兼1 1 1 1

14 掛　川 4 4 1 1 1 兼1 1 1 3

15 長　根 18 18 1 1 1 1 1 1 1

16 原　山 14 14 1 1 1 1 2 1 1 11 1

17 東　山 30 30 1 1 1 1 1 1 1

18 萩　山 8 8 1 1 1 1 1 1 4 1

19 八　幡 13 13 1 1 1 1 1 2 10 1

20 西　陵 21 21 1 1 1 兼1 1 1 2 1

281 281 20 20 20 20 6 20 0 23 68 14 0

1 水無瀬 19 19 19 2 2 1 2 2 1 5 2 2

2 祖　東 7 7 7 1 1 1 2 2 2 7 2 2

3 南　山 28 28 28 3 2 1 2 2 1 5 1

4 本　山 6 6 6 1 1 1 2 2 1 2 3 2 3

5 幡　山 17 17 17 2 2 1 2 2 1 1 4 4 1

6 品　野 10 10 10 1 1 1 2 2 1 1 4 3 1

7 光　陵 11 11 11 2 2 1 2 2 1 11 1 8

8 水　野 16 16 16 2 1 1 2 2 1 2 1 2 1

114 114 114 14 12 8 16 16 4 11 40 17 18

17 17 1

平成24年5月1日現在６　学校施設一覧
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425 4,848 1,097 11,970 24,949 21,571 58,490

297 3,185 733 4,520 7,700 1,982 14,202

310 3,298 581 7,000 12,000 9,156 28,156

435 3,838 684 4,250 13,499 2,638 20,387

310 4,989 674 6,292 7,895 2,068 16,255

335 2,785 666 5,400 8,400 9,234 23,034

310 2,985 671 6,326 9,728 10,726 26,780

310 3,634 681 3,480 837 1,200 17,589 23,106

340 4,499 673 13,116 5,040 7,000 25,156

375 3,480 656 4,540 11,300 5,960 21,800

365 4,666 656 6,956 9,756 1,677 18,389

335 4,137 669 3,500 11,816 1,922 17,238

313 4,673 702 14,512 6,767 6,806 28,085

214 1,693 594 3,277 5,709 16,745 25,731

310 3,765 841 7,353 8,895 3,577 19,825

310 5,503 656 9,500 12,000 2,017 23,517

310 5,240 656 11,000 9,500 2,200 22,700

310 3,050 656 6,553 6,507 4,951 18,011

310 5,062 661 7,250 12,320 5,110 24,680

310 4,502 656 9,907 15,550 3,076 28,533

6,534 0 79,832 13,863 146,702 200,168 119,616 17,589 484,075

275 391 6,385 1,200 14,731 12,594 22,899 50,224

275 376 5,062 1,267 7,350 13,900 15,206 36,456

275 376 7,165 1,333 17,125 17,065 2,210 36,400

397 4,111 1,211 39,599 39,599

425 358 6,206 1,208 10,142 11,154 3,931 2,400 27,627

275 421 5,120 1,333 10,937 10,663 37,857 59,457

275 644 8,116 1,208 17,226 7,532 8,939 33,697

275 373 4,940 1,217 11,470 18,239 8,560 38,269

2,075 3,336 47,105 9,977 88,981 91,147 99,602 41,999 321,729

1,484 2,447 2,429 1,849 6,725

27
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７ 瀬戸市立小学校の適正配置 

瀬戸市立の小・中学校における児童数・生徒数は、昭和５０年代後半にピークを迎え、その後は減

少傾向が続いている。そのため、１学年１学級の単学級校の出現や、各学校間に生じたアンバランス

など、学校運営上の諸問題が発生し、児童生徒の教育環境に影響を及ぼしている。 

このような状況の中で、平成１１年２月庁内に「瀬戸市立小中学校適正配置等検討委員会」を設置

して検討を始めたが、各界の方々の幅広い意見を伺い、一層論議を深めるべきであるとの考えから、

平成１３年１月に教育委員会の諮問機関として「瀬戸市立小学校適正配置等協議会」を設置した。 

同協議会では、現行の学校教育に係る諸制度を前提に、将来展望も配慮しながら『子どもたちにと

って望ましい学校像』を求めて、約１年半１２回にわたる審議の結果、小学校の適正規模・適正配置

の基本的な考え方、具体的な方策、実施に際しての配慮事項等について取りまとめを行い、平成１４

年７月に以下の答申がされた。 

瀬戸市立小学校適正規模適正配置答申《概要》 

瀬戸市では、近年少子化傾向が顕著に現れており、学校の小規模校化が目立っている。一方、

南部、西部地区では宅地開発や新たなまちづくりが進み、児童の増加とそれに伴う学級数の増加

により、学校の大規模校化が進んでいる。 

瀬戸市立小学校適正配置等協議会では、この相反する動きを是正し、瀬戸の子どもたちのより

良い教育環境の整備、充実した学校教育の実現に向けて、公平な立場で全小学校を対象に検討

し、次のとおり取りまとめた。 

適正規模適正配置を考えるにあたっての基本原則 

１ 学習・教育目標実現への配慮 

(1) 多様な人間関係形成の保障 

(2) 集団的学習活動の保障 

(3) 多様な意見や考え方に触れ、自ら考え、自ら解決する「生きる力」育成への配慮 

２ 物理的学習・教育環境条件の維持 

(1) 学習活動を維持するに足る特別教室等の確保 

(2) 地域生涯学習拠点としての条件整備 

(3) 通学圏（通学時間等）への配慮 

３ 家庭・地域社会・学校の連携推進 

(1) 家庭・地域に根ざした学習・教育活動の推進 

(2) 学習・教育活動を支援できる有為な地域人材の導入とそのための環境整備 

４ 円滑な学校運営の実現 

(1) 適切な教員数の確保による学習・教育活動の保障 

(2) 適正な規模による学校運営の円滑化 

具体的方策を検討するための基準 

１ １学年の適正な規模は、２学級から３学級とする。 

２ 適正な通学距離は、概ね２Ｋｍ以内とする。 
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８ 隣接学校選択制 
 

(1) 目的 

・本人および保護者の願いに応じた学校選択の機会の拡大を図り、積極的に学校に関わっていこ

うとする意識を高める。 

・学校現場の活性化を図り、特色のある学校づくりをすすめる。 

・学校の活性化に伴って地域と学校の連携をさらに深め、地域社会から学校への幅広い参画をす

すめる。 

 

(2) 選択の機会 

小中学校入学時、転入転居に伴う小中学校転入学時 

 

(3) 選択可能校 

小学校入学時は在住の小学校区、中学校入学時は在住の中学校区を中心に、周辺の隣接してい

る学校区の小中学校を選択可能とする。 

 

(4) 特認校の設定 

一般の小中学校とは一線を画する特色のある学校については、隣接の学校区の児童生徒のみな

らず、市内全域からの選択希望に対応する必要がある。このことから、品野台小学校はオープン

スクール、エコスクールとしての特色があるため、市内全域から選択できる特認校とする。な

お、今後特色のある学校が設立された場合、検討の上特認校の設定を行う。 

 

(5) 抽選の実施  

各学校はあらかじめ学校区外からの受け入れ人数を設定し、広報紙や教育委員会ホームページ

で公表する。受け入れ人数を超える希望者があった場合は、公開抽選により入学者を決定する。

なお、兄姉が入学時に希望校に在籍見込みの申請者や、隣接学校選択制実施以前から隣接校に入

学可能であった地域に居住する申請者は、抽選から除外し、優先的に入学できるものとする。 

 

(6) 学校の情報公開 

入学前の児童生徒に対して学校の情報を提供するため、各学校は学校要覧およびホームページ

を作成する。また、学校公開日を設定して教育活動を広く公開する。 

 

(7) 通学方法 

公共交通機関での通学や自家用車での通学を含め、通学方法の決定と安全確保は保護者の責任

とする。ただし、自転車通学は原則として認めない。なお、通学に必要な費用は保護者の負担と

する。 

 

(8) 備考 

・入学が決定した学校には卒業まで通学するものとする。 

・申請により隣接小学校に入学した児童が、その小学校区が含まれる中学校区の中学校に入学を

希望する場合、中学校入学時にも隣接学校選択制の申請を必要とする。なお、その中学校の入

学希望者が受け入れ人数を超える場合には、抽選に参加しなければならない。 
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 (9) 学校別選択可能校一覧 

在住小学校区 選 択 可 能 小 学 校 

陶 原  深川、祖母懐、道泉、效範、幡山西、長根、原山、萩山 

深 川  陶原、祖母懐、道泉、古瀬戸、水野 

祖母懐  陶原、深川、東明、古瀬戸、幡山東、萩山 

道 泉  陶原、深川、效範、水野，水南 

效 範  陶原、道泉、水南、長根、東山 

東 明  祖母懐、古瀬戸、幡山東、下品野、品野台 

古瀬戸  深川、祖母懐、東明、水野、下品野 

水 野  深川、道泉、古瀬戸、水南、下品野、掛川、西陵 

水 南  道泉、效範、水野、東山、西陵 

幡山東  祖母懐、東明、幡山西、原山、萩山、八幡 

幡山西  陶原、幡山東、長根、原山 

下品野  東明、古瀬戸、水野、品野台、掛川 

品野台  東明、下品野、掛川 

掛 川  水野、下品野、品野台 

長 根  陶原、效範、幡山西 

原 山  陶原、幡山東、幡山西、萩山、八幡 

東 山  效範、水南、西陵 

萩 山  陶原、祖母懐、幡山東、原山、八幡 

八 幡  幡山東、原山、萩山 

西 陵  水野、水南、東山 

※ 品野台小学校は市内全域から選択可 

 

在住中学校区 選 択 可 能 中 学 校 

水無瀬  祖東、南山、本山、幡山、光陵 

祖 東  水無瀬、本山、幡山、品野、光陵、水野 

南 山  水無瀬、本山、水野 

本 山  水無瀬、祖東、南山、水野 

幡 山  水無瀬、祖東、光陵 

品 野  祖東、水野 

光 陵  水無瀬、祖東、幡山 

水 野  祖東、南山、本山、品野 

 

(10) 平成２３年度の許可実績 

 ① 小学校 １５３人 

 ② 中学校  ８６人  

 ③ 主な申請事由：通学の距離・安全性、友人関係、家庭の事情、部活動 
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９ 瀬戸養護学校（愛称：さくらんぼ学園） 

 

平成２２年４月に瀬戸市養護学校（愛称「さくらんぼ学園」）が設立されました。校訓の「支

え合い、活動的に、今を生きる」のもと、保護者･地域･職員が一丸となって教育を進め、小規模

校の利点を生かし、個々の児童生徒の障害の状態に応じたきめ細かな教育活動により教育効果を

上げています。また、萩山小学校や居住地の学校との交流活動は、お互いを理解するきっかけと

なり、教育支援部の小中学校への巡回相談活動は､地域の特別支援教育のセンター的な役割を果

たし始めています。さくらんぼ学園を中心として、瀬戸市の特別支援教育をさらに充実したもの

とするとともに、障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し会える共生社会を築

くというノーマライゼーションの理念を広めていきたいと考えています。 

 

10 就学・私学助成制度 
 

(1) 要保護及び準要保護就学援助制度  

    経済的理由によって就学困難な児童生徒について、学校給食費・学用品費等を支給することに

より、義務教育の円滑な実施を図ることを目的として援助するものです。 

① 要保護及び準要保護児童生徒の認定 

・要保護児童生徒・・・保護者が生活保護法第６条第２項に規定する要保護者である児童生徒 

・準要保護児童生徒・・保護者が生活保護法による要保護者に準ずる程度に困窮していると認 

められる児童生徒 

② 補助対象費目 

・要 保 護 者・・修学旅行費 

・準要保護者・・学用品費等、校外活動費、新入学用品費、修学旅行費、学校給食費、医療費、 

体育実技用具費 

 

補 助 対 象 費 目 

平成２４年度 
小 学 校 中 学 校 

学 用 品 費 等 11,730円 22,470円 

校 外 活 動 費 
1,510円（宿泊なし） 

3,470円（宿泊あり） 

2,180円 (宿泊なし) 

 5,840円（宿泊あり） 

新 入 学 用 品 費 19,900円 22,900円 

修 学 旅 行 費 20,600円 55,900円 

学 校 給 食 費 実 費 実 費 

体育実技用具費 ―――――――――― 柔道 7,300円 剣道 50,500円 
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③ 要保護及び準要保護就学援助実績 

 

年 度 
対 象 児 童 生 徒 数 

援 助 費  
要 保 護 者 準要保護者 

平成２３年度 ６０人 １,１１９人 ７７,９１０,７４２円 

 

 

(2) 特別支援教育就学奨励費  

特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者等の経済的負担を軽減し、特別支援学級教育普及奨

励を図ることを目的として、保護者の負担能力の程度に応じて補助するものです。 

① 補助対象費目 

学用品費等、校外活動費、新入学用品費、修学旅行費、通学費、職場実習交通費、 

交流学習交通費 

② 補助額 

  保護者の負担能力に応じて、要保護及び準要保護就学援助費補助額の２分の１の額。ただし、

通学費、職場実習交通費、交流学習交通費は実費。 

④  特別支援教育奨励費実績 

 

年 度 対 象 児 童 生 徒 数  補 助 額  

平成２３年度 １０４人 ３,５００,４２２円 

 

(3) 私立高等学校運営費補助事業  

   私立高等学校の健全な運営を図るため、日常的に必要な備品、図書、消耗品等の経費を設置者

に補助するものです。 

年 度 補助対象高等学校 補 助 額 

平成２３年度 ２ 校 ９００,０００円 

  

 

(5) 学校法人愛知朝鮮学園第七初級学校運営費補助事業  

学校法人愛知朝鮮学園愛知朝鮮第七初級学校が行う教育に必要な備品、図書、消耗品等の購入

及び施設補修等の経費を設置者に補助するものです。 

年 度 補 助 対 象 校 補 助 額 

平成２３年度 １ 校 ７００，０００円 



 

 

Ⅲ 社 会 教 育 
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１ 社会教育 

 

(1) 基本方針 

社会教育の本旨を効果的に達成するために、社会教育施設や人的要素を充実させる等、諸条件

の整備を図り、特に生涯学習の観点に立って、積極的に社会教育活動を推進します。 

 

(2) 重点目標 

① 生涯学習の充実、民間指導者層の育成及び拡充を図ります。 

② 社会教育施設の整備充実、活用の促進を図ります。 

 

(3) 社会教育の振興 

◇平成２４年度社会教育委員 

                平成２４年６月１日現在 

氏   名 選 出 母 体 公 職 ・ そ の 他 

河 路 洋 毅 校  長  会 瀬戸市小中学校長会副会長・道泉小学校長 

矢 野 桂 子 公  民  館 瀬戸市公民館協議会副会長・水南公民館長 

長 江  保 子 ど も 会 瀬戸市子ども会連絡協議会顧問 

戸 田 千 里 婦 人 団 体 瀬戸市地域婦人団体連絡協議会会長 

澤 田 武 憲 Ｐ  Ｔ  Ａ 瀬戸市小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長 

田 中 光 子 体 育 団 体 瀬戸市体育協会常任理事 

鳥 井 彰 人 医 師 会 瀬戸旭医師会理事 

亀 井 幸 一 文 化 団 体 瀬戸陶芸協会常任理事 

井 上 順 子 福 祉 団 体 瀬戸市民生委員児童委員協議会主任児童委員部会長 

加 藤 英 二 薬 剤 師 会 瀬戸旭長久手薬剤師会副会長 

伊 藤 良 三 学 識 経 験 者 人権擁護委員瀬戸地区委員 

 

社 会 教 育 委 員……社会教育に関する諸計画を立案、教育委員会の諮問に答え、又は教育委員会

に対し意見を具申し、また、このために必要な調査研究を行います。 

定 数 及 び 任 期……１３名以内 平成２４年６月１日～平成２５年５月３１日 
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(4) 社会教育事業 
 
① 社会教育講座・生涯学習セミナーの開催 

学習活動の機会を増やし、生涯学習のきっかけづくりを行います。 
 

◇ 生涯学習セミナー（平成２３年度） 
       

講   座   名 期     日 回数 

品野の森・里山学校サマースクール 

（１泊２日） 
８月９日～８月１０日 １ 

品野の森・里山学校ウインタースクール 

           (１泊２日) 
１２月２３日～１２月２４日 １ 

子育て支援者研修会 ９月１４日 １ 

子育てパパ・ママの学びセミナー 

・『産後ママのエクササイズ』（２回） 

・『子育てパパのキャンプ教室』 

・『ｱﾛﾏ＆ﾌｨｯﾄﾈｽ de ﾘﾌﾚｯｼｭ講座』 

・『KID'Sテーブルコーディネート教室』 

・『子どものための護身術』 

・『パパのベビータッチケアセラピー』 

・『パパだって読み聞かせ』 

・『整体ﾎﾞﾃﾞｨｰﾜｰｶｰ山上亮さんのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ』 

 

６月２４日、１１月１１日 

７月３日 

７月７日 

８月３日～４日 

８月８日 

１０月２２日 

１０月２９日 

１１月３日 

９ 

      

 

 

 

 

 

 

 

整体ﾎﾞﾃﾞｨｰﾜｰｶｰ山上亮さんのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ      品野の森・里山学校サマースクールの様子 
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◇ 学びキャンパスせとの開催（平成２３年度） 

「自分が得意なことを教えたい」という熱意のある公募による市民講師が「教える生きがい」をもっ

て講座を企画・運営し、多彩で豊かな講座を提供する新しい講座の仕組み、「学びキャンパスせと」を

開催しました。 

講座の内訳は、パソコン、趣味・教養、美術、軽運動、書道、語学、市民生活、健康、音楽、料

理、親子向けとなっています。前期は、６７名の講師が９８講座を開き、受講生は１，７４５名、

後期は、７０名の講師が１０１講座を開き、受講生は１，７６６名でした。 

  

 前期（５月～９月） 後期（１０月～３月） 全体（２３年度） 

講 座 数 

（延講座数） 

受講者数 

（延受講者数） 

講 座 数 

（延講座数） 

受講者数 

（延受講者数） 

講 座 数 

（延講座数） 

受講者数 

（延受講者数） 

講 
 
 
 

座 
 
 
 

の 
 
 
 

種 
 
 
 

類 

パソコン 
１０ 

（89） 

１６１ 

（1,413） 

７ 

（69） 

１１８ 

（1,134） 

１７ 

（158） 

２７９ 

（2,547） 

趣味教養 
２２ 

（125） 

３６７ 

（2,127） 

２４ 

（153） 

３６２ 

（2,292） 

４６ 

（278） 

７２９ 

（4,419） 

美  術 
１１ 

（125） 

２０３ 

（2,346） 

１１ 

（121） 

２０９ 

（2,375） 

２２ 

（246） 

４１２ 

（4,721） 

軽 運 動 
１９ 

（177） 

４７２ 

（4,629） 

１８ 

（181） 

４７２ 

（4,952） 

３７ 

（358） 

９４４ 

（9,581） 

書  道 
５ 

（44） 

９３ 

（840） 

５ 

（44） 

８９ 

（784） 

１０ 

（88） 

１８２ 

（1,624） 

語  学 
１ 

（12） 

１９ 

（228） 

１ 

（12） 

３０ 

（360） 

２ 

（24） 

４９ 

（588） 

市民生活 
２ 

（8） 

３１ 

（124） 

２ 

（8） 

２９ 

（116） 

４ 

（16） 

６０ 

（240） 

健  康 
０ 

（0） 

０ 

（0） 

３ 

（12） 

５３ 

（212） 

３ 

（12） 

５３ 

（212） 

音  楽 
１４ 

（129） 

２２６ 

（2,057） 

１１ 

（109） 

２１２ 

（2,082） 

２５ 

（238） 

４３８ 

（4,139） 

料  理 
２ 

（8） 

２５ 

（100） 

２ 

（8） 

２２ 

（88） 

４ 

（16） 

４７ 

（188） 

親子向け 
１２ 

（67） 

１４８ 

（885） 

１７ 

（83） 

１７０ 

（875） 

２９ 

（150） 

３１８ 

（1,760） 

全  体 
９８ 

（784） 

１，７４５

（14,749） 

１０１ 

（800） 

１，７６６ 

（15,270） 

１９９ 

（1,584） 

３，５１１ 

（30,019） 
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ワインのある暮らし の様子             心と体にやさしいヨガ の様子 

                         

◇その他事業（平成２３年度） 

講    座    名 期  日 参加者数 

『民踊講習会』 

～民踊を通して地域の人々の心と心のふれあいを高める～ 
６月２２日 １５２名 

 

 

 (5) 地区公民館事業 

① 勤労青少年教養講座（平成２３年度） 

勤労青少年向けの講座を開催し、生涯学習のきっかけづくりと交流を図っています。 

教 室 名 実施公民館 学 習 内 容 回 数 

体操教室 陶原公民館 
明るいリズミカルな曲や演歌等の音楽にのせ

て、楽しく汗を流しながら体力づくりを行う。 ２４回 

美術教室 

效範公民館 

デッサンや水彩画などの基礎技術を学ぶと共

に、絵を描くことの楽しさも学んでもらう。 ２４回 

音楽教室 
合唱を通じて音楽を身近に感じてもらい、情

操教育の向上を目的とする。 ２４回 

絵画教室 長根公民館 
絵画の技術を習得すると共に絵を通じて表現

力を身に付け、会員の相互関係を作る。 ２４回 

マルチメディア

ＩＴ活用塾 
水南公民館 

写真や動画を編集・加工し、音楽やナレーシ

ョンなどをつけて作品に仕上げる術を学ぶ。 
２４回 

ボールペン画 

教室 
山口公民館 

初級では身近なボールペンを使って絵画を体

験し、中級では基礎技術を生かしてオリジナ

ル性の高い作品を作る。 

２４回 

書道教室 

幡山公民館 

太筆、小筆、ボールペン等を勉強して、自然

体にて、心豊かに暮らせるよう学習する。 １２回 

パソコン教室 
エクセルやワードなどを学習し、インターネ

ットやブログの操作もマスターする。 １２回 
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ものづくり 掛川公民館 
絵手紙や初級編み物、籠つくり通じて作品作

りを進め、手作りの楽しさを味わう。 １２回 

リフレッシュ 

教室 
掛川公民館 

ダンスやバドミントン、グランドゴルフを通

じて気軽にスポーツを楽しみ、体のリフレッ

シュや健康維持につなげる。 

１２回 

健康教室 八幡公民館 
参加者同志の交流を図りながら、将来寝たき

りにならないよう健康な身体を維持する。 
２４回 

 

②  地区公民館生涯学習補助事業（平成２３年度） 

市内各地域において生涯学習の機会を増やし、また、その活動を促進するとともに、地区公民

館が地域における生涯学習の中核施設としての役割を果たしていくことを推進するために、関

係事業に補助金を交付しています。 

事     業     名 公 民 館 名 回  数 

家庭での食育支援講座Ⅰ（親子） 

陶原公民館 

２回 

家庭での食育支援講座Ⅱ（成人） ２回 

地域の課題を考える講座 ４回 

趣味と生きがい講座（はじめての川柳） ４回 

日本の工芸を語る 
深川公民館 

５回 

デジタルカメラ入門講座 ５回 

健康推進講座 

道泉公民館 

３回 

ふれあい学級 ４回 

こどもワクワク講座 ２回 

女性学級 祖母懐公民館 １０回 

ウォーキングを楽しく 古瀬戸公民館 ３回 

もの作り教室① 

東明公民館 

３回 

もの作り教室② ４回 

三世代で学ぶ防災力 ２回 

婦人学級講座 
效範公民館 

６回 

  親子ふれあい講座 ５回 

男の料理 

長根公民館 

５回 

長根わくわくタイム①     ４回 

長根わくわくタイム② ５回 

乳児の楽しい子育て学習会 ５回 

おとなの寺子屋「ベターライフ２０１１」その１ 

水南公民館 

７回 

おとなの寺子屋「ベターライフ２０１１」その２ 12回 

自己啓発塾 その１ アニハセヨはじめての韓国語 ２５回 

自己啓発塾 その２ 中高年の健康教室 14回 

もっと脳トレ塾２０１１  １２回 
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夏の子どもおもしろ体験塾 ３回 

冬を楽しむ体験塾 ５回 

住んで良かった街づくり大作戦２０１１     １１回 

日本のあけぼのを辿る「古代史探求」      ５回 

水曜アフタヌーンサロン講座「シネマの中の文学散歩」      ６回 

親子ふれあい教室 
水野公民館 

２回 

趣味と教養講座 ２回 

総合学習米づくり体験 山口公民館 ９回 

婦人学級 

幡山公民館 

１０回 

団塊世代の社会参加促進講座 PART1 ６回 

団塊世代の社会参加促進講座 PART２ ６回 

楽しく作ろう 
下品野公民館 

７回 

家庭教育講座 親子で参加しよう ４回 

史跡講座 

掛川公民館 

３回 

掛川自然塾 ６回 

里山学び道場 ８回 

健康教室 
原山公民館 

４回 

親子交流 ５回 

家庭食育講座 
萩山公民館 

５回 

防災対策講座 ５回 

陶芸教室 

八幡公民館 

９回 

パン作り教室 ６回 

子ども学び道場     ３回 

安全、安心な地域作り講座     ４回 

伝統文化の継承 ３回 

(6) その他公民館に関する事業 

生活、文化、教養の向上や、地域住民の連帯意識の高揚を図るため、各種の教育事業と住民の主

体的な学習・創造活動が行われています。 

 

① 施設の概要                        (平成２４年５月１０日現在) 

館  名 館長氏名 所  在  地 電 話 
設 立 

年 月 日 

建 物 

延面積 
建物構造 

陶 原 公 民 館 加 藤 和 守 熊野町 98 83-3579 Ｓ28. 2.1 620㎡ 鉄筋２階 

深 川 公 民 館 加 藤 隆 司 宮脇町 53 82-0453 Ｓ28. 2.1 403㎡ 鉄筋２階 

祖母懐公民館 山 田 重 夫 上ノ切町 43 82-9304 Ｓ28. 2.1 730㎡ 鉄骨１階 
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古瀬戸公民館 丹 羽 静 夫 西拝戸町 16の 10 83-8741 Ｓ28. 2.1 413㎡ 鉄筋２階 

東 明 公 民 館 森 脇 文 直 西拝戸町 16の 3 82-8024 Ｓ28. 2.1 427㎡ 鉄筋２階 

效 範 公 民 館 長 江  保 北山町 39 82-1095 Ｓ28. 2.1 709㎡ 鉄筋２階 

長 根 公 民 館 青 山 鎭 吾 城屋敷町 22 85-0911 Ｓ44. 4.1 686㎡ 鉄筋２階 

水 南 公 民 館 矢 野 桂 子 東松山町 154 21-2556 Ｓ28. 2.1 409㎡ 鉄筋２階 

水 野 公 民 館 山 田  実 中水野町 1-150 48-1112 Ｓ28. 2.1 650㎡ 鉄筋２階 

山 口 公 民 館 辻 廣 司 田中町 108 87-0700 Ｓ38. 4.1 745㎡ 鉄筋２階 

幡 山 公 民 館 原 口 矧 夫 幡山町 71 87-4000 Ｓ30. 4.1 428㎡ 鉄筋２階 

下品野公民館 中島日出男 品野町 6-105 41-4118 Ｓ34. 4.1 874㎡ 鉄筋３階 

掛 川 公 民 館 前 田 守 正 定光寺町 1206 48-6165 Ｓ38. 4.1 153㎡ 鉄骨１階 

原 山 公 民 館 菊 川 照 一 原山台 8-163 83-9231 Ｓ48. 4.1 405㎡ 鉄筋２階 

萩 山 公 民 館 小 原 精 司 萩山台 4-2-2 84-2088 Ｓ50.11.1 405㎡ 鉄筋２階 

八 幡 公 民 館 石 田 裕 康 八幡台 1-145-2 82-9456 Ｓ52. 5.7 405㎡ 鉄筋２階 

 

 

② 公民館協議会に関する事業 

地区公民館相互の情報交換と地域課題を解決する糸口を見出す方策や指導者を養成する事業を

行い、地域における公民館活動の一層の振興を図ります。 

 

◇ 協議会役員              平成２４年４月１日現在 

役 職 名 氏   名 所 属 

会   長 加 藤 和 守 陶原公民館 

副 会 長 矢 野 桂 子 水南公民館 

副 会 長  森 脇 文 直 東明公民館 

監   査  石 田 裕 康 八幡公民館 

監   査 丹 羽 静 夫 古瀬戸公民館 

 

◇ 事 業（平成２２年度） 

＊ 公民館ソフトボール大会（第４４回） 

平成２３年６月５日(日)   東公園グラウンド、祖東中学校グラウンド   
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１７公民館 2 センター  ３６６人参加  優勝 下品野公民館  準優勝 長根公民館 

＊ 中学校区指導者研修会 

 平成２３年７月 1 日（金）～１０月３１日（月） 

 各地区公民館等 

＊ 公民館先進都市視察研修会 

平成２３年７月２日(土) 

 滋賀県近江八幡市 馬渕コミュニティセンター（馬渕学区 まちづくり協議会） 

＊ 平成２４年成人式 

平成２４年１月８日（日）各地区公民館等（１５会場 該当者 1,314 名 参加者 1,037 名） 

 

＊ 公民館研究集会           

平成２４年２月１５日(水)  瀬戸市文化センター     

文化交流館３１会議室 

東明公民館、深川公民館の事例に学ぶ  

  

 

＊ 第４１回公民館作品展           

平成２４年３月３日（土）～３月４日(日) 

瀬戸市文化センター 文化交流館 

出品点数 ７２８点 

 

 

＊ 瀬戸市公民館大会 

平成２４年３月１４日(水)  瀬戸市文化センター 文化交流館３１会議室 

功労表彰 １２４名 

講演 『過去の地震・津波教訓から学ぶ「大地震に備えて」』 

  講師 名古屋大学大学院環境学研究科  

附属地震火山研究センター 助教授  伊藤武男   氏 

   

＊ 公民館長会議          年６回開催 

＊ 公民館長・運営委員長合同会議  年２回開催 

＊ 運営委員長会議         年４回開催 



 

 

Ⅳ 社 会 体 育 
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１ 社会体育  

(1) 基本方針 

スポーツを通じて市民の健康保持・増進とともに、競技スポーツの競技力向上及びアマチュア 

スポーツの振興に努めます。市民が生涯を通じて自分に合ったスポーツに親しみ、健康づくりがで

きるような環境の整備充実と、生涯スポーツを根底においたスポーツ人口の拡大を目指し、スポー

ツ活動の普及に努めています。 

 

(2) 重点目標 

① 生涯にわたりスポーツに取り組む意識の向上と市民総スポーツの実現 

② 地域スポーツ振興とスポーツ指導者の養成、資質の向上 

③ スポーツをする機会の提供 

④ 充実した施設の提供と学校体育施設の有効活用 

⑤ 総合型地域スポーツクラブの設立・活動支援 

⑥ 生涯スポーツ及び競技スポーツと学校体育(部活動)との連携の推進 

 

(3) スポーツ推進委員 

「市民の体力づくり」「市民スポーツ事業の振興」「アマチュアスポーツの普及発展」という 

三つの目標に向かって、積極的にその事業の推進を図り、特にコミュニティスポーツの指導者 

養成及び組織づくりを中心に、個人の健康とスポーツに対する市民意識の盛り上がりを図るため、 

関係機関・団体にアピールし、市民の健康や体力向上を期するための活動をしています。 

現在３０名（地区公民館・地域交流センター推薦１８名、体育協会推薦１０名、学識経験者２名）

でその任務にあたっています。 

 

① 瀬戸市スポーツ推進委員連絡協議会の組織 

企 画 部・・・スポーツ振興にともなう各種講習会等の企画立案 

広 報 部・・・スポーツ振興にかかる広報計画の作成 

地域スポーツ推進部・・・地域住民のスポーツ推進を図るための企画立案 
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② スポーツ講習会 

市民の体力増進事業の一環として、社会体  

育指導者講習会、レクリエーションスポーツ 

講習会等を開催し、講習修了者は公民館等で 

地域スポーツの普及に努めています。 

③ 地域スポーツ振興 

公民館・小学校スポーツ開放の運営委員と 

協力し、地域の実情に沿ったスポーツ組織形 

成に努め、また、地域スポーツデー・地域体 

力測定等により、スポーツをする意識の向上、動機付けに努めています。 

④ スポーツ大会の開催 

レクリエーションスポーツ、ニュースポーツの普及を図り、そのスポーツ大会を開催 

（軽スポーツ等）し、市民のスポーツ意識の高揚に努めています。 

 

(4)  総合型地域スポーツクラブ支援 

   地域住民が主体となり、誰でも、いつでも、どこでも、気軽にスポーツができる、生涯スポーツ

環境を実現するため、総合型地域スポーツクラブの設立及び活動支援に努めています。平成１６年

８月に市内で初めての総合型地域スポーツクラブである「品野スポーツクラブ」が設立したのに続

き、平成１９年８月に「水野･西陵いきいきクラブ」が設立し、会員により自主運営しています。今

後は、各地域での設立及び活動を支援していきます。 
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２ 体育・スポーツ活動 

(1)  スポーツ教室 

スポーツをする意識があっても、機会に恵まれない方、また新しいスポーツを始め 

ようとする方たちのために、平成２３年度は次の教室を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 室 名                       
開催数 

（回） 

参加数 

（人） 
教 室 名 

開催数 

（回） 

参加数 

（人） 

ウォーキング＆健康づくり 

幼 児 体 力 づ く り 

ソ フ ト テ ニ ス 

陸 上 

剣 道 

卓 球 

弓 道 

柔 道 

ス キ ー 

ソ フ ト エ ア ロ ビ ク ス 

ウ ォ ー キ ン グ 

ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 

３ 

３ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 ２ 

３ 

９ 

６ 

１ 

１５０ 

７９ 

６９ 

４８ 

１８ 

３８ 

２４ 

５ 

８４ 

５５２ 

３０７ 

２３ 

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

ジ ュ ニ ア サ ッ カ ー 

テ ニ ス 

バ ド ミ ン ト ン 

少 林 寺 拳 法 

ラ グ ビ ー 

空 手 

ジ ュ ニ ア ボ ウ リ ン グ 

２ 

３ 

１ 

３ 

２ 

 ３ 

１ 

２ 

１ 

２４ 

１５５ 

１５３ 

６６ 

１８ 

１０ 

１２６ 

４１ 

２１ 

合          計 ５５ ２，０１１ 

 

(2) スポーツ大会 

① 市民体育大会 

市民体育大会は、当市のスポーツの祭典 

と呼べるもので、多数の市民に参加の機会 

をつくり、スポーツの普及と体力の増進を 

図り、健康で明るい市民の育成を目的に行 

われています。 

平成２３年度で６２回目を迎え、５月 

２９日（日）の総合開会式を皮切りに、 

２２種目２７大会で熱戦が繰り広げられま 

した。 
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平成２３年度 市民体育大会 

競 技 名 
大会数 

（回） 

参 加 数 

（人） 
競 技 名 

大会数 

（回） 

参 加 数 

（人） 

陸 上 競 技 

ソ フ ト テ ニ ス 

軟 式 野 球 

剣 道 

卓 球 

弓 道 

バ レ ー ボ ー ル 

柔 道 

ス キ ー 

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

サ ッ カ ー 

テ ニ ス 

１  

１  

１  

１  

１  

１  

４  

１  

１  

１  

  １ 

 １ 

２７１ 

１８０ 

１,４００ 

２８５ 

１５０ 

７０ 

４５０ 

８２ 

２９ 

２２０ 

１２０ 

１７５ 

バ ド ミ ン ト ン 

ソ フ ト ボ ー ル 

ク レ ー 射 撃 

ゲ ー ト ボ ー ル 

ボ ウ リ ン グ 

ラ グ ビ ー 

ビ ー チ ボ ー ル 

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 

ウエイトリフテイング 

空 手 道 

２  

１  

１  

１  

１  

２  

１  

１ 

１  

１ 

１３１ 

４６０ 

２６ 

４０ 

５３ 

９４０ 

２０４ 

２２０ 

２０ 

１２１ 

合        計 ２７ ５，６４７ 

  

② 瀬戸地方近郊駅伝競走大会 

本大会は、昭和２７年に第１回が開催さ 

れて平成２３年度で６０回目を迎え、伝統 

ある広域的な大会として定着しています。 

平成２０年度から中心市街地をコースに 

取り入れ、沿道からの声援をより一層得ら 

れるコースとなりました。 

 

第６０回大会参加状況（平成２３年１２月１１日実施） 

男子第１部 一 般 ・ ５  区    ２６チーム 

男子第２部 一 般 ・ ４  区    ８０チーム 

男子第３部 高校生・５ 区    １７チーム 

女  子  の  部 ・ ４  区    ５０チーム 

 

(3)  学校体育施設スポーツ開放 

学校体育施設を学校教育に支障のない範囲内において開放することにより、広く市民に

スポーツ活動の実践の機会を提供し、市民の健康保持増進と体力の向上に努めています。 

市内在住者または在勤者により構成された登録団体からの使用申請に対し、小学校では

日程調整を、中学校では抽選で使用許可しています。昨年度の利用者数は 89,634 人です。 
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学校開放実施状況 

         開 放 施 設     

小 学 校  （ 2 0 校 ）   屋内運動場、校庭 

品 野 中 学 校    屋内運動場、柔剣道場、校庭、テニスコート 

上記以外の中学校 （7 校） 屋内運動場、柔剣道場、校庭 

高 等 学 校 （ 1 校 ）   校庭 

 

(4) 社会体育団体 

瀬戸市体育協会（２５団体 約９，３００人加盟）は｢市民スポーツ事業の振興｣と｢競技

力向上、アマチュアスポーツの発展｣という２つの目標に向って、積極的に各種事業の推

進を図り、スポーツに対する市民意識の盛り上がりを図るため、関係機関、協会加盟団体

と密接に協力して、各種のスポーツ大会を開催し、その実現を期しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度 瀬戸市体育協会主催(共催)大会 

競 技 名 
大会数 

（回） 

参加数 

（人） 
競 技 名 

大会数 

（回） 

参加数 

（人） 

陸 上 競 技 

ソ フ ト テ ニ ス 

軟 式 野 球 

剣 道 

卓 球 

弓 道 

バ レ ー ボ ー ル 

ス キ ー 

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

１ 

１２ 

１０ 

４ 

１８ 

４ 

１１ 

１ 

８  

２１７ 

２,８８０ 

４,３８０ 

８２０ 

３,０５９ 

２７９ 

１,２１６ 

２７ 

４，６９０ 

サ ッ カ ー 

テ ニ ス 

バ ド ミ ン ト ン 

ソ フ ト ボ ー ル 

ウエイトリフティング 

ビ ー チ ボ ー ル 

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 

８ 

１１ 

６ 

２ 

１ 

２ 

３ 

 

１，７３０ 

１，２７４ 

 ３３０ 

１,０４０ 

５０ 

３９９ 

４５８ 

合計 １０２ ２２，８４９ 

 

 顧 問 

会 

長 

副
会
長 

常
任
理
事 

監 

事 

理 

事 

参 与 

２５競技団体 

専門委員会 

 ・総務委員会 

 ・体力づくり運動推進委員会 

 ・スポーツ普及委員会 

 ・スポーツ少年団本部 

参 事 

 

体育協会組織図 
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３ スポーツ施設 

(1) 施設一覧 

 施  設   名  所   在  敷地面積 (㎡) 建物床面積 (㎡) 規      模  竣  工  

有

料

施

設 

体 育 館  

市 民 公 園 内  

 

 

 

 

 

4,809 

 

 

 

 

 

5,240 

第１競技場（1,575 ㎡） 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ２面  

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ３面  

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ ８面  

卓球台 14 台  

体操全種目  

第 2 競技場 (440 ㎡) 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 1 面  

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 2 面  

卓球台 10 台  

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ(163 ㎡) 

S54. 3.15 

第 二 体 育 館  1,773 

競技場 (910 ㎡) 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 1 面  

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 2 面  

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 6 面  

卓球台 12 台  

大鏡  

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰﾅｰ(132 ㎡) 

S58. 3.20 

野 球 場  20,300 820 
両翼 100m、ｾﾝﾀｰ 125m 

照明施設  S45.11. 1 

陸 上 競 技 場  28,168 425 
400m 単心円ﾄﾗｯｸ 8 ｺｰｽ 

3,000m 障害池  S48.10.31 

Ａ ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ 5,500 129 
砂入人工芝舗装  6 面  

照明施設  S49.10. 1 

Ｂ ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ 3,177  砂入人工芝舗装  4 面  S55. 3.31 

プ ー ル 8,095 460 
25m 7 ｺｰｽ、50m 9 ｺｰｽ 

幼児用プール S46. 6.20 

武 道 館  1,288 630 柔道場 1 面  剣道場 2 面  S47.11.10 

弓 道 場  2,167 272 
近的(28m)10 人立  

遠的(60m) 5 人立  S47.11.10 

窯 神 ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ 磁 祖 公 園 内  10,231  両翼 91m ｾﾝﾀｰ 100m S55.10.20 

陶 祖 ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ 陶 祖 公 園 内  8,303  両翼 71m ｾﾝﾀｰ 80m S56. 9.30 

南 公 園 ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ 南 公 園 内  12,000 22 
両翼 90m ｾﾝﾀｰ 100m 

照明施設  S62. 3.13 

東 公 園 ｸ ﾞ ﾗ ｳ ﾝ ﾄ ﾞ 
東 公 園 内 

16,000 22 
ﾚﾌﾄ 85m ﾗｲﾄ 91m 

ｾﾝﾀｰ 105m S59. 3.14 

東 公 園 ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ 4,500 85 砂入り人口芝 4 面  H15.3.18 

北 グ ラ ウ ン ド 北 ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 

施 設 内  

11,500  両翼 92m、ｾﾝﾀｰ 105m  H4. 3.30 

北 ﾃ ﾆ ｽ ｺ ｰ ﾄ 2,780 78 ｱｸﾘﾙ系樹脂舗装 4 面   H4.12. 7 

定 光 寺 野 外 活 動  

セ ン タ ー 

鹿 乗 町 地 内  27,685 1,908 
管理棟、屋外施設 (ｷｬﾝﾌﾟ場･

営火場・炊飯場 )、ﾄﾘﾑ施設  S60. 7.10 

無
料
施
設 

ｹ ﾞ ｰ ﾄ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ ｺ ｰ ﾄ 

市 民 公 園 内  

824  ｸﾚｲ舗装  1 面  S56. 3.15 

ｼ ﾞ ｮ ｷ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ ｺ ｰ ｽ   
Ａコース(1.5km) 

Ｂコース(1.2km) 
 

ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾃ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ｺ ｰ ｽ   １０ポイント  

東 公 園 運 動 広 場  

東 公 園 内  

4,262  
ゲートボール 5 面 

ミニサッカー1 面  
S60.12. 6 

ﾄ ﾘ ﾑ ｺ ｰ ｽ   1.5km コース  

ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾃ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ｺ ｰ ｽ   ８ポイント  
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(2) 利用方法                              

２か月先までの申込みを先着順で使用許可しています。ただし、申込みのきわめて多いテ

ニスコートと野球場の土・日曜日及び祝日については、市内在住者、在勤者又は在学者によ

り構成された登録団体からの申込みを受け、抽選で決定しています。  

(3) 平成２３年度スポーツ施設等利用状況 

施   設   名 利用者数（人） 備    考 

市

民

公

園 

体 育 館 210,161  

野 球 場 17,988 4 月～10 月ナイター使用 

陸 上 競 技 場    20,247  

テ ニ ス コ ー ト  69,361 4 月～10 月ナイター使用 

プ ー ル 17,378 7 月・8 月使用 

武 道 館 28,651  

弓 道 場 3,443  

窯 神 グ ラ ウ ン ド 5,062  

陶 祖 グ ラ ウ ン ド 8,820  

南 公 園 グ ラ ウ ン ド 12,840 4 月～10 月ナイター使用 

東 公 園 グ ラ ウ ン ド 7,983  

東 公 園 テ ニ ス コ ー ト 15,626  

東 公 園 運 動 広 場 ・ 芝 生 広 場  18,248  

北 グ ラ ウ ン ド  8,251  

北 テ ニ ス コ ー ト 7,546  

パルティせとフィットネスジム  26,413  

合       計 478,018 （平成 22 年度利用者数 492,445 人） 
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４ 野外活動センター 
 

青少年を中心として、みどり豊かな森での野外生活により自然と親しみ、自然を理解する機会

を提供するとともに、団体生活をとおして、規律・協調・友愛・奉仕の精神を体得し、心身共に健

全な成長を図ることを目的としています。 

 

平成 23 年度利用状況 

 団 体 利 用  
個人利用 合 計 

キ ャ ン プ  デーキャンプ そ の 他  

利 用 者 数 6,043 人 944 人 1,800 人 4,669 人 13,456 人 

 

                            

   

 

 

 



 

 

Ⅴ 文 化 財 保 護 
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１  文化財保護活動 

(1) 基本方針 

文化財は、わが国、わが郷土の歴史や文化を正しく 理解するための貴重な有形無形の文化遺産であ

り 、 人類の発展の基礎をなすも のです。 し たがって、 こ の文化遺産を大切に保護し 、 次の世代に  

引き継ぐために、 市内に所在する文化財を広く 市民に周知し 、 郷土の歴史に対する一層の関心と  

文化財の愛護思想の普及に努めます。  

(2) 重点目標 

① 市域に所在する文化財全般にわたる調査・ 研究に努めます。  

② 特に重要な文化財については指定を行い、 保護に努めます。  

③ 市内の埋蔵文化財の把握と 周知に努め、開発事業に伴う 保護措置の事前協議の徹底を図り ます。 

④ 文化財の活用を図り 、 保存･整備に努めます。  

(3) 文化財保護審議会 

① 任務 

審議会は、 文化財の保存及び活用に関し、 教育委員会の諮問に答え、 または教育委員会に意見を

具申し、 また、 このために必要な調査研究を行います。  

② 定員及び任期 

委員７ 名    平成２ ３ 年１ ０ 月１ 日～平成２ ５ 年９ 月３ ０ 日 

文化財保護審議会委員     平成２ ４ 年４ 月１ 日現在 

会 長 亀 井    勝 

副 会 長 伊 藤  昭 蔵 

委 員  大 塚  英 二 

委 員 鹿 島  幸 男 

委 員 加 藤  作 助 

委 員 加 藤 光 也 

委 員 成 田   一 成 

(4) 文化財の指定・登録及び指定解除 

① 市文化財の指定(平成２ ３ 年度 ０ 件)  

② 国文化財の指定・ 登録(平成２ ３ 年度 ０ 件)  
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指 定 文 化 財 一 覧 表                          平成24年7月1日 現在 

区 種     別 指  定  名  称 員 数 所在地等 時 代 指定年月日 

国 

 

 

指 

 

 

定 

有 形 

建造物 
定光寺本堂 
源敬公(徳川義直)廟、焼香殿他 

1棟 

7棟 

定光寺 

定光寺 

室町後期 

江戸前期 

大15. 4.19 

昭12. 8.25 

工 芸 

陶製狛犬 

太刀銘助重 

太刀銘守家 

灰釉多口瓶 

渥美灰釉芦鷺文三耳壺 

陶製五輪塔 

1躯 

1口 

1口 

1口 

1口 

1基 

深川神社 

定光寺 

定光寺 

愛知県陶磁資料館 

愛知県陶磁資料館 

愛知県陶磁資料館 

鎌倉 

鎌倉中期 

鎌倉中期 

平安前期 

平安末期 

平安末期 

大 元. 9. 3 

大  8. 4.12 

大  8. 4.12 

昭50. 6.12 

昭51. 6. 5 

平  7. 6.15 

民 俗 有形民俗 
瀬戸の陶磁器の生産用具 及び

製品 
3,943点 歴史民俗資料館 江戸以降 

昭49. 2.18 

昭50. 9.22 

記念物 史 跡 小長曽陶器窯跡 
524    ㎡ 

986.07㎡ 
東白坂町1-1他 室町中期 

昭46. 7.13 

平14. 3.19 

県

指

定 

有 形 

彫 刻 
木造阿弥陀如来立像 

木造十一面観音菩薩立像 

1躯 

1躯 

下半田川町746 

下半田川町746 

平安末期 

平安末期 

昭34. 1.16 

昭34. 1.16 

工 芸 

御深井釉木瓜形水盤 

陶製牡丹文経筒外容器 

猿投灰釉短頸壺 

鉄釉巴文瓶子 

御深井釉唐草文双耳水甕 

1口 

1口 

1口 

1口 

1口 

市歴史民俗資料館 

愛知県陶磁資料館 

愛知県陶磁資料館 

愛知県陶磁資料館 

市歴史民俗資料館 

江戸前期 

平安末期 

平安中期 

鎌倉末期 

江戸中期 

昭57. 3.31 

昭59. 2.27 

昭59. 2.27 

昭59. 2.27 

平  4. 2.28 

考古資料 猿投灰釉短頸壺及び平瓶 各1口 愛知県陶磁資料館 平安前期 昭59. 2.27 

無 形 工芸技術 陶芸織部・黄瀬戸  1件 保持者 加藤作助  平16. 8.20 

民 俗 有形民俗 陶製狛犬コレクション 210躯 愛知県陶磁資料館 室町・大正 昭 59. 3.30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 

 

 

 

 

 

指 

 

 

 

 

 

定 

 

 

 

 

 

 

有 形 

 

 

 

 

 

 

 

 

建造物 

一里塚本業窯 

直入橋 

石燈籠 

石燈籠 

石造鳥居 

洞本業窯 

石造鳥居 

古窯（こがま) 

深川神社本殿 

常夜燈 

1基 

1橋 

1基 

1基 

1基 

1基 

1基 

1基 

1棟 

1基 

一里塚町27 

定光寺町373 

落合町1 

八幡町3 

八幡町3 

東洞町45他 

巡間町1 
マルチメディア伝承工芸館 

深川町神社 

秋葉町100の２ 

昭和 

江戸前期 

江戸前期 

江戸前期 

江戸前期 

昭和 

江戸中期 

昭和 

江戸後期 

江戸後期 

昭50. 7.21 

昭58. 6. 1 

平  4. 2.21 

平  5. 2.19 

平  5. 2.19 

平  7. 2.13 

平  8. 2. 9 

平  9. 2.14 

平11.11.12 

平13．2. 7 

彫 刻 
石造薬師如来坐像 

石造地蔵菩薩立像 

1躯 

1躯 

片草町401 

片草町401 

江戸中期 

江戸中期 

昭60. 5. 1 

昭60. 5. 1 

絵 画 聖徳太子絵伝 4幅 万徳寺 室町中期 平 18. 2.10 

工 芸 

 

 

 

 

 

六角陶碑 

永享年銘梵鐘 

陶質十六羅漢塑像 

志野焼燈籠 

織部燈籠 

染付花唐草文大燈籠 

染付花鳥図蓋付大飾壺 

古瀬戸瓶子 

1基 

1口 

16躯 

1対 

1基 

1基 

1口 

1対 

藤四郎町1 

深川神社 

宝泉寺 

藤四郎町1 

深川神社 

市歴史民俗資料館 

市歴史民俗資料館 

宝泉寺 

江戸末期 

室町中期 

江戸末期 

明治 

江戸後期 

明治 

明治 

鎌倉期 

昭49. 4. 1 

昭57. 3. 1 

昭57. 3. 1 

平  5. 2.19 

平  8. 2. 9 

平  9. 2.14 

平 10.11.20 

平17. 2.10 

典 籍 
聖徳太子伝 

大般若経 

5冊 

155巻 

万徳寺 

東菱野町59－1 
鎌倉・室町 

平 18. 2.10 

平20. 9. 12 

歴史資料 

織田信長の制札 

窯屋証文 

陶製梵鐘 

祠堂帳 

笠原村・両半田川村国境争論絵図 

松原広長寄進状 

1通 

1通 

1口 

1巻 

1枚 

1点 

窯町63 

五位塚町11-541 

法雲寺 

定光寺 

上半田川町・下半田川町 

万徳寺 

室町末期 

江戸初期 

昭和 

室町期 

江戸前期 

江戸期 

昭53.11. 1 

平  9. 2.14 

平  9. 2.14 

平11.11.12 

平16. 2. 6 

平 18. 2.10 

古文書 

加藤唐三郎家文書 

加藤新右衛門家文書 

松本茂助家文書 

菱野郷倉文書 

481点 

140点 

704点 

7780点 

窯元町80 

窯町63 

穴田町64 

東菱野町59－1 

江戸期 

江戸期 

江戸期 

江戸～昭和 

平  6. 2.18 

平  6. 2.18 

平 13. 2. 7 

平20. 9. 12 

 

無 形 

 
工芸技術 

陶芸 黄瀬戸 

陶芸 織部 

陶芸 灰釉 

1件 

1件 

1件 

保持者 加藤廉平 

保持者 加藤錦三 

保持者 田沼春二 

 

 

平 18. 2.10 

平 18. 2.10 

平19．5.18 
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無 形 

 

工芸技術 

陶芸 色絵磁器 

陶芸 御深井 

有線七宝 

陶芸 練り込み 

1件 

1件 

1件 

1件 

保持者 林 邦佳 

保持者 加藤唐三郎 

保持者 柴田 明 

保持者 水野教雄 

 平19．5.18 

平20．5. 9 

平22．6.18 

平22．6.18 

民 俗 

有形民俗 菱野のおでく 1体 東菱野町59－1 江戸～大正 平17. 2.10 

無形民俗 
山口の警固祭り 

菱野のおでく警固祭り 

 1件 

１件 

八幡町3 

山口八幡社内 

東菱野町59－1 

江戸時代 
平15. 2. 7 

平20. 9. 12 

記念物 

史 跡 

本地大塚古墳 

宮地古墳群 

広久手弟３０号窯跡 

1基 

1,542㎡ 

15.7㎡ 

西本地町1-109 

上之山町2-171-15 

吉野町320番地 

古墳時代 

古墳時代 

平安中期 

昭 51. 5. 1 

平  5. 2.19 

平18. 9.27 

名 勝 
石樋 

目鼻石 

約750㎡ 

約530㎡ 

水北町1027-2 

十軒町439 

 

 

平  4. 2.21 

平  7. 2.13 

天然記念物 
マルバタラヨウ 

マメナシ 

1本 

1本 

中水野町1-579 

東松山町154 

 平  9.11.18 

平16. 2. 6 

               

登 録 文 化 財 

区 種     別 指  定  名  称 員 数 所在地等 時 代 登録年月日 

国 建造物 
鐘楼 

礼拝堂 

1棟 

1棟 

白坂町（雲興寺） 

杉塚町（瀬戸永泉教会） 

江戸中期 

明治 

平17.12.26 

平22. 4.28   

 

市指定 聖徳太子絵伝（部分）室町時代中期 
市指定 広久手第30号窯跡 平安時代中期 

国指定 源敬公（徳川義直）廟 江戸時代前期 市指定 染付花唐草文大燈籠 明治 
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(5) 埋蔵文化財の調査・普及啓発 

① 財団法人瀬戸市文化振興財団の文化財関係事業 

○発掘調査事業 

針原窯跡・小長曽窯跡 報告書刊行   石田遺跡          本発掘調査実施 

門前B窯跡      報告書刊行   穴田窯跡          本発掘調査実施 

音玄窯跡       報告書刊行   市内遺跡(品野中部遺跡ほか)  整理作業実施 

○普及啓発事業 

１)企画展  

「瀬戸・美濃窯の近代Ⅴ －生産と流通－」 

 

平成２３年１２月３日（土） 

～平成２４年２月５日（日） 瀬戸市美術館・瀬戸蔵ミュージアム 

展示図録刊行 「瀬戸・美濃窯の近代 －生産と流通－」 

シンポジウム「瀬戸・美濃窯の近代 －生産と流通－」 

公演「近代における尾張・美濃の諸窯」：仲野泰裕(愛知県陶磁資料館) 

発表「近代瀬戸・美濃窯の窯業生産」：岡本直久（(財)瀬戸市文化振興財団埋蔵文化財センター副所長） 

「明治後期における窯業製品の生産と流通」：大森一宏（駿河台大学 教授） 

平成２４年１月５日（土） 瀬戸蔵多目的ホール 

２）市内小学校への「出前講座」講師派遣 7件 

幡山西・品野台・西陵・陶原・道泉・幡山東・深川 各小学校 

(6) 文化財の保存と整備 

① 国指定史跡小長曽陶器窯跡管理 

○史跡の管理及び見学等への対応  

② 国指定特別天然記念物オオサンショウウオの保護、普及啓発 

○オオサンショウウオ人工巣穴清掃の実施 

 平成２３年７月２日（土） 下半田川町蛇ヶ洞川 

○オオサンショウウオ夜間観察会の実施 

 平成２３年８月２７日（土） 下半田川町蛇ヶ洞川 

○第 8回 日本オオサンショウウオの会瀬戸市(愛知県)

大会の開催  
日本オオサンショウオの会瀬戸市(愛知県)大会 

 平成２３年１０月１日（土）瀬戸蔵つばきホール・下半田川町蛇ヶ洞川 

・２日（日）下半田川町町民会館ほか・名古屋市東山動物園 

③ 国指定重要文化財「定光寺本堂」「源敬公(徳川義直)廟」防災施設罹災(9 月)対応し平成 24 年

度保存修理事業として国庫補助金申請 

(7) 文化財の普及啓発 

① 広報せとに「瀬戸の文化財」掲載 (毎月１日号) 

② 文化財見学会 

○「せと歴」せと 歴史と文化財を知る見学会 の実施 

「桑下城跡・品野城跡を訪ねる」 

（平成２４年２月５日(日)） 

 

 

「せと歴」於：桑下城跡 
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Ⅵ 図 書 館 
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１ 図 書 館 活 動     

 

(1)  基本方針      

図書館は昭和２０（１９４５）年創設以来、情報･資料の提供、あるいは学習の場として、多くの人々に 

利用され親しまれてきました。これからは次のような方針で進めていきます。 

① 情報化・国際化にあわせた図書館サービスを進める。 

② 市民の学びの場・交流の場として利用しやすい環境づくりを進める。 

③ 新たな利用者層の獲得を目指す。 

 

(2)  重点目標 

基本方針を実現するために、以下のとおり重点目標を定めています。 

① 電子情報及び国際化に対応する資料の充実を図り、利用促進を図る。 

② 学校図書館を利用して各地域に根ざした地域図書館づくりを進める。  

③ 市民がくつろぎの空間の中で、自ら学ぶことができ、暮らしに役立つ情報を享受し、各年齢層市民の交

流の場としても利用できる環境づくりを進める。 

④ 児童サービスの充実（読書環境の整備、学習活動への支援）を図る。 

⑤ 高齢者及び障害者への利用促進を図る。 

⑥ 現在、図書館を利用していない人を対象に図書館を利用してもらうための方策を立てる。 

 

(3)  施 設 

所 在 地       東松山町１番地の２ TEL 0561(82)2202   FAX 0561(85)2651 

敷地面積    4,222.5㎡ 

建 物       構 造     鉄筋コンクリート2階建 

面 積          868.26㎡   

延面積    １,412.26㎡  

構 造      軽量鉄骨平屋建（駐車施設） 

面 積      12.17㎡ 

構 造     軽量鉄骨平屋建（プレハブ集会室） 

面 積      98.69㎡              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 書 館 全 景 
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(4)  利用案内 

開館時間  午前9時～午後７時（10月～3月は午前9時～午後6時） 

休 館 日      館内整理日（毎月第４水曜日） 

特別整理期間（年 1回10日以内）、年末･年始（12月28日から翌年の 1月4日まで） 

利用対象  館内利用は自由、館外貸出は市内在住･在勤･在学及び隣接市町村等に在住の方です。 

利用種別  本館・移動図書館共通 

個人貸出 ― 1人10冊・点まで 期間3週間以内（AV・雑誌は 2週間以内） 

団体貸出 ― 構成員は 5人以上、代表及び構成員の過半数は市内在住とし、貸出期間は

最長2か月、最大200冊まで 

 

 

(5)  蔵書状況 

平成２３年度末の蔵書冊数は３１３,０１４冊で、対前年度比１．９％増加しました。そのうち雑誌・視

聴覚資料を含む購入は１７,４６４冊、寄贈などが９７３冊、除籍が１２，５５６冊でした。 

 なお情報ライブラリーを含めて新聞２４種、雑誌２６０種があります。 

 

① 蔵書統計                          （冊・点） 

 一般書 児童書 郷土資料 点字・大活字本 雑誌 視聴覚資料 合計 

平成23年度 195,817 90,331 11,635 2,450 10,098 2,683 313,014 

増減    3,403    3,418      267      368  △1,725      150  5,881 

 

 

② 資料購入等の推移 

年 度 人口（人） 資料購入費（千円）  蔵書冊数（冊） 購入冊数（冊） 
市民1人当りの

資料費（円） 

平成17年度 132,275 28,642 287,432 14,674 217 

平成18年度 132,290 28,284 307,264 18,010 213 

平成19年度 132,996 26,066 305,338 13,950 196 

平成20年度 133,412 28,008 303,605 16,225 210 

平成21年度 133,656 28,249 305,022 16,853 211 

平成22年度 133,121 27,309 307,133 14,601 205 

平成23年度 132,825 28,162 313,014 17,464 212 
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③ 郷土資料の状況 

地場産業である窯業・陶磁器に関する資料は、国内・国外（姉妹提携都市など）のものを広く収集する

ように努めています。また、地域資料についても行政機関の協力により収集に努めていますが、整理・活

用が課題となっています。なお、２階の「参考室」にこれらの資料を配架し、閲覧・貸出に供しています。 

 

(6)  利用状況 

平成２３年度の入館者数は２４７，４３８人で、対前年度比８％減となりました。なお、パルティせと３

階にある情報ライブラリーは９２,３７０の入館者がありました。 

総貸出冊数は、６７１，２０９冊でした。前年度に比べて１０,１１６冊増となっています。 

また、移動図書館での貸出は、学校に赴いての団体貸出が大半を占めており、個人貸出は２，１３２冊

（利用者数３７８人）であるのに比して、学校への貸出は９,９００冊となっています。 

児童書の貸出は２８９，０５５冊と、対前年度比２％増でした。職員やボランティアによる読み聞かせ

やブックスタート、児童関係施設等への貸出など、「子どもの読書活動推進計画」にも基づき、より充実し

た児童サービスが出来るよう、これからも努めていきたいと考えています。 

ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤなど視聴覚資料の貸出は１５，９８２点で、前年度に比して３６％利用が増加し

ました。 

雑誌の貸出は２５，１８４冊で、前年度に比して３％利用が増加しました。 

予約サービスは平成２３年度４２，５５０件と、対前年度比７％増となりました。このうちインターネ

ット及び館内ＯＰＡＣ（資料検索機）での予約が、全体の６４％となっています。 

なお、平成２３年度の利用登録総数は５７，５９６人（対人口比４３．３％)で、そのうちの約１／３の

１８，３２６人が年間をとおして利用されました。   

 

 貸出数（冊・点） 

一般書    334,661 児童書      289,055 郷土資料       1,109 雑誌          25,184 

ＡＶ資料   15,982 点字・大活字本   5,218 相互貸借（借受）1,294 相互貸借（貸出） 505 

 

利用者用インターネット利用状況  

利用場所 利用人数 利用時間 

図書館 ２，４０７人 ２，３６２時間 

情報ライブラリー ３，２０８人 ２，２８２時間 
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図書館貸出推移  

年 度 貸出数 対平成13年度比 年 度 貸出数 対平成13年度比 

平成14年度 602,543 105.1 平成19年度 450,945 78.7 

平成15年度 602,227 105.1 平成20年度 628,503 109.7 

平成16年度 572,854 100.0 平成21年度 661,478 115.4 

平成17年度 535,463 93.4 平成22年度 661,093 115.4 

平成18年度 542,678 94.7 平成23年度 671,209 117.1 

 

(7)  移動図書館 

このサービスは、区域の広い本市の状況を鑑みて、現在館開館と同時期（昭和４６年６月）から開始し

ました。昭和６２年頃には年間２万冊近くを貸出していましたが、移動図書館での個人貸出利用は年々減

少しており、平成２２年度からは市内南部、山口・幡山公民館への巡回となりました。一方で情報ライブ

ラリーや地域図書館の開設により、新たなサービスシフトの展開を図っています。 

また、学校図書館の整備が遅れている現状から、配本や巡回を希望する学校が増えたこともあり、現在

小学校１１校に対して学校図書配達の形で年２～３回、学級単位等の貸出サービスを行っています。 

 

(8)  団体・施設への貸出 

市内全域へのサービスを行うため、地域活動支援室と協力して、市内９公民館への配本サービスを行っ

ているほか、市内小中学校（１１校）、私立幼稚園（２園）、保育園・交通児童館・せとっ子ファミリー交

流館や発達支援室などの行政関連施設への貸出を行い、３５，６１４冊の利用がありました。 

こうした活動は前述の「子どもの読書活動推進計画」においても提唱されており、学校図書館への援助

やネットワーク化を視野に入れたサービス展開を考えています。 
 

(9)  図書館友の会との協力 

平成１１年１月に設立された、「瀬戸図書館友の会」（図書館利用者個人 

参加の組織）との協力関係をとおして、図書館がよりいっそう市民の図書 

館となるように努めています。 

ボランティアとして本の補修や、読書会・絵手紙の会・朗読の会らんぷ 

など、自主的な活動を進めており、また同様に友の会活動を行っている他 

の図書館への視察や、図書館まつり期間中の「本のリサイクル市」におい 

ては、準備から当日まで手伝いに会員が参加したり、独自の企画講演会も 

開催されています。                            友の会のマジックショー 

そのほか、七夕・クリスマスなど四季にあった館内の飾りつけや行事を行い、図書館の雰囲気をなごま

せるなど、こうしたボランティア活動によって、図書館は支えられて成長しています。 
 

(10)  ブックスタート 

ブックスタートは、１９９２年イギリスで始まった運動で、赤ちゃんと保護者が「本を通して楽しい時

間を分かち合うこと」を応援する子育て支援の運動です。「家庭での本への意識が高まった」、「図書館によ

く行き、親子で登録している」、「本をよく購入する」などの報告もされています。また、０歳から本にふ
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れあう時間を習慣とすることで、子どもの言語面、計数面双方の思考能力の発達に大きな影響を与えるこ 

   とも報告されています。 

本市では平成１４年１１月から、ＮＰＯ法人ブックスタート支援 

センターの指導や、図書館友の会会員や個人ボランティアの協力を 

えて、保健センターと協働して保健センターで行われる、「６か月児 

健康相談」の機会をとらえて開始しました。 

平成２３年度は、毎回４０組ぐらいの親子を対象に、絵本２冊と 

   アドバイス集・絵本リスト・図書館での取り組み（絵本の読み聞か 

せ、お話し会・映画会）などを説明し、コットン・バックとあわせ 

たブックスタート・パックを、９５１組の赤ちゃんと保護者の方に   ブックスタートの様子とボランティア 

手渡しました。 

 

(11)  各種講座・行事の開催とボランティア活動（平成２２年度実績）  

〇 こどもの読書週間行事 ４月 

〇 読書感想画展    ４月～６月 

〇 教科書展示会    ６月～７月   

〇 夏休み理科講座   ８月上旬  

〇 図書館まつり（読書週間関連） １０月～１１月 

  ・本のリサイクル市 （瀬戸蔵多目的ホール）  

 ・子ども一日司書   

 ・講演会（絵本講座） 

 ・ボランティアグループ リレー読み聞かせ 

 ・キッズルーム 

 ・おはなし会   

 ・ミニコンサート（友の会） 

   ○ 土曜おはなし会（ボランティアグループ おはなし         キッズルームでおはなし会  

     ぶらんこ） 毎月第１土曜日午後  

○ 土曜おはなし会と映画会（ボランティアグループ      

おはなしたんぽぽの会） 毎月第２土曜日午後    

   ○ 読み聞かせ（職員・ボランティアグループ おはなしたまてばこ他） 毎週火・木・金曜日午前     

   ○ キッズルーム開設（テーマ設定、集会室） 年４回各１０日間程度        

 

(12)  パルティせと情報ライブラリー 

平成１７年のパルティせとオープン当初は、図書館並びに大学コンソーシアム加盟図書館（愛工大、

金城大、名学大、名産大、南山大）の予約図書の貸出･返却と雑誌・新聞の閲覧、著作権処理済の館内映像

配信やインターネット検索用として４台のパソコンを設置して情報提供を行っていました。 

平成１９年１２月からは映像配信をやめ、利用登録や予約などに加えて図書約１０,０００冊を配架し、 

      分室としての機能をより強化しました。また、平成２１年度からは雑誌の貸出も開始しました。なお、視聴 

覚ライブラリーの機材・教材の貸出も行っています。 
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(13） 地域図書館 

平成１８年１０月、品野台小学校メディアルーム内に地域図書館『宝島』を皮切りに、平成２０年１０

月に光陵中学校、平成２１年１０月に西陵小学校、平成２２年１０月に水野小学校、平成２３年１０月に

は東山小学校の学校図書館を地域図書館として開設しました。 

開館日時は土・日･祝日の午前１０時から午後３時まで、図書館サポーターと協働で運営しています。

２３年度の貸出冊数は４５，８２５冊となり、前年度より大きく増加しています。 

また、平成２３年度より学校図書館へ司書を派遣し、子どもの読書活動の推進と、学校との連携に努め

ています。 

今後は、学校等の施設環境・準備が整い次第、順次地域図書館を増やしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        地域図書館での図書館サポーターによる受付 

 

 

地域図書館での図書館サポーターによる講座 



 

 

Ⅶ 視聴覚ライブラリー 
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１  視聴覚ライブラリー活動 

 

(1) 基本方針 

学校教育及び社会教育に関わる団体がその活動のために必要とする視聴覚教材・機器を整備充実さ

せ、団体利用者の求めに応じてこれを提供します。 

 

(2) 重点目標 

① 視聴覚機器及び教材の整備・充実を行う。  

② 地元の文化を視聴覚資料として収集保存する。 

③ 視聴覚機器の操作技術者の育成を行う。 

 

(3) 施 設 

所在地  栄町４５番地 「パルティせと」３階 情報ライブラリー 

（事務局）   東松山町１番地の２  瀬戸市立視聴覚ライブラリー 

(4) 利用案内 

開館時間及び休館日  午前９時～午後９時３０分 年末年始（１２月２８日から翌年の１月４日 

まで） 

利 用 対 象           市内の学校教育・社会教育等の団体 

 

(5) 瀬戸市立視聴覚ライブラリー運営委員会 

市内の学校教育関係者及び社会教育関係者の中から１０名の運営委員を教育委員会が任命し、視聴

覚ライブラリーの事業について諮問・助言・指導を行うために年３回開催され、事業計画ならびに予

算執行について助言・指導する。 

 

瀬戸市立視聴覚ライブラリー運営委員会名簿 

                    平成２４年７月１日現在 

氏 名 所 属 団 体 所属団体役職名 

◎ 矢 野  桂 子 瀬戸市公民館協議会 副 会 長 

  小 原  精 司 瀬戸市公民館協議会 会 計 監 査 

○ 高 垣 俊 治 瀬戸市小中学校長会 視聴覚教育委員 

河 路  久 瀬戸市小中学校視聴覚教育研究会 副 会 長 

若 松 みどり 瀬戸市地域婦人団体連絡協議会 会    計 

廣 川 清 子 瀬戸市社会福祉協議会 主   事 

日比野須和子 瀬戸市子ども会連絡協議会 常 任 理 事 

大 島  泰 子 愛知県私立幼稚園連盟旭瀬戸支部 支 部 長 

  河 村 伸 也 瀬戸市消防本部 消 防 司 令 

井 上 和 子 瀬戸市保育施設代表者 水南保育園園長 

◎は委員長  ○は副委員長   
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(6) 視聴覚機材・教材保有状況（平成２３年度末） 

 

(7) 利用状況（平成２３年度） 

 

 

 

機 材      台 数     教 材      保 有 数     

１６ミリ映写機 １台 １６ミリフィルム   ８３本 

  ポータブル VTR ２台 学校教育用ビデオ・ＤＶＤ ５４１本 

スライド映写機 ３台 社会教育用ビデオ・ＤＶＤ ５２９本 

ＯＨＰ 

ＯＨＣ 

２台 

１台 

スクリーン ８本 

ビデオ編集器 １台 

液晶ビジョン ４台 

ＰＣコンバーター １台 

機 材         回  数 教 材        回  数 

１６ミリ映写機  ３回 １６ミリフィルム（社教用）     ２０回 

液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ ３９回 ビデオテープ・ＤＶＤ   ２３３回 

スライド映写機     ３回 

ビデオ編集機  ９回 

スクリーン     ６回 

ＯＨＰ・ＯＨＣ     ８回 



 

 

Ⅷ 学 校 給 食 
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１ 学校給食の方針 

(1) 基本方針 

栄養バランスのとれた安全でおいしい食事を提供するとともに、学校給食を通じて望ましい食生

活習慣の形成や好ましい人間関係を体得すること。 

(2) 重点目標 

①  適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

②  日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断を培

い、望ましい食習慣を養うこと。 

③  学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

④  食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及び自然を尊

重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

⑤ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を

重んずる態度を養うこと。 

⑥ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化について理解を深めること。 

⑦ 食料の生産、流通及び消費について正しい理解に導くこと。 

２ 学校給食の現況 

瀬戸市の学校給食は、センター方式(共同調理方式)と単独校方式(学校調理方式)とで実施して 

いる。 

   ❈ センター方式で行っている調理業務（全中学校と掛川小）は、平成１２年８月から、配膳業務

は、平成１４年４月から民間委託で実施している。 

   ❈ 単独校の調理業務も平成１５年４月から深川小、品野台小、平成１７年４月から長根小、幡山

東小、平成１８年４月から陶原小、平成１９年４月から效範小、原山小、平成２１年４月から東

山小、平成２２年４月から幡山西小、平成２３年４月から西陵小で実施され、合計１０校で民間

委託を実施している。 

学校給食センター調理風景 

 



 

(1)学校給食の業務の流れ                       
                                                           栄養職員                   

                                                           調理業者                   
 

                                          給食主任     給食主任   

                                          ｾﾝﾀｰ職員     ｾﾝﾀｰ職員  

委託業者打合会 

 
   

                                栄養職員     栄養職員     栄養職員 

           栄養職員                 給食会職員    給食会職員    給食会職員   納入業者 セ ン ター 
 

 

  
  

→ 
  

 
  

→ 
  → 

 

  
→ 

  

 

  

 
 献立原案作成 

 
 献立打合会 

 
 献立委員会 

 
 物資選定委員会 

 
 物資発注 

 
 一般物資納入  

  → 

 

→ → →    
 → 

  
→ 

   

  単 独 校  

  
 調理員打合会 

     
           栄養教諭、栄養職員     校 長      校 長     栄養教諭、栄養職員  納入業者      

    給食主任     給食主任     給食会職員               
 
                               栄養教諭、栄養職員  ｾﾝﾀｰ職員     ｾﾝﾀｰ職員                             

                                 各校調理員  栄養教諭、栄養職員 栄養教諭、栄養職員                       

                                          調理員      調理員                            

                                          給食会職員    給食会職員                          

                                                                                 

   

                                                                                 

  

   

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

 

  

セ ン ター   物資検収   調理業務   給食配送   ｾﾝﾀｰ校配膳室   配膳業務   教 室   回収作業   各階配膳室   回収業務           
 

               給食会職員  委託業者   委託業者         委託業者      教員・児童生徒      委託業者 

                                                                               

                                                   

                                                                                

  

           

            物資納入 

  
               

 

 物資納入 

  

→ 

  

→ 

   

 基本物資（パン・ご飯・牛乳）   回収運搬   洗浄業務   廃棄物回収  
  

  

                     納入業者                           委託業者    委託業者   委託業者             

                                                                                  

  

  

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

  

→ 

   

  単 独 校 

      

  物資検収   調理業務   配膳業務   教 室   回収作業   各階配膳室   回収業務   洗浄業務   廃棄物処理            

               調理員（委託業者）            教員・児童生徒       調理員（委託業者） 

6
2 
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(2)  センター校及び単独校一覧                    平成２４年５月現在 

センター校 ９校 
水無瀬中学校、祖東中学校、南山中学校、本山中学校、幡山中学校 

品野中学校、光陵中学校、水野中学校、掛川小学校 

単 独 校 ２０校 

陶原小学校、深川小学校、祖母懐小学校、道泉小学校、效範小学校、 

東明小学校、古瀬戸小学校、水野小学校、水南小学校、幡山東小学校、 

幡山西小学校、下品野小学校、品野台小学校、長根小学校、原山小学

校、東山小学校、萩山小学校、八幡小学校、西陵小学校、養護学校 

 

(3) 学校給食実施状況 

① 実 施 食 数  単独調理校 （小学校１９校、養護学校１校   ７，８８１食） 

          給食センター（小学校１校・中学校８校     ３，９３６食） 

② 実 施 回 数  １９２回（学校行事により異なる。） 

③ 給食の形態  完全給食で週５回給食を実施している。 

ア 主 食 

     ご は ん 週４回  月２回の自校炊飯と委託炊飯の併用（精米「あいちのかおり SBL」） 

          自校炊飯 五目ごはん・ピラフ・チャーハン・とりめし・瀬戸のゴモ等 

          委託炊飯 白ごはん・麦ごはん・わかめごはん・発芽玄米ごはん・枝豆ごは

ん・さつまいもごはん 

     パ  ン 週１回  ミルクロールパン・クロスロールパン・米粉パン・スライスパン・

黒ロールパン・レーズンロールパン等 

     ソフト麺 月１回 ソフトスパゲティ式麺 

イ 牛  乳   ２００ｍℓ （瓶入り） 

ウ 副  食   主菜・副菜・添え物（果物・ヨーグルト・のりの佃煮・ゼリー等） 

 

(4) 使用食器；強化磁器食器 

単  独  校   平成元年度から、従来のアルマイト食器を順次、強化磁器食器に切り替え、

平成５年度には全校導入している。 

センター校   平成１０年度から使用を開始した。 

※ 強化磁器食器導入のため、施設設備の改修を９、１０年度継続事業で実施した。 
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(5) 給食費の内訳 

給食費は、１食当たり小学校２４０円・中学校２８０円。 

学校給食の形態                             平成２４年４月現在 

学校別 給食の形態 

主 食 牛 乳 副食・その他 

給食費 

規格  価格  規格 価格   価 格 

小学校 

パンの場合 50ｇ 50.88円  200ｍℓ  46.45円 142.67円 

240円 米飯の場合 70ｇ 51.82円  200ｍℓ  46.45円 141.73円 

ソフト麺の場合 70ｇ 43.98円  200ｍℓ  46.45円 149.57円 

中学校 

パンの場合 70ｇ 60.71円 200ｍℓ  46.45円 172.84円 

280円 米飯の場合 100ｇ 62.01円  200ｍℓ  46.45円 171.54円 

ソフト麺の場合 120ｇ 53.74円  200ｍℓ  46.45円 179.81円 

 

(6) 栄養摂取状況 

摂取基準値と摂取量及び充足率                     平成２３年度年間平均 

区 分 

エネルギ

ー 

(kcal) 

蛋白質 

 

(g) 

脂  肪 

 

(g) 

カ ル シ

ウム 

(mg) 

鉄 

 

(mg) 

ビ タ ミ ン  
 

食  物 

繊  維    

（g） 

  
食  塩 

相当量

（g） Ａ          

(μg) 

Ｂ１ 

(mg) 

Ｂ２ 

(mg) 

Ｃ 

(mg) 

小 

 

学 

 

校 

摂取基準値 660 20.0 
25 ～

30％ 
350 3.0 140 0.40 0.50 23 6.0 2.5 

単 

独

校 

摂取量 661 26.7  22.7 356 2.8 376 0.61 0.55 23 4.0 2.7 

充足率 

（％） 
 100  134   103 102 93 269 153 110 100 67 108 

掛 

 

川 

摂取量 704 29.4 24.1 365 3.1 380 0.67 0.58 24 3.9 2.9 

充足率 

（％） 
107 147   110 104   103 271 168 116 104 65 116 

中

学

校 

摂取基準値 850   28.0 
25 ～

30％ 
420 4.0 210 0.60 0.60 33 7.5 3.0 

摂 取 量 851  34.2 28.0 420 4.0 445 0.81 0.64 29 4.9 3.2 

充足率(％)   100  122    99 100  100 212 135 107 88 65 107 

                                  (アンダーラインの部分が未充足) 
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(7)  おいしく楽しく食事をするための取り組み 

① 食材の安全性の確保を図る。 

国産のものを努めて使用し、遺伝子組み替え食品や食品添加物の入った食品は極力使用しない。 

真空冷却機等の導入を行い、衛生面の向上を図る。 

② 家庭へ｢給食だより｣の配布、一般家庭から募集した献立の導入、ＰＴＡ試食会の実施、敬老会を含む

地域全体との交流会等の開催を図る。 

③ 空き教室をランチルームとして活用し、食事環境の改善を図る。（バイキング方式、異学年との交流

会）学校給食を通じて、学校と家庭及び地域との連携を図る。 

④ 調理機器等の充実により、献立内容の多様化を図る。（コンビオーブンの導入等） 

 

<バイキング風景> 

 

 



 

 

資   料 
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１ 沿  革 

  

和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

S.27 1952 4. 1 

6.16 

 

7.23 

10. 5 

11. 1 

 

戦後っ子初の入学式 

中央公民館（深川小校舎改造） 

設立、図書館を移転し併設開館 

南山中学校校舎 2棟焼失 

県・市教育委員選挙 

瀬戸市教育委員会発足（庶務課

長山田栄教育長代行） 

4.16 

3.― 

瀬戸市保健所竣工 

水北保育園開園 

28 1953 1. 3 

1.― 

1.― 

7.― 

初代教育長 伊藤一雄就任 

各小学校区に地区公民館を設置 

成人式開催(旧成人祭を改称) 

深川小学校 プール竣工 

 

2.― 

4.28 

 

7.― 

8.15 

11.16 

赤津保育園開園 

上品野町で大火 13軒全焼、4軒

半焼 

上品野保育園開園 

水南保育園苗場町開園 

瀬戸医師会が当直制を開始 

29 1954   4. 1 

6.― 

7. 1 

 

8.13 

市営公益質屋開業 

幡山東・幡山西保育園開園 

瀬戸市及び品野町自治警を廃

し、国家地方警察として再出発 

瀬戸青年会議所できる 

30 1955   2.11 

 

5.28 

9.29 

幡山村合併（合併時幡山村人口

5,313人、戸数 1,044戸） 

八王子保育園開園 

瀬戸市青少年問題協議会発足 

31 1956 6.― 

 

10. 1 

陶原小学校に瀬戸教科書センタ

ー設置 

教育委員任命制により発足 

6. 1 

9.― 

瀬戸市青年団体協議会結成 

古瀬戸保育園開園 

32 1957 3.12 

6. 1 

市史編さん委員委嘱 

第 2代教育長 相原邦雄就任 

8. 8 

 

11. 1 

泉町に集中豪雨による山崩れ発

生 22名死亡、品野町にも被害 

市役所庁舎蔵所町から現在地へ

移転竣工 

33 1958   8.10 第 1回瀬戸市青年大会 

34 1959 1.16 

 

 

8. 4 

9. 1 

 

下半田川の「木造阿彌陀如来立

像、十一面観音菩薩立像」を県

文化財に指定 

瀬戸市立小学校管理規則施行 

水無瀬中学校で市内中学校最初

の校舎、鉄筋化が始まる 

4. 1 

 

9.26 

10. 1 

10.10 

品野町合併（合併時品野人口 

9,313人、戸数 1,809戸） 

伊勢湾台風 

市制 30 周年 

市民会館竣工 

35 1960 4. 1 

 

5.― 

 

7.15 

陶原小学校に特殊学級（2学級）

設置 

雪の聖母修道院・幼稚園創立開

園（私立） 

市営共栄プール竣工 

  

36 1961 3.31 

 

4. 1 

義務教育諸学校の教科用図書の

無償に関する法律公布 

小学校、新学習指導要領に基づ

く教育実施 

 

2. 3 

 

7.― 

12. 6 

北保育園に市内はじめての鉄筋

園舎竣工 

小児マヒ予防生ワク第一回投与 

国鉄岡多線起工式 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

S.37 1962 4. 1 中学校、新学習指導要領に基づ

く教育実施 

1.15 

 

10.25 

12.20 

愛知用水利用の県営水道から市

営水道が受水開始 

消防庁舎竣工（末広町 1） 

瀬戸市開発公社許可 

38 1963 3.22 

 

4. 1 

9. 3 

道泉小学校の小学校初の全鉄筋

化校舎竣工 

聖カピタニオ女子高等学校開校 

市内各中学校でミルク給食開始 

5. 1 

8.31 

加藤繁太郎市長就任 

勤労会館竣工 

39 1964 4. 1 

7.14 

 

12. 8 

教科用図書の無料給付開始 

幡山中学校に中学校初のプール

竣工 

瀬戸文化財保存会発足 

4. 1 

6.20 

10. 1 

瀬戸歯科医師会当直制を開始 

瀬戸准看護婦学校校舎竣工 

こうはん保育園開園 

40 1965 4. 1 

10. 1 

瀬戸ひなご幼稚園開園（私立） 

祖母懐小学校、祖母懐町から移

転改築 

5. 5 瀬戸市社会福祉会館竣工 

41 1966 3.27 

4. 1 

7.10 

祖母懐公民館全焼 

長根小学校創立開校 

図書館、東大演習林学生宿舎を

改築し現在地へ移転 

12.― 清掃センター竣工 

42 1967 4.― 

 

6.20 

名古屋学院大学瀬戸学舎新築、

教養部移転（S.43.4全学移転） 

「瀬戸市史陶磁史篇三」刊行 

5.24 

12. 7 

商工会館竣工 

市営上水道赤津浄水場竣工 

43 1968 3.30 

10. 1 

マリア幼稚園開園（私立） 

第 3代教育長 松浦正雄就任 

1. 8 市営水野団地分譲受付開始（さ

つき台） 

44 1969 3.31 

8.15 

9.― 

中央公民館宮脇町に新築移転 

「瀬戸市史陶磁史篇一」刊行 

陶原小学校、熊野町から移転改

築 

5.24 

 

10. 1 

市の木に「くろがねもち」を選

定 

市営上水道白岩浄水場竣工 

市制 40 周年 

45 1970 3.31 

4. 1 

 

 

 

10. 1 

11. 1 

図書館移転改築 

原山小学校創立開校 

真貴幼稚園開園（私立） 

私立聖霊学園（中・高・短）名

古屋より現地へ移転 

瀬戸市スポーツ施設条例施行 

市民公園野球場、バレーボール

コート竣工 

3.27 

4. 1 

 

8.13 

県営菱野団地入居開始（原山台） 

八王子保育園を今村保育園に改

称し移転改築 

瀬戸市青少年育成市民会館発足 

46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1971 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.19 

 

2.― 

 

4. 1 

 

 

 

5.11 

 

6. 3 

 

6.14 

南山中学校に中学校初の屋内運

動場竣工 

品野中学校、品野町から移転改

築 

教育委員会事務局に体育課設置 

瀬戸市学校給食センター条例施

行 

第一学校給食センター竣工 

交通児童遊園（市民公園内）オ

ープン 

「自動車文庫せと号」巡回始ま

る 

全中学校で学校給食始まる 

2. 1 

4. 7 

 

 

4. 8 

10.20 

 

瀬戸市窯業技術センター竣工 

窯業専修職業訓練校（現県立窯

業高等技術専門校）尾張旭市よ

り移転竣工 

瀬戸警察署新庁舎竣工 

市内で初の大気汚染測定局陶原

町 5丁目に竣工 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

S.46 

 

 

 

1971 

 

 

 

6.20 

7.13 

 

10. 8 

市民公園プール竣工 

小長曽陶器窯跡（東白坂町）が

国の文化財に指定 

長根小学校に小学校初の屋内運

動場竣工 

47 1972 4. 1 

8. 1 

11.10 

東山小学校創立開校 

宿日直制度廃止（学校無人化） 

市民公園武道館、弓道場竣工 

4. 1 

 

 

 

 

 

8. 5 

9. 1 

9.26 

上品野保育園を品野東保育園に

改称し移転改築 

東海自然歩道足助～定光寺間オ

ープン 

下品野保育園を品野西保育園に

改称 

新消防庁舎竣工（苗場町） 

市役所増築工事竣工 

人口 10 万人突破（県下 8番目） 

48 1973 4. 1 

 

 

5.28 

10.31 

萩山小学校・光陵中学校創立開

校 

菱野幼稚園開園（私立） 

品野東公民館竣工 

市民公園陸上競技場竣工 

4. 1 

6. 1 

 

9.29 

10. 1 

 

12.21 

みずの保育園開園 

勤労青少年ホームオープン 

瀬戸市少年センター発足 

瀬戸市基本構想議決 

ふたば保育園開園（市内で初の

乳児保育） 

市営宮川駐車場竣工 

49 1974 2.18 

 

 

3.30 

4. 1 

 

 

 

 

 

 

5.26 

 

5.29 

8. 1 

 

9. 1 

10. 1 

「瀬戸の陶磁器の生産用具およ

び製品 3,943点」が国の重要民

俗資料に指定 

西陵公民館竣工 

教育委員会事務局に教育次長を

置く 

瀬戸南高等学校開校（瀬戸窯業

高等学校定時制から分離併置独

立校となる） 

瀬戸公園の六角陶碑（陶祖碑）

を市の文化財に指定（第 1号） 

幡山東小学校、山口字田中から

移転改築 

品野公民館竣工 

瀬戸市立視聴覚ライブリー設置

条例施行 

八幡小学校創立開校 

市民公園テニスコート竣工 

3. 1 

4. 1 

 

5.12 

5.29 

 

8.28 

12. 3 

瀬戸市土地開発公社発足 

瀬戸旭准看護学院創立開校 

原山・こうはん南保育園開園 

老人憩いの家オープン 

蛇ヶ洞浄水場竣工 

品野支所新庁舎竣工 

晴丘センター竣工 

県労働者研修センター竣工 

50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1975 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.27 

4. 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

道泉公民館竣工 

西陵小学校創立開校 

はちまん幼稚園開園（私立） 

上品野小学校を品野台小学校と

校名変更し移転改築 

第二学校給食センター竣工 

水野小・水南小・東山小・西陵

小・水無瀬中・南山中の 6校へ 

配送 

 

11.17 瀬戸郵便局新局舎竣工 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

S.50 

 

 

1975 

 

 

4. 1 

 

7.21 

 

10.15 

幡山東小・品野台小は第 1 学校

給食センター校となる 

一里塚町の「本業窯」を市の文

化財に指定 

瀬戸市歴史民俗資料館竣工 

51 

 

 

1976 

 

 

5. 1 

 

9.10 

西本地町の「本地大塚古墳」を

市の文化財に指定 

瀬戸市学校体育施設スポーツ開

放に関する規則施行 

4. 1 

 

4. 9 

5. 5 

 

5. 6 

 

6. 1 

ぽっぽ・萩山保育園開園 

のぞみ学園開園 

瀬戸市友好訪中団中国訪問 

自然児童遊園（ねむの森）オー

プン 

瀬戸市西部コミュニティセンタ

ー利用開始 

公共職業安定所新庁舎竣工 

52 1977 3.23 

 

 

 

 

3.30 

4. 1 

11. 3 

長根公民館竣工 

第 4代教育長 加藤朋也就任 

教育委員会事務局に学校給食課

を設置 

瀬戸幼稚園開園（私立） 

水野公民館竣工 

下品野小学校単独給食開始 

下品野小学校（中規模校）昭和

52 年度学校保健特別優秀賞を

受賞し、健康日本一となる 

3.30 

3.31 

 

4. 1 

10.10 

水野支所新庁舎竣工 

幡山、水野、品野の農協合併し

瀬戸市農業協同組合となる 

ひかり保育園開園 

第 1回せと市民祭 

53 1978 3.― 

 

4. 1 

 

11. 1 

 

12.11 

本山中学校、西印所町から移転

改築 

県立瀬戸西高等学校創立開校 

水南小学校単独給食開始 

「信長の制礼」を市の文化財に

指定（第 4号） 

幡山公民館竣工 

4. 1 

4.19 

 

6. 1 

8.20 

12.11 

八幡保育園開園 

第 2 次瀬戸市友好訪中団中国訪

問 

県陶磁資料館南館オープン 

名鉄瀬戸線栄乗入れ 

幡山支所新庁舎竣工 

54 1979 3.15 

4. 1 

 

 

4.27 

5. 2 

 

7.― 

瀬戸市体育館竣工 

市学校事務員、学校より引きあ

げ始まる 

メールカー運行開始 

水南公民館竣工 

市民公園野球場ナイター設備使

用開始 

4 つの小学校でプール完成（下

品野、陶原、道泉、幡山東） 

東明小学校に屋内運動場竣工 

4. 1 

5.21 

10. 1 

 

 

10. 9 

― 

品野南保育園開園 

市の花に「つばき」を選定 

市制 50 周年、市民憲章制定タイ

ムカプセルの埋設 

記念誌「瀬戸」刊行 

景徳鎮市陶瓷友好訪問団来瀬 

国際児童年 

55 1980 3.31 

4. 1 

幡山中学校に屋内運動場竣工 

第 5代教育長 加藤春夫就任 

水野中学校創立開校 

古瀬戸・山口公民館竣工 

窯神グランド竣工 

自動車文庫「せと号」2 世が瀬

戸ライオンズクラブより寄贈さ

れる（外架式書架 2,000冊） 

水野小学校単独給食開始 

4. 1 

6.26 

幡山南保育園開園 

赤十字希望の家にべトナム難民

入所 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

S.56 1981 3.― 

3.31 

4. 1 

 

 

 

5. 1 

 

9.30 

10.21 

東明・效範公民館竣工 

「瀬戸市史陶磁史篇二」刊行 

学校教育課・社会教育課に専任

課長配置、社会教育課を中央公

民館へ移す 

幡山東小学校単独給食開始 

学校給食に週 2 回米飯をとりい

れる 

陶祖グランド竣工 

掛川小学校移転用地の造成工事

起工 

― 国際障害者年 

57 1982 1.12 

4. 1 

祖母懐公民館竣工 

西陵小学校単独給食開始 

3.20 

10. 4 

品野西保育園新園舎竣工 

文化センターオープン 

58 1983 3.20 

3.24 

3.26 

4. 1 

6. 1 

 

8.― 

瀬戸市第二体育館竣工 

深川公民館竣工 

掛川小学校移転改築 

学校教育課に指導主事 3名配置 

定光寺の「直入橋」を市の文化

財に指定 

県民大学中央講座（8月 13日～

9月 10日市民会館） 

3.30 

8. 1 

11.15 

古瀬戸保育園改築 

全国高校総体愛知県で開催 

シルバー人材センター設立 

59 1984 3.14 

3.30 

 

 

4. 1 

5.11 

 

5.20 

 

 

 

12.21 

東公園グランド竣工 

加藤作助氏の「陶芸・織部、黄

瀬戸、御深井焼」が県の文化財

に指定 

県立瀬戸北高等学校開校 

下半田川町に本市初の周辺地区

小規模集会所竣工 

陶原小学校、昭和 58年度全日本

学校環境緑化コンクール特選

（文部大臣賞）を受賞し、緑化

日本一となる 

東公園に全天候型テニスコート

竣工 

― 

6.18 

11. 3 

 

12.20 

国際婦人年 

尾張東地方卸売市場開場 

県陶磁資料館で上海博物館所蔵

「中国歴代陶磁展」開催 

「第 3 次瀬戸市総合計画基本構

想」議決 

60 1985 3. 1 

 

3. 5 

 

 

 

5. 1 

「瀬戸市史資料編一 村絵図」刊

行 

幡山中学校に初の柔剣道場竣工 

原山公民館竣工 

瀬戸南高等学校を廃止し瀬戸窯

業高等学校定時制となる 

片草町の「石造薬師如来坐像・

石造地蔵菩薩立像」を市の文化

財に指定 

掛川小学校プール竣工（市内全

小学校にプール設置となる） 

定光寺野外活動センター竣工 

第 1回瀬戸国際青年交流会 

 

 

― 

9.18 

11.28 

12.23 

国際青年年 

陶生病院改築高層病棟完成 

瀬戸少年院全面改築 

市議会議員定数削減条例（36人

→30人）可決 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

S.61 

 

 

 

 

1986 

 

 

 

 

1.10 

2.19 

 

3.15 

3.15 

4. 1 

9.25 

 

10. 9 

道泉小学校に屋内運動場竣工 

祖東中学校・南山中学校に柔剣

道場竣工 

萩山公民館竣工 

「瀬戸市史資料編二 自然」刊行 

教育相談室開設 

定光寺野外活動センター市民憲

章碑竣工 

市民公園陸上競技場に炬火台竣

工 

― 

3.25 

 

5.10 

9. 5 

 

 

12. 2 

 

 

国際平和年 

養護老人ホーム「陶寿荘」全面

改築 

瀬戸市文化協会設立 

陶生病院外来棟完成 

第 3 セクター愛知環状鉄道株式

会社設置 

県陶磁器工業共同組合の技術技

能研修センター竣工 

 

62 

 

 

 

 

 

 

1987 

 

 

 

 

 

 

1.14 

 

 

3.13 

 

3.24 

3.27 

 

4. 1 

4.18 

 

 

 

 

5. 7 

 

7.11 

11. 3 

掛川小学校に屋内運動場竣工 

（市内全小中学校に屋内運動場

設置となる） 

南公園グランド竣工（ナイター

施設完備） 

八幡公民館竣工 

水無瀬中学校・本山中学校に柔

剣道場竣工 

図書館電算システム稼働 

加藤英一氏の「陶芸・掻き落し

技法」、栗木伎茶夫氏の「陶芸・

赤絵技法」、水野双鶴氏の「陶

芸・練り込み技法」を市の文化

財に指定 

定光寺野外活動センターにトリ

ム施設竣工 

市民公園に噴水広場竣工 

万葉歌碑が図書館の前庭に建立 

― 

2.23 

5. 1 

10. 4 

国際居住年 

瀬戸市施設管理協会設立 

井上博通市長就任 

陶生病院全面改築完成 

63 1988 3. 2 

 

4. 1 

 

 

 

 

 

4.20 

10. 1 

水野中学校柔剣道場・プール竣

工 

公民館事務協力員を 18 館に配

置 

視聴覚ライブラリーが中央公民

館より図書館に移転併設される

地区公民館 18館において、図書

の貸出始まる 

下品野公民館竣工 

私立高等学校授業料補助始まる 

1.31 

2.17 

7.28 

 

10. 1 

愛知環状鉄道開業 

瀬戸市クリーンセンター竣工 

瀬戸市活性化ビジョン「瀬戸・

いきいきビジョン 21」策定 

市のシンボルマーク・ロゴタイ

プ選定 

64 1989   1. 7 昭和天皇崩御 

H.元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1989 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.10 

 

1.31 

3.29 

 

4. 1 

4.11 

7.10 

 

 

陶磁器食器を使った給食、道泉、

東明小学校で試行始まる 

埋蔵文化財収蔵施設竣工 

品野中学校柔剣道場・特別教室

竣工 

事務局に文化財課を新設 

南山中学校プール竣工 

水無瀬中学校プール竣工 

 

 

1. 8 

4.26 

8. 1 

10. 1 

10.14 

元号を平成と改元 

中小企業大学校瀬戸校が開校 

八幡池魚つり場オープン 

市制 60 周年 

消防署東分署（品野町１丁目）

完成 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.元 

 

1989 8. 1 外国人英語指導助手招致 

（ジェニファー・ニカーソン） 

2 1990 3.29 

 

3.31 

4. 1 

4. 8 

 

 

6.29 

6.30 

 

8. 1 

 

9. 1 

 

11.30 

光陵中学校柔剣道場・プール竣

工 

「瀬戸のことば」刊行 

第 6代教育長 加藤浩松就任 

自動車文庫「せと号」3 世が瀬

戸ライオンズクラブより寄贈さ

れる（内外書架式 2,500冊） 

三国高原集会所竣工 

祖東中学校プール竣工 

品野中学校プール竣工 

外国人英語指導助手招致 

（ポール・マッカーシー） 

学校給食に陶磁器食器を古瀬戸

小・下品野小に導入 

品野中学校コンピュータ室設置 

3. 3 

4. 2 

 

4.18 

5.11 

消防緊急情報システム稼働 

総合行政情報システム(SERA)稼

働 

高齢者生きがい活動施設完成 

尾張東部衛生組合（晴丘センタ

ー）の粗大ゴミ処理施設稼働 

3 

 

 

 

 

1991 

 

 

 

 

1.25 

 

1.28 

 

3.25 

 

4. 1 

5.24 

8. 1 

 

 

9. 1 

 

9. 9 

 

9.21 

10.25 

 

11. 1 

加藤舜陶氏の「陶芸・灰釉技法」

を市の文化財に指定 

瀬戸生涯学習基本構想策定調査

委員会設置 

「瀬戸市近世文書集 第 1 集」

刊行 

事務局に国体準備室を新設 

定光寺町民会館竣工 

外国人英語指導助手招致 

（ローナ・ドゥーハースト） 

（バンクス・キャメロン） 

学校給食に陶磁器食器を陶原

小・水南小・祖母懐小に導入 

水無瀬中学校・南山中学校・本

山中学校コンピュータ室整備 

臨時学校休業日を設定 

「瀬戸市近世文書集 第 2 集」

刊行 

深川公民館増築 

2.13 

 

2.27 

3. 5 

3.19 

7.20 

9.20 

瀬戸川文化プロムナードシンポ

ジウム開催 

赤重集会所完成 

消防署南分署（南山口町）完成 

今村橋開通 

川端歩道橋完成 

市のイメージソング「夢ひと

つ・愛ひとつ」発表 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.21 

 

 

2.28 

 

3.27 

3.30 

3.31 

 

4. 1 

 

6.― 

 

落合町の神明社「石燈籠」・水北

町地内の「石樋」、市の文化財に

指定 

定光寺の「御深井釉唐草文双耳

水甕」が県の文化財に指定 

效範公民館増築 

北グランド完成 

「瀬戸市近世文書集 第 3 集」

刊行 

財団法人 瀬戸市埋蔵文化財セ

ンター発足（白山町 1-46） 

瀬戸市生涯学習基本構想策定 

 

3.31 

 

4. 1 

4. 8 

 

4.15 

7.24 

9.18 

10. 1 

10.31 

晴丘センターの新ごみ処理施設

が完成 

観光協会移転（栄町から山脇町） 

インフォメーションセンター完

成 

交通安全都市宣言 

山脇橋架け替え 

六古窯サミット開催 

住民記録管理システム稼働 

公立瀬戸旭看護専門学校校舎が

完成 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.4 1992 7.29 

 

9. 1 

 

9.12 

 

10.6 

 

外国人英語指導助手招致 

（モーリス・リチャード） 

学校給食に陶磁器食器を深川 

小・幡山東小・水野小に導入 

学校 5 日制がスタート（第 2 土

曜日学校休業日） 

祖東中学校・光陵中学校・水野

中学校コンピュータ室整備 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10 

 

2.19 

 

 

 

2.20 

 

3.11 

 

7.19 

 

9. 1 

 

 

9. 4 

9. 5 

9.30 

10. 8 

 

 

10.15 

11.19 

～ 

11.21 

12.20 

12.22 

「瀬戸市近世文書集 第 4 集」

刊行 

八幡町の八幡神社「石燈籠」・「石

造鳥居」、藤四郎町の「志野焼燈

籠」、上之山町の「宮地古墳群」

を市の文化財に指定 

瀬戸市民生涯学習フォーラム 

'93開催 

幡山中学校校舎増築竣工（コン

ピュータ室含む） 

外国人英語指導助手招致 

（フッド・クリストファー） 

学校給食に陶磁器食器を西陵

小・長根小・效範小・幡山西小

に導入 

歴史民俗資料館展示室改修 

光陵中学校図書館を開放 

「瀬戸市史陶磁史篇四」刊行 

水無瀬中学校ギャラリー整備 

下品野小学校和室ランチルーム

整備 

東明小学校校舎大規模改造工事 

 

わかしゃち国体（ﾘﾊｰｻﾙ大会） 

 

「瀬戸市史陶磁史篇五」刊行 

水野公民館増築 

4. 1 

4.21 

 

7.10 

9.11 

11. 1 

文化振興課を新設 

福祉保健センター（やすらぎ会

館）オープン 

週休 2日制スタート 

市民サービスセンターオープン 

新京橋・追分橋完成 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1994 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.18 

 

2.24 

 

3.18 

 

 

 

3.30 

 

4.― 

5.14 

5.23 

7.14 

古文書を市の文化財に指定(加

藤唐三郎家、加藤新右衛門家） 

「瀬戸市史陶磁史篇 4･5」刊行 

生涯学習市民講師リスト発行 

市指定無形文化財保持者「陶

芸・灰釉技法」の加藤舜陶氏が

県無形文化財「陶芸・灰釉系技

法」保持者に認定 

「瀬戸市近世文書集 第 5集」 

刊行 

公民館生涯学習委託事業開始 

水野小学校図書館を開放 

余裕教室等活用検討委員会設置 

幡山中学校プール竣工 

3.25 

 

4. 1 

6.14 

 

9.14 

11.― 

「第 4 次瀬戸市総合計画基本構

想」議決 

個人情報保護制度発足 

21 世紀万国博覧会基本構想ま

とまる 

景徳鎮陶瓷展開催 

瀬戸市健康の道完成 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.6 

 

1994 7.18 

7.27 

 

 

8. 1 

 

8.31 

 

9.30 

10.30 

～ 

11. 2 

12. 1 

 

12.18 

生涯学習推進連絡調整会議設置 

外国人英語指導助手招致 

（スチーブン・チャンピオン） 

（マヒュー・パー） 

図書館と県図書館とのオンライ

ン稼働 

中学校（2 校）管理諸室空調設

備整備 

祖東中学校校舎大規模改造工事 

わかしゃち国体開催 

（ウエイトリフティング） 

 

品野台小学校移転建設事業 

基本設計業務委託 

国際家族年講演会開催 

7 

 

 

 

1995 

 

 

2.13 

 

 

 

3. 4 

3.21 

4. 1 

 

 

 

6.15 

 

6.30 

 

9.29 

東洞町の「洞本業窯」、加藤靖彦

氏（陶芸・瀬戸染付技法）、水野

川の「目鼻石」を市の文化財に

指定 

’95せと女性のつどい開催 

子ども名作シアター開催 

学校 5日制（第 2・4土曜日学校

休業日） 

原山小・東山小単独給食開始 

同時に陶磁器食器を導入 

愛知県陶磁資料館収蔵「陶製五

輪塔」国の重要文化財に指定 

中学校（6校）管理諸室空調設備整備 

品野台小学校移転建設事業実施

設計業務委託 

1.17 阪神・淡路大震災発生 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1996 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.― 

 

2. 9 

 

 

3. 1 

3. 2 

3.31 

4. 1 

 

 

 

 

 

4.15 

 

7. 4 

 

ＳＥＴＯウィンディ vol.1発行 

（市民向け女性問題啓発冊子） 

巡間町大目神社の「石造鳥居」 

深川神社の「織部燈籠」を市の

文化財に指定 

図書館 50年誌発刊 

’96せと女性のつどい開催 

「近世の瀬戸」刊行 

第二学校給食センター第一学校

給食センターに統合 

第二学校給食センターを 8・9

年度 2か年継続事業で増改築 

萩山小・八幡小単独給食開始 

同時に陶磁器食器を導入 

水無瀬中学校校舎大規模改造設

計委託 

小学校（5 校）管理諸室空調設

備整備 

1.― 

5.18 

10.11 

市庁舎 5・6階増築 

瀬戸市斎苑完成 

景徳鎮市と友好提携 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.8 1996 7.27 

 

8. 8 

～ 

8.22 

10.11 

 

12.13 

 

12.25 

外国人英語指導助手招致 

（ペッツ・マヒュー） 

中学生国際交流事業 

（ニュージーランド中学生派

遣） 

図書館コンピューターシステム

更新（第 2次） 

瀬戸市立小・中学校通学区域問

題検討委員会設置 

品野台小学校移転建設（敷地造

成）工事着工 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1997 2.― 

 

2.14 

 

 

 

 

3. 1 

4. 1 

 

5. 8 

 

5.22 

 

6.19 

 

6.30 

 

7.30 

 

 

8.10 

～ 

8.18 

9.27 

～ 

10. 6 

11.18 

ＳＥＴＯウィンディ vol.2発行 

（市民向け女性問題啓発冊子） 

西郷町の「古窯」、歴史民俗資料

館収蔵「染付花唐草文大燈籠」、

五位塚町加藤糸美家の「窯屋証

文」、深川町法雲寺の「陶製梵鐘」

を市の文化財に指定 

’97せと女性のつどい開催 

外国人英語指導助手招致 

（スティーブン・ウォール） 

東山小学校プール等建設工事設

計業務委託 

水無瀬中学校校舎大規模改造工

事着工 

小学校（5 校）プール温水シャ

ワー改修工事 

小学校（5 校）管理諸室空調設

備整備 

外国人英語指導助手招致 

（カルバー・アニカ） 

（シード・カレン） 

中学生国際交流事業 

（中国景徳鎮市他派遣） 

 

中学生国際交流事業 

（ニュージーランド中学生受け

入れ） 

加藤釥氏の「陶芸・鉄釉技法」、

三社大明神社の「マルバタラヨ

ウ」を市の文化財に指定 

 

4.― 

4.23 

6.12 

やすらぎ会館増設 

瀬戸市国際センター設立 

2005 年国際博覧会瀬戸市開催

決定 

10 1998 2. 1 

 

2.28 

  3.― 

3.30 

 

3.30 

陶原・道泉・水野小学校にコン

ピュータ教室整備 

’98せと女性のつどい開催 

ＳＥＴＯウィンディ vol.3発行 

「瀬戸市近世文書集 第 6集」 

刊行  

「瀬戸市史陶磁史篇 6」刊行 

4.20 

 

 5.28 

～ 

 5.31 

6.― 

 10.28 

名誉市民に長江禄彌氏（彫刻家

で日本芸術員会員 

 

世界グラスアートの祭典開催 

 

「緑の基本計画」策定 

「新行政改革実施計画」策定 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1998 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4.― 

 

 

 

4. 1 

4. 1 

6.― 

 

 

 

7. 3 

～ 

7. 6 

7.29 

 

 

8. 6 

～ 

8.17 

9.― 

 

10.― 

11.20 

 

 

 

学校給食センター完成（日の出

町） 

センター校全校陶磁器食器を導

入 

学校教育課に指導主事 4名配置 

「瀬戸市史通史篇」編さん開始 

小学校（4 校）プール温水シャ

ワー改修工事 

小学校（4 校）管理諸室空調設

備整備 

中学生国際交流事業 

（中国景徳鎮市中学生受け入

れ） 

外国人英語指導助手招致 

（イアン・ウォーカー） 

（ウィンクリー・キャサリン） 

中学生国際交流事業 

（ニュージーランドへ中学生派

遣） 

図書館情報化・活性化推進モデ

ル地域として指定 

心の教室相談員配置 

加藤伸也氏「陶芸織部・黄瀬戸」、

歴史民俗資料館収蔵「染付花鳥

図蓋付大飾壺」を市の文化財に

指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 1999 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 1 

 

 

 

 

2.26 

3. 6 

3.― 

3.24 

 

 

 

4.― 

 

 

 

 

 

4. 1 

 

下品野小学校にコンピュータ教

室整備 

瀬戸市立小・中学校通学区域問

題検討委員会を瀬戸市立小中学

校適正配置等検討委員会に改称 

長根公民館増築 

’99せと女性のつどい開催 

ＳＥＴＯウィンディ VOL.4発行 

品野台小学校、上品野町内で移

転改築  市内で初めて、壁の 

仕切がないオープンスクールを 

導入 

学校給食課の事務を給食センタ

ーに移管 課を廃止 

オアシスメイト配置 

創造的人材育成事業 

ふるさと文化伝承事業 

日本語指導者派遣事業開始 

教育委員会事務局教育次長の職

名を教育部長に変更 

 

4. 1 

 

 

5. 1 

5.28 

 

9.30 

10. 1 

12. 6 

尾張旭、豊明、瀬戸、愛知東郷、

日進、長久手の農協が合併し、

あいち尾東農業協同組合となる 

増岡錦也市長就任 

新世紀工芸館「土夢創舎（トム 

ソーヤ）」がオープン 

陶生病院南棟増築工事完成 

市政 70 周年 

戸籍電算化事業（運用開始） 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1999 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 2 

6.― 

 

 

 

6. 1 

 

8. 7 

～ 

8.16 

9.29 

～ 

10. 3 

10. 1 

11.12 

 

 

11.― 

 

第 7代教育長 大澤義洋就任 

小学校（2 校）プール温水シャ

ワー改修工事 

小学校（3 校）管理諸室空調設

備整備 

品野台小学校にコンピュータ教

室整備 

中学生国際交流事業 

（中国景徳鎮市他へ 16 名の中

学生派遣） 

中学生国際交流事業 

（ニュージーランドから中学生

受け入れ） 

ジョンさんと森の生活体験実施 

定光寺の「祠堂帳」、深川神社の

「深川神社本殿」を市の文化財

に指定 

マルチメディア活用学校間連携

推進事業の地域として指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 1 

 

 

3.25 

 

3. 4 

3.― 

3.31 

 

 

 

 

4.― 

4.15 

 

6.― 

 

6.― 

 

7. 1 

 

8. 1 

 

8. 3 

 

 

 

特殊教育推進協議会研究発表会 

（愛知県教育委員会特殊教育推

進地区指定） 

小学校（9校）にコンピュータ 

教室整備 

2000せと女性のつどい開催 

ＳＥＴＯウィンディ VOL.5発行 

中学校（8 校）にコンピュータ

教室整備（更新） 

「瀬戸市近世文書集 第７集・ 

尾張藩山林支配と林奉行所」 

刊行 

特色ある学校づくり事業開始 

瀬戸市マルチメディア伝承工芸

館―瀬戸染付研修所―開館 

小学校 2 校プール温水シャワー

設置 

小学校 3 校管理諸室空調設備整

備 

中学生国際交流事業（中国景徳

鎮市の中学生受け入れ） 

学校給食センター調理業務委託 

実施 

中学生国際交流事業（ニュージ

ーランドへ 16名派遣） 

 

 

6.― 

 

 

7.― 

 

10. 1 

12.15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「瀬戸市環境基本計画」策定 

衆議院議員総選挙・最高裁判所

裁判官国民審査 

（仮称）「瀬戸市やきもの博物

館基本構想」策定 

第 17回国勢調査 

2005 年国際博覧会登録承認さ

れる 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H12 

 

 

 

 

 

 

 

2000 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 1 

 

 

 

10.― 

 

 

11. 1 

 

11.21 

 

小中学校 14 校警備業務委託開

始 

小学校（6校）にコンピュータ 

教室整備 

市民学びセミナー開始 

小中学校コンピュータ教室イン

ターネット接続 

男女共同参画に関する市民意識 

調査 

加藤釥氏の「陶芸・鉄釉技法」

県の文化財に指定 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2001 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 5 

 

 

 

2. 1 

 

2. 7 

 

  

  2.22 

 

3. 3 

～4 

3.31 

 

3.― 

4.― 

4.― 

4. 1 

5. 1 

 

6.― 

 

8.― 

8. 5 

 

 

10.31 

10.25 

 

11.― 

図書館ＢＤＳ（図書盗難防止装

置）導入 

図書館コンピュータシステム更

新（第 3次） 

図書館ホームページ開設 

同インターネット予約受付開始 

秋葉神社の「常夜燈」と「松本

茂助家文書」を市の文化財に指

定 

瀬戸市立小学校適正配置等協議

会設置（平成 13年に 8回開催） 

生涯学習フォーラム 2001 

 2001女性のつどい開催 

「瀬戸市史民俗調査報告書一  

幡山・今村地区」刊行 

ＳＥＴＯウィンディ VOL.6発行 

特色ある学校づくり事業 

学校評議員調査研究事業開始 

社会教育課を生涯学習課に改称 

小中学校(14 校)警備業務委託

開始 

小中学校(4 校)プール温水シャ

ワー設置 

図書館集会室増築 

中学生国際交流事業（中国へ 16

名派遣、ニュージーランドの中

学生受け入れ） 

原山小学校校舎大規模改造完成 

瀬戸の教育を創造する市民会議

設置(平成 13年に２回開催) 

生涯学習課ホームページ開設 

2.28 

  3.― 

 

3.― 

4. 1 

4.14 

6.23 

6.26 

6.30 

7.23 

 

7.29 

9. 1 

9.11 

10.26 

 

12. 3 

環境ＩＳＯ14001取得 

｢第４次瀬戸市総合計画改訂基

本計画｣策定 

「瀬戸市児童育成計画」策定 

瀬戸市情報公開条例施行 

尾張瀬戸駅新駅舎完成 

ＥＸＰＯ市民サロンオープン 

瀬戸市行政経営委員会発足 

瀬戸市地域イントラネット開通 

地上デジタル放送タワー誘致決

定 

第 19回参議院議員通常選挙 

無風庵の改築完成 

アメリカ同時多発テロ発生 

総務省テレトピア構想モデル地

域に指定 

2005 年日本国際博覧会基本計

画発表 

 

14 

 

 

 

 

 

 

2002 

 

 

 

 

 

 

1.15 

 

 

1.18 

 

 

 

第 9 回瀬戸市立小学校適正配置

等協議会開催（平成 14年に４回

開催） 

せとドリーム事業「宇宙飛行士

毛利さんと夢を語る会」開催 

(宇宙飛行士毛利衛さん、角野直

子さんが、子どもたちと宇宙の

2.18 

2.26 

 

3.― 

 

3.31 

4.― 

瀬戸市行政経営委員会答申 

尾張瀬戸駅再開発ビル基本設計

発表 

陶の路「暮らしっくストリート」 

「小狭間坂」完成 

北丘最終処分場完成 

完全学校週 5日制が始まる 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.14 

 

 

 

 

2002 

 

 

 

 

 

1.29 

 

 

3. 2 

3.― 

    ― 

 

 

3.― 

4. 1 

 

5.― 

7.― 

 

7.― 

 

8.30 

 

10.― 

 

12.― 

 

 

夢を語る) 

第 3 回瀬戸の教育を創造する市

民会議開催（平成 14年に 6回開

催予定） 

2002せと女性のつどい開催 

ＳＥＴＯウィンディ VOL.7発行 

市内各所でＩＴ講習会を開催

（H13.4～14.2）市民約 4,000

人が受講 

山口公民館増築 

学校給食配膳業務一部民間委託

化（1小学校・6中学校を委託） 

瀬戸市男女共同参画プラン策定 

「市立小学校適正配置等協議

会」より答申 

教育アンケート実施（対象：市

民・児童・生徒・教職員） 

「瀬戸市史民俗調査報告書二 

水野掛川地区」刊行 

水野中学校運動場の夜間照明の

完成によりスポーツ開放を開始 

絵本を通して親子のふれあいを

深めるブックスタート運動開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.― 

 

6. 6 

 

7. 4 

 

8. 5 

 

9.30 

10.12 

～20 

10.12 

10.17 

 

12.― 

 

「瀬戸市行政経営導入計画」策

定 

「瀬戸市デジタルリサーチパー

ク整備計画」素案発表 

「瀬戸市地域情報化計画」策定 

「瀬戸市母子保健計画」改訂版

策定 

陶祖公園「竹露庵」改築オープ

ン 

「瀬戸テレビ放送所（仮称）起

工式 

「瀬戸市市民活動促進基本施

策」策定 

住民基本台帳ネットワークシス

テム一部稼動 

市民会館閉館 

瀬戸市・リモージュ市産業交流

使節団訪仏 

第 26回せと市民祭 

「愛・地球博」起工式（愛知青

少年公園） 

市議会本会議のインターネット

中継開始 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 7 

 

 

 

 

 

2.15 

～2.16 

2.27 

 

 

 

3. 8 

3.27 

 

4.― 

 

 

4.― 

 

4.― 

 

 

 

 

「陶芸・灰釉技法」を市文化財

に指定し、その保持者として鈴

木八郎氏が認定され、「山口の

警固祭り」を市文化財に指定し、

その保持団体として「山口警固

保存会」が認定 

公民館 50周年記念フェスティ 

バル開催 

第 2 回せとドリーム事業「シド

ニーオリンピック金メダリスト

田村亮子選手と夢を語る会」開

催 

祖母懐公民館竣工式（2月移築） 

「瀬戸の教育を創造する市民会

議」より答申 

単独校学校給食一部民間委託化

の実施（深川小学校・品野台小 

学校） 

学校給食配膳業務委託化１中学

校追加実施（幡山中学校） 

定光寺野外活動センター敷地内

に展望塔完成 

 

 

 

2. 2 

3.― 

 

3.― 

3.10 

3.20 

3.21 

5.22 

 

6. 4 

 

 

6.11 

 

6.18 

 

7.14 

7.23 

 

8. 2 

 

8. 2 

 

 

 

愛知県知事選挙 

瀬戸市デジタルリサーチパーク

センター完成 

「いきいき瀬戸 21」策定 

尾張瀬戸総合改善事業竣工 

「瀬戸蔵」施設設計発表 

本郷橋開通 

瀬戸市デジタルリサーチパーク

センター竣工式 

瀬戸の歴史や文化、暮らしなど

を伝える代表的な風景を集めた

「瀬戸 100景」を決定 

皇太子殿下、愛・地球博会場予

定地をご視察 

愛・地球博会場名を「長久手会

場」、「瀬戸会場」に正式決定 

「瀬戸蔵」起工式 

名鉄尾張瀬戸駅前ビル「パルテ

ィせと」起工式 

「瀬戸市ノベルティ・こども創

造館」オープン 

「瀬戸市資源リサイクルセンタ

ー」オープン 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.15 2003 6. 3 

 

 

 

7.12 

 

 

9.25 

 

 

9.30 

 

 

瀬戸市と市内及び近隣の六大学

との間で、「大学コンソーシア

ム（連携）せと」の包括協定を

締結 

道泉、陶原、水野の 3 小学校の

コンピュータ教室用のパソコン

等を整備 (更新) 

市内小中学校の給食献立に「世

界の料理」を加え、愛・地球博

開催まで毎月一回シリーズ化 

「瀬戸市史民俗調査報告書三 

赤津・瀬戸地区」刊行 

 

9.25 

 

10.23 

 

 

11. 8 

 

11.18 

 

12. 1 

 

愛・地球博の前売り入場券販売

開始 

東海環状自動車道潮見トンネル

（瀬戸市白岩町～岐阜県笠原町

深山）上り線貫通式 

「愛・地球博開幕 500 日前記念

イベント」瀬戸市内で開催 

瀬戸市とリモージュ市（フラン

ス）との間で姉妹都市提携調印 

中京圏で地上波デジタル放送開

始 

16 2004 1.31 

 

1.― 

 

2. 6 

 

 

 

 

 

2. 9 

 

 

2.19 

 

3. 4 

4. 1 

 

 

 

4.― 

 

 

4.28 

 

6. 9 

 

 

8.15 

 

8.20 

 

9.― 

 

「瀬戸市史資料編四 近世」刊

行 

「惣作・鐘場遺跡」から瀬戸で

初の城館跡が出土 

上半田川・下半田川両自治会が

所有する「笠原村・両半田川村

国境争論絵図」を市文化財に、

水南小学校敷地内にある「マメ

ナシ」の木を市天然記念物に指

定 

教師の指導を補助するボランテ

ィア「学校サポーター」を募集

開始 

「瀬戸の教育創造をすすめる

会」を文化センターで開催 

同会をやすらぎ会館で開催 

「瀬戸市歴史民俗資料館」が来

年オープン予定の「瀬戸蔵ミュ

ージアム」へ展示物を移設準備

するため休館 

本山中・道泉小・深川小の 3 校

が県教委より「小中連携研究校」 

に指定 

「大学コンソーシアム（連携）

せと」のカレッジ講座開講 

「地域別 瀬戸の教育創造をす

すめる会」を 8 中学校区で 7 月

まで順次開催 

総合型地域スポーツクラブ「品

野スポーツクラブ」発足 

加藤伸也氏の「陶芸・織部・黄

瀬戸」が県の文化財に指定 

品野中学校運動場に夜間照明が

完成 

 

 

3.20 

 

3.25 

 

 

4.― 

 

 

 

4. 1 

 

4. 1 

 

4. 1 

 

4.21 

 

9.30 

 

10. 7 

 

10.― 

 

 

11.10 

11.16 

 

11.21 

 

11.27 

 

 

12.14 

 

12.15 

 

県道愛知青少年公園線の「瀬戸

菱野トンネル」開通 

「愛・地球博開幕 1 年前イベン

ト」開催（名古屋市東区・オア

シス 21） 

県教育委員会が H16 年度から

「小中連携」研究校を瀬戸市、

知多市、額田町 3 地域で小中各

1校の計 3組を指定 

瀬戸市の人口 2 年連続で減少

（131,944人） 

愛・地球博の全期間入場券を販

売開始 

フランスのリモージュ市に瀬戸

事務所を開設 

チュニジアのナブール市と姉妹

都市提携調印 

愛・地球博瀬戸会場で大陶壁の

設置作業が着々と進行 

皇太子殿下、愛・地球博の名誉

総裁として万博会場を再視察 

「やまて坂」、「みずの坂」等の

市有財産 41 区画の宅地を売却

するため一般公募 

チュニジアの政府代表が来訪 

姉妹都市フランス･リモージュ 

市へ訪問団派遣 

川平町の「定光寺ほたるの里」

増設整備完了 

東名高速道路と愛知万博長久手

会場を結ぶ「名古屋瀬戸道路」

が開通 

陶原町に資源ごみのリサイクル

センターがオープン 

瀬戸市文化センター美術展示ホ

ールが瀬戸市美術館に改称 
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和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

H.16 2004 9.― 

 

 

 

10. 1 

 

 

 

10.29 

 

H.18 年度から市内全小中学校

を対象に「隣接学校選択制」を

導入することを決定（品野台小

学校は「特認校」） 

「大学コンソーシアム（連携）

せと」結成の連携事業により、

瀬戸市立図書館で近隣六大学の

蔵書が利用可能となった 

「瀬戸市史民俗調査報告書四 

品野地区」刊行 

  

17 

 

 

2005 

 

2.― 

 

2. 3 

 

2.10 

 

 

 

2.28 

 

3.― 

 

3.19 

 

4. 1 

4. 1 

 

4. 6 

 

 

5.29 

 

6.24 

 

 

7.25 

 

 

8.21 

 

 

12.26 

 

パルティせと（4 階）に生涯学

習課・情報ライブラリー設置 

小中学校行事による愛･地球博

の入場料負担を決定 

宝泉寺が所有する「古瀬戸瓶子」

を市文化財に、菱野文化財調査

保存会が所有する「菱野のおで

く」を市文化財に指定 

瀬戸市史「資料編三 原始･古

代･中世」を刊行 

瀬戸市教育アクションプラン策

定 

瀬戸蔵(2 階～3 階)内に瀬戸蔵

ミュージアム開館 

「隣接学校選択制」の試行 

幡山東小・長根小の学校給食調

理業務委託化 

瀬戸市名誉市民の日本芸術院会

員長江録弥氏（川崎市在住）が

逝去 

瀬戸市無形文化財保持者(陶芸･

灰釉技法)の鈴木八郎氏が逝去 

愛知県無形文化財保持者(陶芸･

灰釉系技法)の加藤舜陶氏が逝

去 

全日本ジュニアテコンドー選手

権大会・女子バンタム級で幡山

中学校・間瀬有梨佳さんが優勝 

和道会ワールドカップ国際大会

で古橋卓也さんが男子個人形の

部で優勝 

白坂町の雲興寺鐘楼が国の登録

文化財（建造物）に登録される 

 

 

2.19 

2.27 

 

3. 3 

 

3.16 

 

3.19 

 

3.19 

 

3.25 

 

3.28 

 

3.28 

3.― 

4.― 

4.― 

4. 3 

5. 2 

5.25 

6.22 

7. 8 

7.12 

 

8.28 

 

9.13 

9.25 

9.― 

 

10. 5 

 

 

11. 1 

 

 

栄町に｢パルティせと｣オープン 

愛･地球博瀬戸会場にやきもの

モニュメント｢天水皿ｎ 

 」の竣工 

せと・やきもの世界大交流無料

回遊バス運行ルート決定 

国内最大の招き猫博物館「招き

猫ミュージアム」が開館 

蔵所町に「瀬戸蔵」オープン 

 

東海環状自動車道の豊田東－美 

濃関が開通 

愛・地球博開幕、「瀬戸市の日」

開催 

名古屋工業大学とセラミック研

究連携のため協定書調印 

コンゴ政府代表が来訪 

瀬戸旭準看護学院閉校 

せとっ子未来計画策定 

瀬戸市特定事業主行動計画策定 

名鉄瀬戸線開通 100周年 

中国・景徳鎮市長が来訪 

瀬戸市福祉マップを作製、配布 

チュニジア･ナブール市長が来訪 

フランス･リモージュ市長が来訪 

天皇、皇后陛下が愛・地球博の

長久手、瀬戸両会場を訪問 

愛・地球博で 2 度目の「瀬戸市

の日」開催 

韓国・利川市長が来訪 

愛・地球博閉幕 

県が海上の森を自然環境保全地

域に指定する新条例を検討 

愛・地球博のマスコットキャラ

クター、モリゾーとキッコロが

瀬戸市海上の森に特別住民登録 

瀬戸蔵に｢産業支援センターせ

と｣が開設 
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H.18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 5 

 

2.10 

 

 

 

 

 

 

2.28 

 

 

4. 1 

4.15 

 

 

 

6.23 

 

6.26 

 

 

7.23 

 

 

7.28 

 

8.20 

～ 

9.27 

 

10. 7 

 

10. 9 

 

 

11.19 

 

 

「瀬戸の教育市民フォーラム」

開催 

「陶芸・黄瀬戸」「陶芸・織部」

を無形文化財に指定し、その保

持者に加藤廉平氏及び加藤錦三

氏を認定。また、有形文化財に

万徳寺の「聖徳太子絵伝」4幅、

典籍「聖徳太子伝」5冊と「松

原広長寄進状」1点を指定 

「瀬戸市史資料編五 近現代

１」及び「瀬戸市史 民俗編」

発刊 

「隣接学校選択制」の施行 

世界ジュニアテコンドー選手権

大会日本代表選考会バンタム級

で聖カピタニオ高校 間瀬有梨

佳さんが優勝 

瀬戸市教育アクションプラン推

進会議発足 

「市理科教育研究会」が環境省 

水・大気環境局長より水・土壌

環境保全功労者表彰 

全日本ジュニアテコンドー選手

権大会で效範小学校 黒田温さ

んが優勝 

東明小学校が中国・内モンゴル

へ訪問団を派遣 

中学生訪問団が姉妹都市フラン

ス・リモージュ市へ 

「広久手第 30号窯跡」市史跡に

指定 

品野台小学校に「地域図書館」

開設 

あいち共同利用型施設予約シス

テムでのスポーツ施設利用予約

開始 

「瀬戸の教育市民ﾌｫｰﾗﾑ」開催

「いじめ」の根絶を訴える緊急

アピール発表 

2.19 

 

3.15 

3.31 

 

3.― 

 

 

  

4. 1           

4. 1 

4.20 

 

4.24 

 

4.― 

 

9.25 

 

10.15 

11.― 

12.23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市名誉市民の元市長加藤繁

太郎氏が逝去 

コミュニティ FM局開設 

フランスのリモージュ瀬戸事務

所を閉鎖 

「瀬戸市第 5次総合計画」策定 

「瀬戸市地域福祉計画」策定 

「瀬戸市行政改革集中改革プラ

ン」策定 

赤津保育園，品野南保育園休園 

市消防本部初の女性消防士誕生 

韓国・利川市と姉妹都市提携締

結 

「海上の森」の一部が「愛知県

自然環境保全地域」に指定 

陶原小学校内に「せとっ子モア

スクール」開設 

「あいち海上の森センター」開

所 

「せとっ子ﾌｧﾐﾘｰ交流館」開館 

瀬戸市文化協会創立 20周年 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの試験運転開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

 

2007 1. 8 

 

3.27 

4.― 

 

4.25 

5.18 

 

南山中学校男子卓球部、全国中

学選抜卓球大会県予選会で優勝 

「瀬戸市史通史編 上」発刊 

「瀬戸市史資料編六 近現代

2」発刊 

全国学力・学習状況調査実施 

「陶芸・灰釉」「陶芸・色絵磁

器」を市無形文化財に指定し、 

その保持者に田沼春二氏及び林 

邦佳氏を認定 

2. 4 

3.― 

4. 1 

 

4. 8 

4.22 

5.24 

7.29 

9.10 

愛知県知事選挙 

幡山保育園休園 

自治法改正により助役を廃し副

市長を設置 

愛知県議会議員選挙 

市長・市議会議員選挙 

瀬戸商工会議所創立 60周年 

参議院議員選挙 

道泉小学校内に「せとっ子モア

スクール」開設 
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H.19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 1 

 

7. 6 

 

9.― 

 

10.― 

 

10. 3 

 

 

11.― 

 

 

11. 9

～11 

11.11 

 

11.18 

12.― 

 

 

市民公園陸上競技場芝張替工事

完成 

中国景徳鎮市から中高生訪問団

来訪 

東山小学校校舎増築・耐震補強

工事 

水野小学校・祖東中学校屋内運

動場耐震補強工事 

本山中学校の姉妹提携校ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ･ﾛｳﾋﾞﾙ･ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ･ｶﾚｯｼﾞ生徒来

訪 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ･ｵｰｸﾗﾝﾄﾞ市の中学生

来訪、水野中学校・祖東中学校

で交流 

「まるっとせとっ子ﾌｪｽﾀ 2007」

開催 

「瀬戸の教育市民フォーラム」

開催 

陶原小学校体育館火災 

八幡小学校キャリア教育「お店

を出そうプロジェクト」で文部

科学大臣表彰受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.18 

 

 

2.29 

 

3.― 

 

3.― 

 

3.31 

 

 

4. 1 

 

4. 1 

 

4.― 

 

4.22 

5. 7 

 

5. 9 

 

 

9.― 

9.12 

 

中国・内モンゴル自治区フフト

カ市カイワジ小学校児童が東明

小学校を訪問 

市立小学校（20校）に防犯カメ

ラ設置 

西陵小学校校舎増築・耐震補強

工事 

図書館耐震補強・アスベスト撤

去・トイレ・駐車場等改修工事 

補助執行事務に関する協定書の

締結（社会教育・社会体育関係

の事務を追加） 

教育委員会組織の一部改編 

（学び課と交流課を統合） 

図書館開館時間の変更及び受付

業務の委託開始 

「子ども読書活動推進計画」策

定 

全国学力学習状況調査実施 

愛知県立大学とボランティア学

生派遣に関する協定を締結 

「陶芸 御深井」を市無形文化 

財に指定し、その保持者に加藤 

唐三郎氏を認定 

幡山中学校運動場夜間照明完成 

「菱野おでく警固祭り」を市無

形民俗文化財に指定 

1.― 

3. 1 

3.25 

3.25 

 

4. 1 

 

 

 

7.21 

 

8.― 

 

10. 1 

 

 

 

 

瀬戸市体育協会設立 60周年 

町名設定（東山町） 

緊急防災放送システム完備 

レジ袋の有料化(市内一部店舗)

スタート 

教育三法（学校教育法・地方教

育行政の組織及び運営に関する

法律・教育職員免許法及び教育

公務員特例法）の改正 

陶原小学校・道泉小学校プール

開放実施 

「男女共同参画推進会議」・「男

女共同参画推進委員会」設置 

八幡小学校内に「せとっ子モア

スクール」開設 
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H.20 

 

2008 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.12 

 

 

10.― 

 

10. 1 

 

11.― 

 

11. 6 

～9 

11. 9 

 

12.― 

 

「古文書 菱野郷倉文書」・「典

籍 大般若経」を市指定有形文

化財に指定 

光陵中学校に「地域図書館」開

設 

教育委員の定数を増員（5 名か

ら 7名に増員） 

「瀬戸市教育委員会の活動の自

己点検・評価報告書」公表 

「まるっとせとっ子ﾌｪｽﾀ 2008」 

開催 

「瀬戸の教育市民フォーラム」 

開催 

「瀬戸市立学校施設耐震化計

画」策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 2009 3.27 

 

3.31 

 

3.31 

 

4.21 

7. 6 

～8 

10.－ 

 

11.12 

～15 

11.15 

「塚原古墳群発掘調査報告書」

刊行 

「紺屋田Ａ窯跡発掘調査報告

書」刊行 

「特別天然記念物オオサンショ

ウウオ生息分布調査報告書」刊行 

全国学力・学習状況調査実施 

景徳鎮市中学生訪問団来訪 

祖東中学校で交流 

西陵小学校に「地域図書館」開

設 

「まるっとせとっ子ﾌｪｽﾀ 2009」 

開催 

「瀬戸の教育市民フォーラム」 

開催 

2.28 

3.20 

 

4. 1 

4. 1 

 

4.20 

6.24 

 

8. 5 

～6 

9.30 

10. 1 

10. 1 

とうめい新聞廃刊 

「瀬戸万博記念公園（愛・パー

ク）」オープン 

深川保育園・今村保育園休園 

養護老人ホーム「陶寿荘」民間

に移管 

定額給付金振込開始 

市内で新型インフルエンザ患者

確認 

市制施行 80 周年記念「まるっ

と・せとっ子議会」開催 

ＪＲバス一般路線撤退 

瀬戸市制施行 80周年 

長根小学校内に「せとっ子モア

スクール」開設 

22 2010  2.26 

3.－ 

4. 1 

 

4. 9 

4.20 

 

4.23 

 

 

4.28 

 

5.12 

6.18 

 

 

6.18 

 

 

陶原小学校体育館竣工式を挙行 

瀬戸養護学校竣工 

瀬戸市立瀬戸養護学校（さくら

んぼ学園）設立 

開校式及び入学式を挙行 

全国学力・学習状況調査を抽出

校において実施 

瀬戸市立図書館「子どもの読書

活動優秀実践図書館」として文

部科学大臣賞を受賞 

「瀬戸永泉教会礼拝堂」を登録

有形文化財として登録 

「瀬戸市史通史編 下」発刊 

「工芸技術 有線七宝」を市無

形文化財に指定し、その保持者

に柴田明氏を認定 

「工芸技術 陶芸 練り込み」

を市無形文化財に指定し、その

保持者に水野教雄氏を認定 

3.25 

 

7.11 

7.21 

10. 3 

10._ 

10._ 

 

「新大橋」架け替え工事完了 

「新共栄橋」へ名称変更 

参議院議員選挙 

八幡小学校プール開放実施 

西陵地域交流センターオープン 

収納コールセンター開設 

瀬戸市景観計画策定 



 86 

和 暦 西 暦 月 日 瀬 戸 市 の 教 育 月 日 参      考 

7.30 

～8. 7 

8. 4 

～13 

11.11 

～14 

11.14  

本山中学校オーストラリアへホ

ームステイ派遣 

水野中学校ニュージーランドへ

ホームステイ派遣 

｢まるっと せとっ子ﾌｪｽﾀ 2010」

開催 

「瀬戸の教育市民フォーラム」

開催 

23 2011 3. 6 

4. 1 

5. _ 

 

6. 1 

6.30 

8. 2 

 

 

8. 5 

10. 1 

～2 

11.10

～13 

11.13 

スポーツ功労者表彰 

新学習指導要領の実施 

東日本大震災による被災児童・

生徒のﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ募集開始 

下品野小学校蛇ヶ洞浄水場見学 

效範小学校 3年生市役所見学 

名古屋学院大学とボランティア

学生の派遣などに関する協定に

調印 

｢まるっとせとっ子議会｣開催 

第 8 回日本オオサンショウウオ

の会瀬戸大会開催 

｢まるっと せとっ子ﾌｪｽﾀ 2011」

開催 

「瀬戸の教育市民フォーラム」

開催 

3. 1 

3.26 

 

4.3 

4.9 

4.20 

4.24 

 

6. _ 

10. 1 

 

第 2次環境基本計画策定 

道の駅瀬戸しなの開場 

しなのバスセンターオープン 

品野台地域交流ｾﾝﾀｰオープン 

給水支援隊、東松島市へ派遣 

東松島市へ陶器類提供 

瀬戸市長選挙および瀬戸市議会

議員選挙 

食器 6万 4千個東松島市に提供 

瀬戸市暴力団排除条例施行 

 

24 2012 2. 5 

 

4. 2 

6.23 

7.27 

～8. 5 

8. 2 

～8.11 

8. 2 

～8.11 

9.21 

～9.27 

9.24 

～10.1 

9.25 

～9.30 

せと歴史と文化財を知る見学会

の実施 

第 8代教育長 深見和博就任 

掛川小学校「お茶会」開催 

本山中学校オーストラリアへホ

ームステイ派遣 

祖東中学校ニュージーランドへ

ホームステイ派遣 

水野中学校ニュージーランドへ

ホームステイ派遣 

本山中学校オーストラリアから

ホームステイ受入 

水野中学校ニュージーランドか

らホームステイ受入 

品野中学校ニュージーランドか

らホームステイ受入 

1. 1 

 

2. _ 

3. _ 

 

4. 1 

4.14 

通院医療費の無料化を中学 3 年

生まで拡大 

のぞみ学園園舎増築 

瀬戸市地場産業振興ビジョン策

定 

道泉地域交流センターオープン 

陶祖 800 年祭オープニング事業

「陶祖・藤四郎フォーラム」開

催 

 



２　教育関係施設一覧

瀬戸市役所 瀬戸市追分町６４番地の１ ８２－７１１１

陶原小学校 　　〃　原山町１番地の３ ８２－２２４３

深川小学校 　　〃　宮脇町５３番地 ８２－２２７２

祖母懐小学校 　　〃　萩殿町２丁目１７８番地 ８２－２２７３

道泉小学校 　　〃　道泉町４４番地 ８２－２４７４

效範小学校 　　〃　效範町１丁目１番地 ８２－３０５０

東明小学校 　　〃　東明町５０番地 ８２－５５０１

古瀬戸小学校 　　〃　古瀬戸町７０番地 ８２－２３９２

水野小学校 　　〃　小田妻町２丁目２２番地 ４８－１０９８

水南小学校 　　〃　東松山町１５４番地 ８２－２０８４

幡山東小学校 　　〃　八幡町４５５番地 ８２－４４０４

幡山西小学校 　　〃　幡西町２０３番地 ８２－４３９４

下品野小学校 　　〃　品野町６丁目２２３番地 ４１－００７４

品野台小学校 　　〃　上品野町１２３４番地 ４１－００４１

掛川小学校 　　〃　下半田川町５９２番地の４１ ４８－５１５１

長根小学校 　　〃　東長根町１６６番地 ８２－９６４０

原山小学校 　　〃　原山台３丁目９８番地 ２１－３８０４

東山小学校 　　〃　東山町７１番地 ２１－２８０１

萩山小学校 　　〃　萩山台２丁目２２番地 ８３－３６５０

八幡小学校 　　〃　八幡台３丁目１番地 ８２－４４４５

西陵小学校 　　〃　すみれ台１丁目７７番地 ４８－１９９３

水無瀬中学校 　　〃　原山町１番地 ８２－３０９８

祖東中学校 　　〃　中山町１番地 ８２－２２４４

南山中学校 　　〃　ひまわり台５丁目１番地 ４８－１２１２

本山中学校 　　〃　道泉町７６番地の１ ８２－２３６３

幡山中学校 　　〃　幡中町１０６番地 ８２－４３９３

品野中学校 　　〃　広之田町２番地の５ ４１－００１９

光陵中学校 　　〃　萩山台９丁目２４４番地 ２１－４６６０

水野中学校 　　〃　日の出町３４番地 ４８－４６９８

瀬戸養護学校 　　〃　萩山台２丁目２２番地 ７６－４３９１

陶原公民館 　　〃　熊野町９８番地 ８３－３５７９

深川公民館 　　〃　宮脇町５３番地 ８２－０４５３

祖母懐公民館 　　〃　上ノ切町４３番地 ８２－９３０４

古瀬戸公民館 　　〃　西拝戸町１６番地の１０ ８３－８７４１

東明公民館 　　〃　西拝戸町１６番地の３ ８２－８０２４

效範公民館 　　〃　北山町３９番地 ８２－１０９５
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長根公民館 瀬戸市城屋敷町２２番地 ８５－０９１１

水南公民館 　　〃　東松山町１５４番地 ２１－２５５６

水野公民館 　　〃　中水野町１丁目１５０番地 ４８－１１１２

山口公民館 　　〃　田中町１０８番地 ８７－０７００

幡山公民館 　　〃　幡山町７１番地 ８７－４０００

下品野公民館 　　〃　品野町６丁目１０５番地 ４１－４１１８

掛川公民館 　　〃　定光寺町１２０６番地 ４８－６１６５

原山公民館 　　〃　原山台８丁目１６３番地 ８３－９２３１

萩山公民館 　　〃　萩山台４丁目２番地の２ ８４－２０８８

八幡公民館 　　〃　八幡台１丁目１４５番地の２ ８２－９４５６

図書館　 　　〃　東松山町１番地の２ ８２－２２０２

学校給食センター 　　〃　日の出町３４番地の２ ４８－７６００

市民公園（交流学び課スポーツ係） 　　〃　上本町１番地 ４８－０５００

定光寺野外活動センター 　　〃　鹿乗町１２３１番地 ４８－０７７０

　　〃　進陶町６番地の１ ８５－２２２０

聖霊中学校 　　〃　せいれい町２番地 ２１－３１２１

聖霊高等学校 　　〃　せいれい町２番地 ２１－３１２１

南山大学瀬戸キャンパス 　　〃　せいれい町２７番地 ８９－２０００

瀬戸高等学校 　　〃　東山町１丁目５番地 ８２－７７１０

瀬戸窯業高等学校 　　〃　東権現町２２番地の１ ８２－２００３

瀬戸西高等学校 　　〃　緑町１丁目１４０番地 ８４－７４００

瀬戸北高等学校 　　〃　本郷町２６０番地 ４８－１５００

聖カピタニオ女子高等学校 　　〃　西長根町１３７番地 ８２－７７１１

名古屋学院大学瀬戸キャンパス 　　〃　上品野町１３５０番地 ４２－０３５０

愛知県立窯業高等技術専門校 　　〃　南山口町５３８番地 ２１－６６６６

瀬戸ひなご幼稚園 　　〃　紺屋田町９３番地の４１ ８２－７７６０

雪の聖母幼稚園 　　〃　東長根町９１番地 ８２－６４０９

マリア幼稚園 　　〃　苗場町８番地 ８２－９７４９

真貴幼稚園 　　〃　原山台２丁目２３番地の２ ２１－４１２７

菱野幼稚園 　　〃　萩山台７丁目１３番１号 ８３－３６５１

はちまん幼稚園 　　〃　八幡台４丁目１４番１号 ８３－８７０３

瀬戸幼稚園 　　〃　すみれ台４丁目４０番地の５ ４８－４８００
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